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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　首都帝都、華はなやかなる中心地、帝都城は二重の堀ほりに囲かこまれた、強固な結けつ界かい領りよう域いきである。

　帝都城のある帝都城公園は有名な観光地であり、帝都民の憩いこいの場だが、来園者がいつでもその全域に入れるわけではない。

　帝都城内はもちろん、帝都城公園の敷しき地ちには、遷せん都とのころよりあるもの、地方、あるいは外国から贈おくられたものなど、貴重なものが数多くある。普段は専門知識を持つ者が管理し、最良の状態であるように保たれているため、常設展示ではなく、入場者数や期間に制限を設もうけて公開されることになっている。

　限定公開されるものには、開かい催さい期き間かんが短いうえに次回の公開までの期間の長いものや、予約が必要だったり、抽ちゆう選せんで当たらなければ入場券を入手できない特別なものもある。

　決定した限定公開の詳しよう細さいは、帝都日報やポスターで告知されるので、楽しみに待っている者は、これらのチェックを欠かかさない。




　望もち月づき造ぞう園えんの今日の仕事場所は帝都城公園だ。放課後に奥庭の作業を終えた蒼そう司し朗ろうからも近く、少しだけだが仕事に加わることができる。

（早くみんなに追いつかなくちゃ）

　帝都学園高等部の制服の上に望月造園の法はつ被ぴを着、枝えだ打うち斧おのを持って、蒼司朗は走る。

　学校ではないので、職場に先生はいない。教わって覚えるのではなく、技術を目で盗ぬすんで経験を積み、自分のものにしていかなければならない蒼司朗からすれば、先輩庭師の仕事を間近で見られる機会は逃のがしたくない。一流の庭師への道は、まだまだ遠い。

　少しでも早く作業に加わりたい蒼司朗に、道草を食くっている暇ひまはないのだが。




　帝都城公園の売店の横にある、開催中の催もよおしなどを知らせる掲けい示じ板ばんが、昨日きのうと違うことに気づいた蒼司朗は、その前で足を止めた。

「……今日から植物園で食虫植物展、博物館で恐きよう竜りゆう展てん、図書館でからくり人形展か」

　貼はり替えられた限定公開もののポスターを眺ながめ、ふむと蒼司朗は考える。どの特別展示も面おも白しろそうで興味深いが、全部に足を運ぶのは時間的に無理だ。

　しかしそれでも、庭師を目指す者としては。

「食虫植物展は外はずせないよな！」

　うん、と蒼司朗は頷うなずく。

　食虫植物は、虫を捕とらえて養分とする外国の植物だ。そんな変わった植物の話を聞いたことはあるが、蒼司朗はまだ実物を目にしたことがない。

　外国の特別な植物は、植物園にでも勤きん務むしないかぎり、実際に世話をすることはまずないだろうが、仕事で植物を扱あつかう者として、一度は本物を間近で見ておきたい。形や性質も興味深いし、どんなふうに栽さい培ばいしているのか、とても気になる。




「ミギャギャ」

「キュイキュイ」

「ピピチュン」

「「（しゅー）」」

「いや、売店の期間限定商品を見てたんじゃないから」

　美お味いしそうな和わ菓が子しの写真のポスターに目が釘くぎづけになっているピヨ四し神じんに苦笑し、順番にちょいちょいと宥なだめて可か愛わいがってから、蒼司朗は掲示板の前を離れる。




　放課後すぐに望月造園の作業に加わった清きよ志し朗ろうは、これから蒼司朗が向かう仕事場所にいる。

（今度の日曜日に、清ちゃんを誘って一緒に行こう）

　日曜日のことを考えて、うきうきして走りながら、蒼司朗は思う。

（……たぶんこれ、清ちゃんは見たことあるんだろうな）

　地方の巌いわ手てで生まれ育った蒼司朗と違い、従い兄と弟この清志朗は、帝都で生まれ育った帝都っ子だ。

　思いやりがあって優しい清志朗は、自じ慢まんして蒼司朗を羨うらやましがらせるようなことは言わないので、これまで話題に出たことはないが、蒼司朗よりもずっと多く、帝都の催しものに足を運んでいるはずだ。以前の限定公開の期間中に、食虫植物展にもきっと足を運んでいるだろう。

（清ちゃんなら────）

　初めて食虫植物を見る蒼司朗が楽しめるよう気を配くばって、説明書きにないことも、色々と教えてくれるに違いない。

　二人で一緒に驚いたり感心したりはできないだろうが、絶対に楽しい。




「ピ！」

　蒼司朗の頭の上で、チビ朱す雀ざくが警けい戒かいして鳴き声を発した。




　浮かれ気分で走っていた蒼司朗は、はっと緊きん張ちようする。

（どこだ!?）

　この近くに、曲くせ者ものがいる────！

　枝打ち斧を握にぎり直し、周りの気配を探さぐった蒼司朗は、売店から少し離れた遊歩道で、嫌いやがる幼よう稚ち園えん児じの手を引こうとしている男性の姿を見つけた。

（誘ゆう拐かい!?）

　帝都城公園は、幼稚園児が一人で徘はい徊かいするような場所ではない。保ほ護ご者しやと一緒にいたところを、連れだされたか。

　帝都には裕福な家庭の子供が多いので、誘拐事件が起こる危険は、常にある。抵てい抗こうする力の弱い幼おさない子供には、特に注意が払われているのだが、標的を決めて後をつけ回すような者が犯人だった場合には、ちょっとした隙すきを衝つかれてしまう。警けい戒かいしていても、子供を連れだされることはある。




「お庭番、望月蒼司朗……、参る！」

　呼吸を整えて意を決し、枝打ち斧を持った蒼司朗は、幼稚園児と男性のいる遊歩道に向かって駆かけだした。

（子供を怯おびえさせないように、一いち撃げきで！）

　正義の味方気取りで助けに行っても、悪者を懲こらしめる蒼司朗の姿が、子供の目に『怖こわいもの』として映ってしまってはいけない。

　さくっと一いつ瞬しゆんで成せい敗ばいして、子供に背を向けさせれば、倒れた悪者を見せないですむ。




　風を切って子供の元に駆けつけた蒼司朗は、枝打ち斧を振りあげて────。

「あれ？」

「ミギャン」

　見知った男性であることに気づき、蒼司朗は危あやういところで攻こう撃げきを止める。

「……大おお原はら先生」

　男性は、望月造園の近所に住んでいる、医師の大原剛ごう三ぞう先生だった。大原先生が手を引いている不ふ機き嫌げんな子供は、三男・久ひさ光みつ氏の子供────大原先生の孫だ。

「キュイキュイ」

「ピピチュン」

「「（しゅー）」」

　大原剛三先生の孫に向かって、ピヨ四神は機嫌よく鳴いた。




　走って現れた蒼司朗に、大原剛三先生は顔を上げた。

「よぉ、蒼ちゃんじゃないかい」

「こんにちは」

　足を止めた蒼司朗は、枝打ち斧を後ろ手に隠かくし、攻撃しようとしていたことを笑って誤ご魔ま化かす。

（スーは、知ってる人を見つけただけだったのか）

　チビ朱雀が鳴いても、毎回そこに不ふ埒らちな悪人がいるとは限らない。

　ビシバシに警戒して振り向いた挙あげ句く、見つけたのは美味しそうな食べ物の屋台だったこともある。知り合いなだけ、まだ今回はましか。




　大原剛三先生に手を引かれ、抵抗していた幼稚園児が、訴うつたえるように涙で潤うるんだ目で蒼司朗とピヨ四神を見つめた。

　蒼司朗は望月造園の仕事で、大原剛三先生の三男である大原久光氏の屋や敷しきに行ったことがあり、その屋敷の子供たちにも会っている。

　大人おとなの庭師に交まじって働く、蒼司朗のような子供の庭師を珍めずらしがった子供たちは、あれこれと蒼司朗に話しかけてきた。蒼司朗と大原久光氏の子供たちは、もうすっかり友だちだ。

「……どうしましたか？」

　幼い子供の縋すがるような瞳ひとみに、何があったのだろうと心配になって問いかけた蒼司朗へ、大原剛三先生は渋しぶい顔を向けて頭を搔かく。

「どうしたっても、なぁ。今日は鉄てつ棒ぼうから落ちて脱だつ臼きゆうした奴やつを病院に連つれてくから、こいつぁ留る守す番ばんだって、久光の嫁よめが家うちに預けていったのよ。退たい屈くつそうだったからよ、こいつをちょいと博物館に連れてって、恐竜見せてやろうってのに。何だか知らねぇが、だだこねやがって、つっぱってやがるんでぇ」

　孫はとても不機嫌で、半ベソをかいている。大原剛三先生は、泣かせるようなことをしているつもりはない。むしろ、喜ばせようとしているので、わけがわからない。

　困こん惑わくしている大原剛三先生を見て、蒼司朗は眉まゆを顰ひそめる。

「そりゃそうですよ。恐竜展じゃなくて、からくり人形展に行かなきゃ」

「何だって？」

　怪け訝げんな顔で訊きき返され、蒼司朗は言う。

「いや、だって、恐竜が好きなのは隆たか弘ひろくんでしょう？　幸ゆき弘ひろくんは、機き械かい仕じ掛かけで動くものが好きだから、興味があるのは、からくり人形のほうですよ」

「は？」

　大原剛三先生は、目を丸くした。




　大原剛三先生の三男、久光氏の子供は双ふた子ごの男の子だ。

　今年の春から幼稚園に通うようになった幸弘と隆弘は一いち卵らん性せい双そう生せい児じなので、顔も背せ格かつ好こうも酷こく似じしている。




「おめぇ、幸弘か？」

「……うん」

　驚いて訊たずねた大原剛三先生に、幼稚園児は頷く。

「じゃあ、鉄棒から落ちて脱臼したのは、隆弘のほうかい？」

「……うん」

　肯こう定ていされて、大原剛三先生は思わず空を見上げた。

「ありゃあ、そいつぁ、じぃじが悪かったよ。ごめんな、ゆき」

「……うん」

　今日ずっと双子の弟と勘かん違ちがいされていた幼稚園児は、拗すねた顔のまま返事をした。

　抵抗する力が弱まり、繫つないだ手を小さな手でしっかりと握り返されて、大原剛三先生はほっとする。

「ありがとうよ、蒼ちゃん。助かったぜ」

「いえ、オレ、何もしてませんよ。ダメですよ、間違えちゃ」

「こいつら、本当によく似てやがるんだから、仕方ねぇだろ」

　黒子ほくろがあるとか、何か外見で違う場所があれば見分けやすいのだが、大原剛三先生の孫の双子の外見は、まったく同じだ。

　幸弘と隆弘は性格や行動がいくらか違うので、二人揃そろっていれば比ひ較かくしてどちらが誰だれとわかるのだが、一人だけだとこの見分け方はできない。これは隆弘と思いこんでしまうと、そうとしか見えなくなる。本人に言われたり、誰かに指し摘てきされたりしなければ、間違ったままになってしまう。

「んじゃ、ゆき、じぃじとからくり人形見るかい？」

「みるー！」

　大原剛三先生は機嫌を直した孫を連れて、今度こそ帝都図書館にからくり人形展を見に向かう。

「土産みやげ買ってくるぜ、蒼ちゃん」

「あぁ、いえ、お気き遣づかいなく」

　慌あわてて遠えん慮りよする蒼司朗に、大原剛三先生は笑う。

「いいってことよ。蒼ちゃんのちっちゃい神様へのお供そなえにしてくんな」

　お世話のためにいつも連れている、奥庭の四神様へのお供えものと言われては、蒼司朗は断れない。

「すみません。ありがとうございます」

　蒼司朗は恐きよう縮しゆくして頭を下げた。

「蒼ちゃん、うちの孫とそんなに会ったことねぇよな？」

　高校生であり見習い庭師、帝都城の奥庭を任されて神官修行までやっている蒼司朗は忙いそがしい。大原剛三先生の孫と、ゆっくり遊んでいるような時間はないはずだ。

「望月造園の仕事で久光さんのお家に伺うかがったときと、この前、大原先生の家に回かい覧らん板ばんを届けたときに会ってます」

「あったよー」

　ね、と蒼司朗に微笑ほほえみかけられ、幸弘は大きく頷いて手を振る。

「そうちゃん、またね」

「うん、またね、幸くん」

「ミギャギャ」

「キュイキュイ」

「チュチュン」

「「（しゅー）」」

　鳴いたピヨ四神にも、にっこりと微笑んで手を振り、幸弘は機嫌よく大原剛三先生と帝都図書館に向かって歩いていった。




「……これも、事件解決、かな」

　不埒な悪人を成敗するのとは違っていたけれど、困っていた人を助けられたのだから、こういうのもありなのだろう。

　まんまとお土産の約束をもらったピヨ四神に、蒼司朗は言い聞かせる。

「いつもお供えがもらえるわけじゃないからね」

「ミギュ？」

　円つぶらな瞳で、きょろんと蒼司朗を見つめるピヨ四神は、まったくわかっていないだろう。

（仕方ないなぁ）

　可愛いから許してしまうのは、いけないとわかっているが、蒼司朗はピヨ四神を順番に撫なでて可愛がって、望月造園の仕事場所に向かう。




　望月造園の仕事場所では、ちょっと揉もめていた。

「ちゃんと運びましたってば……！」

「多いってんだよ！　見りゃわかんだろ、すっとこどっこい！」

「そんなこと言われたって……！」

　池いけ波なみは親方である望月左さ近こんに叱しかられ、納得できないという顔で口を尖とがらせる。

　どうやら作業ができないらしく、他の庭師たちは周りで様子を窺うかがっている。




「────どうしたんですか？」

　駆けてきた蒼司朗の声に、はっと清志朗が振り向く。

「蒼くん……！」

「いや、植え替え用の穴は掘ほれたんだけどな、木の数が多いんだよ」

　清志朗の近くにいた庭師の笹ささ川かわが、蒼司朗に教えた。

（木の数？）




　今日はツバキの木を植え替えることになっていた。望月造園では、植え替えに使う樹木をきちんと分けて管理している。数が違うということは、別の場所に置いていた木を、間違えて運びだしてしまったのだろう。

　帝都城公園に植える木は、同じ種類の木が多いので間違えやすい。




「困ったな、こりゃ」

　庭師の笹川は頭を搔く。

　間違いは誰にでもあることだが、帝都城公園で植え替えをする植物は、土の性質や水はけの状態に合わせて準備している。ツバキは異土を嫌い、用土が違うと根が伸びない。植える場所を間違えた場合、悪くすると枯かれてしまう。




「親方、ちょっと戻って確かめてきます！」

「あっちに残ってたら、持ってきますから！」

　このままでは埒があかないと判断した庭師の暮くれ崎さきと相あい原はらが、現場を離れる許可を望月左近に求めた。

　望月左近は、ちっと舌した打うちをする。

「おう、頼まぁ……！」

　植え替えをする木は間違えないよう、置き場に印しるしをつけている。今日の作業で使う木のところに残っている木があれば、それはここの植え替えに使うものだ。

　しかし、そうして正しい木を持ってきたとしても。

（この中に、植え替え場所の違う木が混じっている……）

　同じ種類の木だ。せめて車に積みこんだ順番がわかれば、ひょっとするとこれかもとおおよその見当をつけられるが、この現場に木を降ろしたときにごっちゃになってしまい、わからなくなっている。




　問題となっている木が置かれているところに歩み寄った蒼司朗は、じっと木を見つめて、指さした。

「────これとこれとこれ、それから、これが違うよ、伯お父じさん」

　言いきった蒼司朗に、池波はぎょっとする。

「そ、蒼ちゃん!?」

「確かか、蒼」

　腕うで組ぐみした仁に王おう立だちの望月左近に睨にらまれて、蒼司朗にくっついているピヨ四神は怯えて頭を引っこめる。

　蒼司朗は睨みつけている望月左近を真まっ直すぐ見つめ返して、頷いた。

「確かだよ。だって、この四つだけ違うじゃん」




　当然のことのように、蒼司朗は断言するが。

（ち、違うって……!?）

（いや、同じ木だろ）

（どこらへんが違うって!?）

　他の庭師たちに、その違いはさっぱりわからない。




　揺ゆるぎない蒼司朗の瞳を見つめ、望月左近は頷いた。

「暮崎、相原！　蒼の言った四つ、持って帰れ！」

「は、はい……！」

　違うものを持って帰り、正しいものを持ってくれば、作業は支し障しようなく行える。




（本当にこれでいいのか？）

（さっぱりわからん）

　庭師の暮崎と相原は、親方の指示に従って、蒼司朗の指摘した木を車に積みこみ、現場を離れる。




「おら！　野や郎ろうども、とっとと作業を始めやがれ！」

　親方である望月左近の声が響きわたり、庭師たちは一いつ斉せいに作業を再開する。

「蒼、清、池の作業を手伝え！」

「「はい！」」

　蒼司朗と清志朗は、新人庭師である池波の作業を手伝う。




　叱り飛ばされないよう、とっとと作業を始める庭師を横目に見ながら、笹川は望月左近に近づいて、小声で言う。

「いいんですかい、親方……」

　こんなにあっさり片づく問題だったとは、笹川には思えない。いくら親方の甥おいであれ、見習い庭師の鶴つるの一声で、決めてしまっていいものだろうか。

　不安そうな笹川に問われ、望月左近は笑う。

「あぁ、いいんだよ。蒼は『利きき樹き』ができる」

「は？」

（『利樹』？）

　初めて耳にする言葉に、きょとんとする笹川へ、望月左近は言う。

「目め隠かくしして酒の種類を言い当てる、『利きき酒ざけ』ってあるだろ。あんな感じで、蒼は木が見分けられるんだよ」

　だから、『利樹』。




　この一風変わった蒼司朗の特技は、巌手での入院期間に、帝都から何度も見み舞まいに行った伯お母ばの梢こずえが、病室の花を届けた際に気づいた。

　庭師としては願ってもない特技なので、梢から話を聞いた左近は巌手に足を運び、どれほどのものなのか確認している。

　蒼司朗は両親の遺い品ひんとして、植物を活性化させる力を持つ『緑の石』を譲ゆずり受けていたが、植物を見分ける特技は『緑の石』に由来するものではなかった。

　色や形とは違うもので、蒼司朗は記き憶おくする。




「ま、蒼は大たい抵ていのモンを見分けちまうから、木に限ったわけでもねぇんだろうけどな」
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　事前に許可をもらうことなく、突発的に帝都東地区の公園で行った蟲むしの浄じよう化かに対して、神官たちからのお叱しかりはなかった。

（面と向かって、何も言われないけど……）

　桐生きりゆう瑛えい二じはどうにも収まりの悪い気分のまま、神官たちと一緒に帝都神社へ戻った。

　奥庭の四し神じん様の加か護ごを受けたお庭番が浄化し、そのサポートを四神の戦士のうちの二人、白びやつ虎この戦士と玄げん武ぶの戦士が行ったのだから、他の神官がとやかく口を挟はさむ余地は、確かにないのだろう。

　しかし、新人の神官ですらない桐生瑛二は、特別な力を使える彼らのように敬うやまわれるはずがない。




　軽けい率そつに動いてしまった桐生瑛二は、結果的に一般人────しかも小学生の女の子を二人、タクシーに乗せて現場に連れてきて、巻きこんだ。公園の一部を結けつ界かいで閉へい鎖さして行った浄化のことを知った神官が駆かけつける前に、蔵くら田た実さね親ちかはこっそり女の子たちを結界から出して、知らぬ存ぜぬを通したが、城下に出ている公こう儀ぎ隠おん密みつに見られていないはずがない。




　帝都での短期留学期間に帝都神社で神官修行をする桐生瑛二は、そもそも実家が由ゆい緒しよある神社だということを利用して、強引に希望を押し通した。実家の神社の手前、皆みなの前で叱って恥はじをかかせるのは避さけようと判断されることもあるだろう。

　平静を装よそおって学校に通い、放課後は帝都神社へ修行に向かうものの、いつ呼びだしを受けるかわからない。




「ウォン！」

　帝都神社に向かう途中にある売店から、大きな犬が飛びだしてきて、桐生瑛二に飛びついた。

（ひいぃぃぃ……！）

　犬に飛びつかれた桐生瑛二は、そのまま尻しり餅もちをつく。犬は桐生瑛二にのしかかり、ぶんぶんと尻尾しつぽを振っていた。

「ウォンウォン！」

「こら！　ポチ！　やめなさい！」

　滅めつ多たに聞かない犬の吠ほえる声を聞きつけ、売店から出てきた店員は、慌あわてて犬の首輪を摑つかんで桐生瑛二の上から退どかす。

「ごめんね、桐生くん。大丈夫だったかい？」

「……は、はい……」

「ウォン！」

　大きな声で犬に吠えられ、桐生瑛二はびくんと肩かたを震ふるわせて小さくなる。

「こぉら、駄だ目めだぞポチ、桐生くんを驚かせちゃ。遊んでほしいなら、いい子にしないと」

「ウォン！」

　ハッハッハッ……、尻尾をぶんぶん振っている犬は、ご機嫌だ。

（……襲おそわれたんじゃないんだ）

　びくびくしている桐生瑛二は、機嫌のいい犬をしっかり見つめて牽けん制せいしながらゆっくり腰こしを上げる。

　まだ飛びつく気満々の犬の首輪をしっかり押さえ、店員は桐生瑛二に微笑ほほえむ。

「忙いそがしいだろうけど、もしも時間があったら、この子と遊んでやってくれないかな。君のこと大好きみたいだから」

　帝都城公園の売店の店員は公儀隠密であり、そこで飼かっている犬は忍にん犬けんだ。帝都学園中等部に短期留学し、帝都神社で修行中の桐生瑛二のことを知っている。

　桐生瑛二は動物が苦手だ。できるだけ近寄らない、係わらないようにしているのに、どうして好かれるのか、まったくわからない。

「また今度……じ、時間が、あれば……」

　犬と遊ぶのなんて絶対に嫌いやだが、嫌だと断ると、かえって面倒くさいことになりそうなので、桐生瑛二はやんわりとはぐらかした。

「ニャー」

「ひっ！」

　足に擦すり寄ってきた猫ねこに、桐生瑛二はびくっと震えて背せ筋すじを正した。




「小動物系ですよねー」

　売店の喫きつ茶さ席せきから、店の外にいる桐生瑛二を眺ながめ、小お此この木ぎ神官長はくすくすと笑う。

　楽しそうな小此木神官長に、鈴すず宮みや神官は溜ため息いきを吐ついた。

「……こんなところでご覧になっていないで、桐生くんを呼びだして、注意してあげればいいじゃないですか」
















　小言をもらって当然のことをしたのに、何も言われないのは、かえってつらい。なかなか叱ってもらえないので、桐生瑛二は落ち着かないのだ。

　呼びだされる前に、少しでも調子に乗った態度を見せたなら、説教が何倍にもなりそうなので、気が気ではない。

　子供がおどおどしている様を、こそこそと覗のぞき見ているのは大人おとなげないと鈴宮神官は思う。せっかく参加していても、桐生瑛二は修行に身が入っていないだろう。

　鈴宮神官が渋しぶい顔をしても、小此木神官長はまったく気にしない。

「普通にお説教して罰ばつを与えるより、桐生くんにはこっちのほうが応えます。賢い子ですから、時間があれば、それだけ色々考えるでしょうし」

　短期留学期間が終われば、帝都神社は桐生瑛二の実家の神社に学校からとは別に、修行受け入れ期間の報告を送る。神官としての資格なしだとか、もう二度と来てほしくないなどと帝都神社が報告すれば、桐生瑛二の夢である『父が任ぜられた奥庭のお庭番になる』という夢は叶かなわなくなる。

　後こう悔かいしても遅いが、桐生瑛二は軽率な行動を取ったことを猛もう省せいしているだろう。奥庭のお庭番に任ぜられた蒼司朗の周りを、うろちょろしている場合ではない。

「来週から修行を厳きびしくする手間が省はぶけましたよ、真ま純すみくん」

　小此木神官長が振り向かずに言うと、がさっと近くの枝が揺ゆれた。

　姿を見せなくても、公儀隠密はどこかで探さぐりを入れている。




（元気ないなぁ、桐生くん）

　修行中ずっと視線を下げたままだった桐生瑛二を、蒼そう司し朗ろうは心配する。

　思い出してみると、帝都東地区の公園で小学生の女の子たちが飼っていた蟲を浄化するのにつきあわせてしまってから、元気がないようだ。

「帝都で生まれ育った清きよちゃんたちは、ちょっとは蟲を見慣れてるから、突然蟲に遭そう遇ぐうしても心の準備ができてるだろうけど、話で聞いてただけじゃ、帝都の蟲の大きいのって、やっぱり怖いよね」

　帝都神社での修行を終えて寮りように帰った蒼司朗は、清きよ志し朗ろうに確認する。

「うん、普通に見かける小さい蟲より、かなりインパクトがあるみたいだからね。小さい蟲を見たことがないなら、きついと思うよ。『蟲むし呼よびの夜』の後処理をするときには、見ないほうがいいって僕らも注意されてるぐらいだし」




　結界でがっちり守られていて、四神の戦士や神官が活動しているところを覗き見ることはできないが、『蟲呼びの夜』の後処理を行うために待たい機きしている者たちは、浄化する蟲に好奇心を持たないよう、釘くぎを刺さされている。

　喰くらいあいながら個体数を減らして巨大化していく蟲は、大きさを増すごとに、生理的な嫌けん悪お感かんを刺し激げきする姿形になる。

　四神の戦士や神官によって退治された蟲は、穢けがれを撒まき散らすことのない状態で回収されるので安全なのだが、見た目の醜しゆう悪あくさまでは変えられない。

　巨大化した蟲を目もく撃げきしてしまった場合、強きよう烈れつな嫌悪感に襲われて吐と瀉しやし、激しく消しよう耗もうしたり、しばらく記き憶おくに残って悪夢を見たりするらしい。




「蒼くん、他の人たちと庭師の僕らの感覚はちょっと違うから、僕らを基準にして考えちゃ駄目だよ？」

「あ、やっぱり！　オレたち、違うよね！」

　清志朗も同じことを感じていたのだと、自分のベッドの上にピヨ四神を放した蒼司朗は目を輝かがやかせる。

「ミギャ？」

「うん、蟲を見るとさ、怖いって思うより先に、何かこうムカムカ腹が立つんだよ」

　円つぶらな瞳ひとみで見上げてくるチビ白虎を撫なでながら、初めて『蟲呼びの夜』に加わってしまったときのことを、蒼司朗は思い出す。




　あの日、闇やみに紛まぎれて襲ってきた小型の蟲を、蒼司朗は躊ちゆう躇ちよなく叩たたき潰つぶした。驚きよう愕がくはしたが、恐おそれることなく立ち向かった。それは害虫を駆く除じよする庭師として、当然の行いだ。

　悪い虫は見つけたときに即座に退治しなければ、逃にげられて被ひ害がいが大きくなる。種類は知らなくても、悪い虫だと本能で感じたので、駆除することに一切の躊躇ためらいはなかった。

　庭師にとって帝都の蟲と害虫は、違うものでもとてもよく似ている。蟲を見たときに、庭師は怖い、気持ち悪いと感じるよりも先に、駆除しなければと思う。

　一般の者は、話に聞いていてそれなりに心の準備ができていても、蟲を恐れ、戦おののいてしまう。臆おく病びようなわけではなく、それが普通なのだ。




「補修作業をしているときに回収漏もれの蟲を見つけたら、すぐに神官か公儀隠密に知らせないといけないんだけどね。うちのみんなは殺気立っちゃって」

「あはは！　わかるわかる！」

　臨りん戦せん態たい勢せいに入る庭師たちの様子が想像できて、蒼司朗は笑う。

　初めての『蟲呼びの夜』に、霊れい力りよくがなかろうと、敢かん然ぜんと蟲に立ち向かっていった蒼司朗は、他の者には勇気ある行動を取っていると見えたかもしれない。だが幼おさないころから蒼司朗は庭師の仕事に接していたのだから、害虫駆除に躊躇がなくても当然だ。




　蒼司朗がこの話をした理由を、清志朗は推測する。

「桐生瑛二くん、蟲に驚いちゃったのかな？」

「うん、たぶんそうじゃないかなと思うんだ」

　いかにもお行ぎよう儀ぎのいい優等生、いい家の子供という雰ふん囲い気きの桐生瑛二は、弱よわ音ねを吐はくことを恥として嫌うだろう。元気がないのは気になったものの、プライドの高い桐生瑛二のことを考えて、蒼司朗は声をかけなかった。

「蒼くんが奥庭のお庭番として、浄化しなくちゃいけないような大きい蟲を見たのなら、仕方ないよ」

「だよねぇ……」

「こればっかりは、慣れないと」

「うん」

　帝都の神官を目指すのなら、越えなければいけないハードルのひとつだ。蟲と戦えないのでは、帝都の神官になれない。

（がんばれ、桐生くん！）

　蒼司朗と清志朗は、心の中で桐生瑛二にエールを送る。

　桐生瑛二を応おう援えんしている蒼司朗は、彼が蒼司朗をお庭番から解任しようと考えて、後をつけ回していたことなど、まったく知らない。




　幻げん獣じゆうを取りこんで巨大化した蟲は、確かに醜悪で衝しよう撃げき的てきな姿形をしていた。しかし実際のところ桐生瑛二は、奥庭のお庭番として四神変化し、天の戦士になった蒼司朗ばかりを注目してしまい、蟲のことなんてほとんど記憶していなかった。

「ただの出しゃばりな子供じゃ、駄目だ……！」

　帝都神社での修行を終えて寮に戻った桐生瑛二は、部屋で一人、頭を抱かかえる。

　今の桐生瑛二は、小此木神官長の目にはきっと、文もん句くばかり言って軽率な行動を取る、愚おろかな子供としか見えないだろう。

（あの人が外国と通じてる証しよう拠こさえ摑つかめれば……）

　奥庭のお庭番にまんまと就しゆう任にんした蒼司朗が、自国を脅おびやかす危険人物だとわかれば、警けい告こくしていた桐生瑛二は皆に認められる。

「……だいたい、見た目から卑ひ怯きようだよ……！」

　蒼司朗のことを考えて、桐生瑛二は口を尖とがらせる。

「あんなに背が低いって、何だよ！」

　あの無力な子供っぽい容姿なら、大人たちはきっと、庇ひ護ご欲よくを刺し激げきされるに違いない。奥庭の四神様たちまで、蒼司朗と同じようにミニマムになってしまったのも、どうだろう。裏に何か、大きな陰いん謀ぼうがあるように思えてならない。

　見た目の印いん象しようほど蒼司朗は弱くないし、奥庭の四神様は可か愛わいくチビっちゃくなってしまって、蒼司朗に懐なついて何かと煩わずらわせているものの、その強大な力は微み塵じんも損そこなわれていないのだが、威い厳げんとはほど遠いあの姿は、どうにもいただけない。

（失敗しても許してくれって、大きな声で言ってるみたいじゃないか）

　容よう赦しやしてもらって当然、過度の期待をするなと牽けん制せいしているようだ。

（気を許したときに、やられる）

　それなりにお役目をこなしていれば、篠しの原はら勇ゆう輝きのような反対派も、月日が経たつうちにだんだんと態度が軟なん化かするだろう。国こく賊ぞくにとっては、それこそ思う壺つぼだ。

　不自然に見えないように失敗をして、蒼司朗はきっと、帝都を窮きゆう地ちに陥おとしいれるに違いない────！

（あれは本物の、天の戦士だった）

　父・苅かり谷や純すみ友とも神官の幻まぼろしが見えた、あの天の戦士への四神変化は、紛まぎれもなく本物だ。

　望もち月づき蒼司朗は、まさに赤子の手を捻ひねるように、奥庭の四神様まで手て懐なずけてしまった恐ろしい人物だ。身しん辺ぺんを調査するにしても、もっと注意する必要がある。




（そういえば、あの外国人、どういう人なんだろう）

　布ふ団とんに入って、桐生瑛二はハイムエンデのことを考える。

（変な方言が交まじってるみたいだけど、この国の言葉が喋しやべれて、帝都学園高等部の寮で働いてるなんて）

　帝都の未来を率ひきいていくだろう、優秀な子供たちに加え、帝都の次じ期き帝みかどまでが通う学校の寮に、あんな妙な外国人就しゆう労ろう者しやがいてもいいものなのだろうか。

（外国のお姫様付きの執しつ事じみたいな外国人なら、あの寮で働くようなこともあるかな、って思うけど）

　例えば、これからの若者は、外国の料理に親しんでおいたほうがいいとかいう理由で、外国から呼び寄せられた優秀な調理師とか。

　容姿はまずまずだが、のほほんとしたあの雰囲気で訛なまりのある喋り方をするハイムエンデは、外出するたびに財さい布ふを落とすような間抜けだ。責任と名めい誉よのある仕事を任せられるような優秀な人材には、とても見えない。

（いい人そうだけど……）

　ハイムエンデは、にこにこしていて愛あい想そうがいいが、それを信用していいものだろうか。財布を落とす間抜けぶりも、油断を誘う手だと考えれば、とても狡こう猾かつだ。




　眠る前に誰だれかのことを考えていると、その人の夢を見ることがある。




（あぁ、これは夢だ）

　土産みやげ物もの屋やの角からハイムエンデを見上げて、桐生瑛二は思う。

　これが夢だと思うのは、帝都タワーの鉄てつ骨こつに腰こし掛かけ、横顔を向けているハイムエンデが、これまでに見たことのない表情をしていたからだ。

（そう、こんなふうに、きりっとした感じで、何か企たくらんでいそうで、賢かしこそうな人だったら、いかにも外国のスパイなんだけどなぁ）

　夜の闇がよく似合うハイムエンデは、昼間会ったハイムエンデと同一人物だとは、とても思えない。同じ顔なのに、表情と雰囲気でこうも違うものなのか。

（さすが、夢）

　それほど高い場所ではなかったが、あんなふうに帝都タワーの鉄骨に上のぼっているのを誰かに見つかったなら、すぐに警けい察さつが駆けつけるだろう。禁止されている危険なことを堂々と行うのは、今のこのハイムエンデによく似合う。

　桐生瑛二が求めていたのは、まさしくこんなハイムエンデだ。

　鉄骨の上に悠ゆう然ぜんと座り、長い脚あしを組んだハイムエンデの周りを、長細くて透とう明めいな、見たこともない獣けものが飛んでいる。宙を泳ぐように飛ぶ優ゆう雅がな獣に、翼つばさはない。獣は水に潜もぐるように、地面の中にもするりと出入りする。

（幻獣……？）

　現実に存在しないだろう形と能力を持つ獣を分類するなら、おそらくそう呼ぶのに違いない。

　幻獣は甘えるように、ハイムエンデに身を擦り寄せた。ハイムエンデは手を差しだし、そっと幻獣を撫でる。




『こんなところまで俺を追いかけてきたのか』




　すっと振り向いたハイムエンデが、冷たく響ひびく声でそう言った。

　見つかってしまった桐生瑛二は、どきりとして、急いで頭を引っこめる。

（いや、隠かくれても無む駄だだよ）

　反射的に動いてから、桐生瑛二は冷静に思う。

　夢なのだから。




　桐生瑛二が現実で会ったのが『温かな昼の彼』ならば、今夢で見ているのは『冷ひややかな夜の彼』だ。

　左右の色が違う瞳の輝きも、昼とはまったく違う。凍いてついたようなあの瞳で見つめられると、息苦しい。

（そうか、これ、怖い夢だったんだ……）

　あそこにいるのは、桐生瑛二が知っている、人じん畜ちく無む害がいで優しいハイムエンデではない。

　桐生瑛二はきっと、追いかけられるとか、どこかから落ちるとか、息苦しかったり頭の血が引いたりするような不快な思いをして、汗びっしょりで目を覚ま────。




『お前は目め障ざわりだ』




　すぐ近くで声が聞こえ、桐生瑛二の目の前に、逆さまになったハイムエンデの顔が現れた。そこにだけ重力が逆に働いているように、ハイムエンデは宙を踏ふみ、桐生瑛二の前で逆さまに立っている。

（ぎゃ！）

　思わず叫さけび声をあげそうになった桐生瑛二だが、何とか堪えて声を出さなかったことに安あん堵どする。

（大声なんて出したら、隣となりの部屋の生徒がびっくりして目を覚ましちゃうよ）

　夢で叫び声をあげたら、本当に寝言で叫んでいることがある。




　逆さまのまま、ハイムエンデは桐生瑛二の目の前に、黄色く透すきとおる小さな石を出した。

（何……？）

　桐生瑛二は目の前に差しだされた石を見つめる。

　透きとおる石には、桐生瑛二の顔が映うつっている。




『────』

　ハイムエンデが何か言った。唇くちびるや喉のどの辺りは確かに動いたのだが、桐生瑛二にハイムエンデの声は聞こえなかった。




　突然、周囲が真まっ暗くら闇やみになり、急激な落下感が桐生瑛二を襲う。

（うわー……！）

　桐生瑛二は落ちる。

　どこに底があるのか知れない、真っ暗な闇の中へ────。




　帝都の夜の中を泳ぐように、幻獣はハイムエンデの周りを優雅に飛ぶ。

　ついさっきまでハイムエンデの前にいた桐生瑛二は、どこにもいない。ハイムエンデは宙を蹴けり、逆さまだった身体からだを回転させ、身体を浮かせたまま足を下にして空を見上げる。

『どうせ夢で繫つながるなら、あの子に会ってみたかったな』

　ハイムエンデ────夜の主しゆ導どう権けんを持つエンディミオンは、幻獣の卵たまごを取りこんだ蟲を、敢かん然ぜんと退治した小こ柄がらな少年のことを思う。

『夢の中でも、帝都城の神様を連れているのか？』

　妙に馴な染じみのいいコンビネーションを思い出し、皮肉っぽく唇の片かた端はしを上げてエンディミオンは笑った。




　落下していく桐生瑛二は、真っ暗なところを抜け、光の中に出る。

（ま、ぶしい……）

　きっと朝だ。

（うなされながら僕は目を覚ますんだ……）

　上半身がベッドから落ちているとか、変な格かつ好こうになっているのに違いない。目を覚ました瞬しゆん間かんに、きっとこの落下感は止まるだろう。




　苦しい顔で眉み間けんに皺しわを寄せながら、桐生瑛二は目を開ける。




　桐生瑛二は、帝都城下、帝都タワーに近い土産物屋の前にいた。

（あれ？）

　周りのものが、すべてとても大きく見えた。
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　帝都学園中等部の寮りようでは、起き床しようや消しよう灯とうの時間を決めていない。寮生はクラブ活動や日直、週番などの予定を自分できちんと把は握あくし、行動しなければならない。

「いってきます！」

「いってきまーす！」

　玄げん関かんホールでは元気に挨あい拶さつをする決まりだが、ゆっくりと靴くつを履はき替えて出かける寮生は少ない。大半が、同じような時間にばたばたと出かけるので、玄関ホールは毎朝大混雑する。




「────あの子たちは、また今日も予よ鈴れいぎりぎりだな」

　登校する寮生が出かけ、嵐あらしが去ったように静かになった玄関ホールに出た寮りよう監かんの野の島じま教きよう諭ゆは、名札を確認する。

　登校も含む外出時、寮生は玄関ホールにある名札を外はずして裏返し、『外出中』を示す青文字の名札になるよう掛け替えなければならないのだが、遅ち刻こくしかけて慌あわてて走りでていくときや、人が多くて名札に近づけなかったときなどに、名札を掛け替えずに出かけてしまうことがある。

　遅刻癖ぐせのある生徒の名札が、登校したのに『外出中』になっていないのは、毎度のことだ。靴箱を開けて確認し、外出用の靴がない寮生の名札を『外出中』に替え、野島教諭は生活態度としてノートに記き録ろくする。




「三年の桐生きりゆう瑛えい二じは、登校していないのか？」

　名札が裏返っておらず、寮にいることになっている桐生瑛二の外出用の靴は、まだ靴箱の中にあった。だが、靴箱に外出用の靴を残したまま、別の靴を履いて行った可能性もある。




　寮の食堂ではなく、別の場所で朝食をとる寮生は、事前に朝食を断っておかなくてはならない。寝ね坊ぼうして朝食をとる時間がなく、慌てて登校する寮生は、食べる時間がありませんと、食堂の職員に一言声をかけていく決まりになっている。




　野島教諭は食堂の厨ちゆう房ぼうに向かい、洗いものをしている職員に訊たずねる。

「西にし川かわさん、三年の桐生瑛二は、朝食をとりましたか？」

「いえ、今け朝さは食堂に来ませんでした。食事は用意してたんですが」

　土曜日は帝都神社の修行があり、桐生瑛二は朝食を向こうで食べるので寮の朝食を断っていたが、平日の今日はそんな予定にはなっていない。

　桐生瑛二は朝食を断っていないのに、食べていないようだ。桐生瑛二の朝食、一人分が余ってしまった。遅くなったので食べる時間がないという、一言もかけていない。

　決まりを守れないのは、生活態度としてよくない。




「今、お知らせしに行こうと思ってたんです」

　調理師の西川は、外出する寮生がすべて玄関ホールを出てしまってから、余った食事について野島教諭に報告をしようと思っていた。

　生活態度が悪いのなら、注意して直させればいい。




　野島教諭は眉まゆを顰ひそめる。

「桐生くんの靴は、まだあるんですよ」

「え？　具合が悪いんでしょうか？」

　短期留学中の桐生瑛二は、どんなことに対してもやる気に満ちていた。まさか登校していないとは思っていなかった調理師の西川は驚く。

　洗った食器を片づけていた調理師の早はや見みは、野島教諭に言う。

「うどんとかおかゆとか、別の食事も作れますから、仰おつしやってください」

「はい、ありがとうございます。様子を見てきます」

　体調が悪くて学校を欠席する寮生は、寮長と寮監の教諭へ報告する決まりになっている。だが、自分で言いに行くこともできないほど、具合が悪い場合もある。桐生瑛二の場合、一人部屋なので、様子に気づいてくれる同室の者はいない。




　野島教諭は二階に上がり、桐生瑛二の部屋に行く。

「────桐生瑛二くん、いるかい？」

　ドアをノックして声をかけたが、返事はなかった。人ひと気けは感じるが、部屋の中は静かだ。

「桐生くん、開けるよ？」

　断ってから、野島教諭は桐生瑛二の部屋のドアを開ける。

　まだカーテンが閉まったままの部屋は、薄暗い。ベッドの上の布ふ団とんは、人が横たわっている膨ふくらみがある。

「桐生くん、具合が悪いのかい？」




　昨夜、就しゆう寝しん前まえに部屋へ戻るときに会った桐生瑛二は、ちょっと元気のない様子だったが、顔色は普通で、病気らしい感じはしなかった。元気がないのは困ったことがあったか、ややこしいことがあったせいだろうかと、野島教諭は思っていた。




　部屋の中で声をかけたのに、布団は動かなかった。どうしたのだろうと、野島教諭はカーテンを開いて部屋を明るくし、ベッドを振り向く。

　桐生瑛二は布団の中にいた。しかし────。

「桐生くん……、おい、大丈夫か！」

　弱々しく呼吸をしているようだが、呼びかけてもぐったりとしたまま目を覚まさない。桐生瑛二の身体からだは冷たく、このままここで寝かせておくわけにはいかない。

（大変だ……！）

　野島教諭は慌てて部屋から出て、廊下の端はしで作業をしていた清せい掃そう員いんに大きな声で頼んだ。

「救急車を呼んでくれ！　急いで！」




　救急車に乗せられた桐生瑛二は、帝都大学付ふ属ぞく病院に緊きん急きゆう搬はん送そうされた。

「何があったんですか!?」

　帝都学園中等部の寮から知らせを受け、帝都神社の小お此この木ぎ神官長が、若い神官を連れて駆かけつけた。

　桐生瑛二の付き添いとして同行した野島教諭は、検査室前の廊ろう下かのベンチから腰を上げ、困こん惑わくしながら深く頭を下げる。

「申し訳ありません、私どもの監かん督とく不ふ行ゆき届とどきで……！」

　少し前から元気のない様子だったが、思春期の少年は多くの場合、情じよう緒ちよが不安定だ。特に注意が必要だとは思わなかったので、観かん察さつするに留とどめて、声をかけることをしなかった。

（昨夜、声をかけていれば、もっと早く異変に気づいていたかもしれない）

　野島教諭は猛もう省せいする。

　朝食を食べに食堂に来ていないことで気づいただろう、数十分から一時間ほどの差かもしれないが、処しよ置ちは早いに越したことはない。

「あともう少しで検査が終わると思いますので、どうぞ、一緒にお待ちください」

　検査が終われば、桐生瑛二の詳くわしい容よう態だいがわかるはずだ。

　小此木神官長は、ふむと首を傾かしげて考える。

「誰だれかと殴なぐりあいの喧けん嘩かをしたとか、階段から落ちたとか、そういうことはなかったんですね？」

　物理的な衝しよう撃げきが身体に加わったのではと確認する小此木神官長に、野島教諭は驚いて首を横に振る。

「そのようなことはありませんでした！」




　もしも生徒間で何か揉もめごとがあったのなら、寮の雰ふん囲い気きに変化がある。そのようなことを目もく撃げきしていたら、寮長か寮生の誰かがこっそり知らせてくれたはずだ。

　トラブルの中心人物だった桐生瑛二が朝、部屋から出てこないという事態になっていたなら、なおさらのこと、生徒たちは落ち着かない様子で気にしていただろう。

　雰囲気がおかしいと感じたら、野島教諭は寮生に声をかけ、話を聞いていた。今朝の桐生瑛二のことを、寮生は特に気にしていなかった。




「あの、帝都神社での修行はどうだったんでしょう？」

　桐生瑛二がおかしくなってしまった原げん因いんは、帝都神社での行動にあったのではないかと、野島教諭は訊ねる。

「いつもと同じでした。というか、おとなしめでしたね」

　地方の大きな神社から預かっている大事なお子さまなので、桐生瑛二の修行を監督する神官には注意するように命めいじてあった。些さ細さいなことでも小此木神官長には逐ちく一いち知らせられるのだが、昨日は特に何も聞いていない。

　小此木神官長に同行した鈴すず宮みや神官は、小此木神官長と野島教諭に報告する。

「────帝都城下を巡じゆん視ししていた警官は、昨日、寮に戻った桐生くんに何もなかったと言っていました」




　ハイムエンデの件もあり、まだ準じゆん警けい戒かい態たい勢せいにある帝都城下は、通常勤きん務むで巡じゆん回かいしている制服警けい官かん以外にも、大勢の私服警官や公こう儀ぎ隠おん密みつが警戒にあたっている。

　帝都に短期留学中の桐生瑛二は、保ほ護ご人物に指定されているので、行動はしっかりと見られている。

　桐生瑛二を目撃した者たちから情報を集めても、帰路でちょっとした事故に巻きこまれた、という不測の事態などは何もなかった。一晩かけてゆっくり具合が悪くなっていくような事故に遭あったわけではない。




（妙みような術をかけられているような気配もない）

　術者に何か仕し掛かけられて、桐生瑛二の具合が悪くなっているのではないと、小此木神官長は判断する。

「何でしょうね。疲つかれが出たというのとは、ちょっと違うようですよね」

　小此木神官長に言われて、野島教諭は頷うなずく。

「がんばりすぎる生徒は毎年何人もいますが、今回の桐生くんのような事態は初めてです」

　慣れない環かん境きようで無理をしながらがんばっていて、強制終了がかかるように倒れることはあるが、その場合は発熱していることが多い。帝都学園指定の校医に連絡をして往おう診しんしてもらって、これまで大事には至いたっていない。

　意識不明の昏こん睡すい状態で緊急搬送され、精密検査をされるような寮生は、桐生瑛二が初めてだ。

　とにかく、検査が終わって結果がわかるのを待つしかない。

　まだしばらく開きそうもない検査室の扉とびらを見て、小此木神官長は溜ため息いきを吐つく。

　検査室の前のベンチに腰を下おろす小此木神官長と野島教諭のために、鈴宮神官は売店に飲みものを買いに行った。




　寮生に朝食を供し、片づけを終えたハイムエンデは、他の調理師や寮監に許可をもらい、私用で外出した。

「どこに行くんでしょう」

「財布はちゃんと持っててほしいな」

　帝都城下で勤きん務むしている帝都警察と公儀隠密は、担当地区ごとに引き継ぎをしながら、機き嫌げんよさそうに帝都学園高等部の寮から出るハイムエンデの監視と尾び行こうを行う。




　ハイムエンデは散歩を楽しむように、のんびりと徒と歩ほで帝都タワーに向かい、カフェに入った。入店したハイムエンデを、ウエイトレスの女性が出で迎むかえる。

「いらっしゃいませ。お一人ですか？」

「あー、エーと……」

　出迎えたウエイトレスの前に立ったハイムエンデは、返事をせずに店の中を見回す。




「────ハイムさん！」

　先に入店していた男性客が、ハイムエンデの姿を見つけて片手を挙げた。

　待ち合わせとわかったウエイトレスは、ほっと表情を和やわらげるハイムエンデの前から退どき、店の奥へと促うながす。




　ハイムエンデは待ち合わせていた男性客のいる卓たくに行く。よく日焼けした肌はだの男は、向かいの席に着くハイムエンデに呆あきれる。

「十分遅れやで、ハイムさん」

「ハマダさんはいつも早はヨおすナ」

　にこにこと微笑ほほえんでいるハイムエンデには、厭いや味みも通じない。

　水とオシボリを運んできたウエイトレスに、ハイムエンデは本日のお勧すすめの紅茶を注文した。ハイムエンデの紅茶が運ばれるのを待ってから、ハマダは話を始める。

「それで、どうやった？」

「ハイハイ」

　お茶を飲んだハイムエンデは、鞄かばんに入れてきた紙包みを取りだすと、それを開いて、骨こつ董とう品ひんらしい金きん属ぞくの細さい工く品ひんの指輪や髪かみ飾かざり、スプーンなど七点ほどをハマダの前に広げた。




　カフェに入ったハイムエンデが待ち合わせていた人物は、速すみやかに調査される。

「ハイムエンデ氏と待ち合わせていたのは、甲こう戸べで貿ぼう易えき商しようを営いとなんでいる、濱はま田だ理おさむ氏、三十二歳です」

「ふむ、なるほど」

　公儀隠密からの報告を受け、柳生やぎゆう翁おうは納なつ得とくする。

　これまでに何度も帝都に来ていて、定宿にしている場所まである人物のことを調べるのは、簡単だ。

「待ち合わせの目的は、商品の受け渡しのようです」

　買いつけを頼まれていた商品を、客に渡すための待ち合わせだったようだ。

　貿易商ならば、船で外国を回っているハイムエンデと国外で会っていても不ふ思し議ぎはない。ハイムエンデの入国が初めてでも、日時と場所を決めて待ち合わせることができるだろう。




　ハマダはハイムエンデが買いつけてきた商品をじっくり検分し、頷く。

「こっちは、お見事です。なかなかえぇモン見つけて来やはったな」

「喜んでもらえて、ナニヨリ」

　満足そうなハイムエンデに、にこやかにハマダは言う。

「それはそうと、あっちのほうは、どうなってますのん？　さっぱりやねんけど」

　ハマダは笑顔で、少し離れて話が聞こえない者には機嫌よく会話しているように見えるだろうが、低く発せられた声は不機嫌そのものだ。

　ハイムエンデは優ゆう雅がに紅茶を飲む。

「ノウなってて、ダチカンぞ。ワがどげんかスルよって、もうチョイ待っちょっテ」

「自分、『もうちょい』って、どのくらいや？」

「もうチョイは、もうチョイぞね。デキたときが、完成じゃきニ」

　へらりとハイムエンデは笑うが、ハマダは渋しぶい顔になる。

「あんたんとこの爺じいさんは、もっとしゃんとしたはったで？」

「彼ひ岸がんのモンのこと言ワレても、どがんもならんトね。ワに任せたってチョ」

「そらそうやけど……」

　ハマダは溜め息を吐く。




　濱田理という名前で、実際に甲戸に店を構えているが、男は中東系の外国人で、ムハンマドという名前だった。『ハマダ』は『ムハンマド』という名の愛あい称しようだ。

　十八年前に香か永なが和わ圏けんを中心に起こった大きな地じ震しんでの混乱に乗じて、ハマダは本物の濱田理に成り代わり、帝都の戸こ籍せきを不正に手に入れて、転居を繰くり返したすえに甲戸へ落ち着いた。数カ国語を自在に喋しやべり、肌の色が浅黒い中東系の顔つきだが、振るまいも何もかも外国人らしくない。

　いくら公儀隠密が調査しても、転居を重ね、実在した者になりすましている男を、簡単に外国人とは見破れない。




　ハマダは貿易商を営んでいるが、ハイムエンデの本業である幻げん獣じゆう使つかいの仲ちゆう介かい人にんでもある。

（トールキン爺さんは、腕うでのいい幻獣使いだったが、この若いのは使えんな……）

　のらりくらりとして、まったく頼りにならない。










[image: ]




　桐生きりゆう瑛えい二じは帝都学園中等部の寮りようの、自分の部屋で眠ったのだから、帝都城下で寝ね転ころがっているはずがない。

（まだ、夢？）

　夢の中で夢を見るという、二に重じゆう夢むなのだろうかと、空を見上げながら桐生瑛二は考える。

（嫌いやだなぁ……）

　夢だとわかっているのに、目が覚めないのは困る。

　耳のすぐ横で、雷かみなりのような音を立ててガラスの入った引き戸が開き、桐生瑛二はびくっと身を竦すくませる。




「あら？　どこから逃にげてきたんだい？」




　土産みやげ物もの屋やの店の奥から、和服姿の女性が出てきた。────桐生瑛二に落ちかかる影は、巨きよ人じんのように大きい。

（わっ！）

　ぐあっと迫せまりくる大きな手に驚おどろき、桐生瑛二は飛び起きて逃げる。立ち上がったものの、何かバランスが変だ。

（は!?）

　桐生瑛二は引き戸のガラスに映うつる自分の姿を見て、仰ぎよう天てんする。




　小さな白いウサギが一匹、びっくりした目でこちらを見ていた。




（え？　え？　えええっ!?）

　驚いた桐生瑛二は叫さけび声をあげたつもりだが、声は出なかった。

（う、噓うそ……、何で、こんな……）

　手を動かすと、ガラスに映るウサギの前足も動く。

　頭の上から大きな手が降ふってくるのが、ガラスに映って見えた。

（うわー！）

　桐生瑛二は慌あわてて、迫りくる手から逃げる。

（は、走りにくい……！）

　後ろ足でぽてぽてと走った桐生瑛二は、躓つまずいて転びかけ、地面に手をついた。




「お待ち」




　再び大きな手が迫ってきて、慌てた桐生瑛二はとにかく逃げなくてはと、四よつん這ばいのままでもがき走る。

（うー！）

　四つん這いになって両手両足を使って走るなんて、これまでやったことがない。十数歩、どたばたと走ってから、両足で地面を蹴けった桐生瑛二は、びょんと想像以上に大きくジャンプしてしまってびっくりする。

（うわわ！）

　顔面から地面に突っこみそうになり、桐生瑛二は両手を出して着地する。そのまま跳とび箱を跳ぶときのように、後ろ足で同時に地面を蹴ると、また大きくジャンプできた。

（そ、そうか……）

　桐生瑛二は両手（前足）、両足（後ろ足）をそれぞれ同時に動かし、地面を蹴ればいいのだとわかった。走る要よう領りようがわかって、一気に加速する。

（これ、これって……、夢、じゃないのか？）

　混乱しながらも、桐生瑛二は掌てのひら（前足）と足（後ろ足）に生々しく、地面の凹おう凸とつと石のゴロゴロを感じた。走るたびに風が耳に当たり、髭ひげが震ふるえる。




「うわ、何だ何だ!?」

「ウサギ？」

　まだ店の扉とびらが閉まっている早朝の通りを疾しつ走そうする小さな白ウサギを、通行人が驚いて見送った。




　保ほ護ごしてあげようと思ったのに逃げられてしまった土産物屋の店員は、怯おびえた様子で走り去る小さなウサギを心配そうに目で追う。

「大丈夫かねぇ……」




　帝都は治安のいい場所だが、ウサギにそれは当てはまらない。




　小さなウサギの姿になってしまった桐生瑛二は、人のいる場所を避さけて、細い通りの端はしに積つみ上げてあった、古紙回収前の新聞の束たばの陰かげに逃げこむ。

（な、何でこんなことに……）

　無む我が夢む中ちゆうで走り回ったので、心しん臓ぞうはドキドキし、喉のどが渇かわいて苦しい。

　物陰に何か潜ひそんでいないか、警けい戒かいしながら見回すと、新聞の束の横にあった空あき瓶びんに、ウサギっぽくない格かつ好こうで休きゆう憩けいしているウサギが映っていた。

　桐生瑛二が頭の上に手をやって耳を触さわれば、空き瓶に映っているウサギも耳を触る。

（本当に、ウサギになっちゃったんだ……）

　泣きたい気分で、桐生瑛二は空き瓶に近寄り、そこに映る自分の姿を確認する。お尻しりにはふわふわの尻尾しつぽがついていて、動かそうと思ったとおりに、ぴこぴこと動いた。

（うわぁ……、どうしよう……）

　ウサギの桐生瑛二は、両前足で頭を抱かかえ、おろおろする。

（どうしようどうしようどうしよう……！）

　こんなときにどうすればいいかなんて、誰にも教えてもらっていない。話に聞いたこともない。

（あああああ……！）

　ゴロゴロと転がってひとしきり動どう揺ようし、ばったりとうつ伏せて、桐生瑛二は気持ちを落ち着ける。

（ウサギ……）

　何がどうなったのかはわからないが、とにかく、今の桐生瑛二は小さな白いウサギだ。

（何ができて、何ができないのか、把は握あくしておかないと……）

　ウサギっぽく走るのは、何とかできた。逃げきれたので、そこそこのスピードはあるのだろう。

　前足の爪つめで地面を引っ搔かいてみる。指でなぞり書きをするように、字はこれまでどおり書けるようだ。頭の中身まで、ウサギになっていなくて助かった。

（ここに紙はたくさんあるけど、新聞紙じゃ、式神は送れない）

　よく見ると、紐ひもで束ねてある新聞紙の間には、裏に印いん刷さつのない広告の紙も入っていた。裏白の広告を呪じゆ符ふに使うなんて、これまでにやったことはないが、そんな贅ぜい沢たくは言っていられない。

（この紙ーっ……！）

　何とかして手に入れられないものかと、桐生瑛二は新聞の間に前足を突っこんで、引っ張りだそうと挑ちよう戦せんする。小さなウサギの力などたかが知れているが、低い位置から遠えん慮りよなくちょっかいを出された新聞の山は、次し第だいにぐらぐらと揺ゆれだした。

　ゆらっと動いた新聞の山が、上からぼろりと崩くずれる。少し傾かたむいたことで、崩れる前に気づいたが、桐生瑛二にそれを止める力はない。

（うわー！）

　どさどさどさっと音を立てて、新聞の山が雪な崩だれ落ちた。

（……潰つぶされるかと思った）

　直ちよく撃げきを免まぬがれた桐生瑛二は、崩れた新聞の束の隙すき間まで抱えていた頭を上げて、ふうと一息つく。

（硬かたく結んであるなぁ……）

　新聞が紐で括くくられた束でなければ、小さなウサギにも広告を引っ張りだすことができたのかもしれない。はみ出ている紙の端を千ち切ぎることはできそうだが、あまりに小さな紙し片へんでは、ゴミに見えてしまうだろう。手紙にするなら、できるだけ大きな紙がいい。

　がんばった桐生瑛二は、ぐったりして諦あきらめる。目の前に見えていても、ここにある紙は使えない。

　すぐに使える形にしてあれば、今のウサな桐生瑛二でも、紙を手に入れられるのに。

（別の場所、誰かがメモを取るようなところなら）

　白い部分のある紙と、鉛えん筆ぴつか何か、筆記具があれば────。

（あ、れ？）

　脳のう内ないシミュレーションして、まじまじと前足を見つめる。

（駄だ目めだよ！）

　このウサギの前足では、がっちり物を摑つかむなんて無理だ！

（えーとえーとえーと……！）

　ペンは握にぎれないが。

（爪にインクか何かをつけて、それで書けば何とかなるはず！）

　喋ることができなくても、文字で知らせることができれば、どうにかなるかもしれない。

（交番、じゃなくて、観光案内所の人なら、帝都神社の小お此この木ぎ様のところまで連れて行ってくれるよね）

　交番にいるのは警けい官かんだが、観光案内所の職員は公こう儀ぎ隠おん密みつだ。ウサギが妙みような手紙を銜くわえてきても、きっと邪じや険けんにはしないだろう。しかも神官長である小此木の名前が書いてあれば、ぽいと手紙を捨てられることはないはずだ。

（忍にん犬けんみたいに、任務に使われてるウサギに見えるかな）

　賢かしこそうなウサギなら、忍にん兎とにだってなれる、はず！

　深呼吸してちょっと気持ちを落ち着けて、白いふわふわの身体からだについた汚よごれを払い落とす。耳を綺き麗れいに撫なで、尻尾を振って毛並みを整えて、見た目をよくしてから、桐生瑛二は周りを見回す。

（帝都タワーに近い、お土産屋さんの前で目が覚めて……）

　どこをどう走ったのか、とにかく混乱していて無む我が夢む中ちゆうだったのでよく覚えていないが、この身体なのでそんなに遠くまでは来ていないはずだ。

　きょろきょろした桐生瑛二は、頭上から落ちてきた影に、はっとする。

（何!?）




「ンナァーゴ……」

　建物の一階の屋根の上に乗ったトラジマの猫ねこが、桐生瑛二を見下ろして鳴いた。




（来る！）

　反射的に身構えた桐生瑛二だったが、今は人間の姿ではない。

　猫の視線から感じるのは、殺気だ。いつものように、じゃれつかれるのではない。

　ウサな桐生瑛二は臨りん戦せん態たい勢せいになろうとして……。

（戦えないじゃん！）

　もしも武ぶ器きになりそうなものがあっても、前足では武器を使えないし、草食動物であるウサギには、肉食動物のような鋭するどい爪や牙きばがない。




「ミギャアッ！」

（うわー！）

　獲え物ものと見なして飛びかかってくる猫から、桐生瑛二は必死で逃げる。




　桐生瑛二の検査が終わるのを廊ろう下かで待ち、鈴すず宮みや神官が買ってきたお茶を飲み終わるころ、新しん庄じよう神官が迎むかえに現れた。

「小此木神官長、お仕事です」

　小此木神官長は本日も多た忙ぼうだ。

「えーと、新庄くん、まだ検査が終わらなくて、桐生くんの容よう態だいがわからないんですよ」

　そう言って、小此木神官長はちらりと野の島じま教きよう諭ゆを見る。野島教諭は小此木神官長の視線を受けて、慌ててベンチから立ち上がる。

「もうすぐ検査が終わると思うんですが……！」

　帝都学園中等部の寮りよう監かんである野島教諭に会え釈しやくして、新庄神官は小此木神官長に言う。

「こちらには鈴宮神官に残ってもらいます。鈴宮神官、検査が終わったら、すぐに連絡を」

「はい」

　ベンチの横に控ひかえて、ずっと立っていた鈴宮神官は、新庄神官に恭うやうやしく頭を下げる。鈴宮神官がここに残るのならば、何も問題はないはずだ。

「それでは、野島先生、失礼いたします」

「は、はい……！」

　立りつ派ぱな体格で、いかにも豪ごう腕わん無む双そうの『戦う神官』という雰ふん囲い気きな新庄神官に深々とお辞じ儀ぎされ、野島教諭は緊きん張ちようしながら同じように深々とお辞儀を返す。

「いや、あの、新庄くん、ここは桐生くんをお預かりしている責任者としてですね」

　言い募つのる小此木神官長の肩かたをがっちりと摑み、新庄神官は歩きだす。

「仰おつしやりたいことがあるのでしたら、芝しば浦うら神官にどうぞ」

　新庄神官は芝浦神官に、小此木神官長を帝都神社へ連れ帰るようにと命めいじられてきただけだ。




「…………」

　廊下の角を曲まがって小此木神官長と新庄神官の姿が見えなくなるまで、野島教諭は起立して見送り、一息ついてからベンチに腰こしを下おろす。

　同じく小此木神官長たちを見送った鈴宮神官は、小此木神官長と野島教諭が飲み終えたお茶の紙コップを片づける。

「申し訳ありません。神官長は大変お忙しい方なので」

　気を遣つかう鈴宮神官に、野島教諭は薄うすく笑って頷うなずく。

「はい、わかっています」




　小此木神官長は、帝都の有名人の一人だ。野島教諭は帝都神社に連絡を入れたものの、まさか小此木神官長が自みずから駆けつけてくれるとは、思ってもいなかった。若い下したっ端ぱ神官だと見た目でわかるが、鈴宮神官が残ってくれたので、野島教諭はいくらか心強い。

「今はお仕事に戻られましたが、検査結果は小此木神官長も一緒に伺うかがわれます」

　帝都神社は帝都城公園内にあり、帝都大学付属病院からそれほど離れていない。検査が終わったと、式を飛ばして知らせれば、それから仕事の段取りをつけて帝都神社を出ても、結果を教えてくれるころには帝都大学付属病院に来られるはずだ。




　桐生瑛二の検査は思っていたよりもずっと時間がかかり、昼近くになってようやく終わった。

　検査室を出た桐生瑛二は、ベッドに寝かされたまま運はこばれ、野島教諭は付き添って病室に向かった。帝都神社へ連絡の式を飛ばした鈴宮神官は、一足遅おくれて病室に向かう。

　桐生瑛二のために用意された病室は、大部屋ではなく、一人用の個室だ。

　看かん護ご師しは桐生瑛二に点てん滴てきをし、そのままお待ちくださいと言って病室を出て行った。




　鈴宮神官は桐生瑛二について帝都大学付属病院にいるので、帝都学園高等部の昼休み、生徒会準備室にピヨ四し神じんと蒼そう司し朗ろうの昼食を運んだのは、佐さ久く間ま神官だった。

「あれ？　今日は鈴宮神官じゃないんですね」

　たいした考えもなく訊たずねた蒼司朗の前に弁当を置きながら、びくっと佐久間神官は肩かたを震わせた。

「え、えぇ。鈴宮神官は、ちょっと……所用で出かけていまして」

「何か行事がありましたっけ？」

　幼おさないころから何度も里帰りしていたが、それは長期休きゆう暇か期間ばかりだったので、蒼司朗はこの時期を初めて帝都で過ごす。知らない行事も、まだまだたくさんあるのではないかと思う。

「い、いえ、行事はないです」

　目を泳がせて、佐久間神官は答える。

「えーと、その、ほら、鈴宮神官はまだ新人ですから、使い走りですよ」

「あぁ、なるほど」

　蒼司朗は納得して弁当の包みを開き、行ぎよう儀ぎよくお座りして、わくわくと待っているピヨ四神のために、弁当箱の蓋ふたを使って料理を取り分けた。




　ほっとする佐久間神官を、篠しの原はら勇ゆう輝きは温ぬるい目で眺ながめる。

（キョドってんじゃねぇよ。使えねぇな……！）

　明らかに何かあって、鈴宮神官はそちらの雑用に駆りだされたのだろう。新人だが、優秀な鈴宮神官はうまく動いてくれるのでとても助かる。

　篠原勇輝も事情は知らないが、何か起こっているようだ。白びやつ虎この戦士である自分に知らされないことなら、聞く必要はないのだろうと、篠原勇輝は判断する。

　生徒会準備室で、一般生徒と同じ学生食堂の料理で昼食をとる若様も、佐久間神官の態度に不ふ審しんなものを感じているが、気づかないふりをする。

　清きよ志し朗ろうは篠原勇輝と一いつ瞬しゆん視線を合わせた。篠原勇輝は軽く清志朗を睨にらんだ。

（黙だまっとけよ）

（うん、わかってる）

　知らされないことなら、気づいていないふりをするのが一番いい。




「はい、いただきます！」

「ミギャギャ！」

「キュイキュイ！」

「ピピチュン！」

「「（しゅー！）」」

　蒼司朗とピヨ四神は元気に昼食を食べはじめる。いつもとまったく変わらない様子の蒼司朗は佐久間神官の言葉を、微み塵じんも疑ってはいなかった。



















　食しよく欲よく旺おう盛せいなピヨ四神と蒼司朗の姿に、佐久間神官はほっとする。ほっとする佐久間神官を見て、篠原勇輝は頰ほお杖づえをつく。

（……チビが単純な奴やつでよかったっスね、佐久間神官）

　これからややこしいことが起こってもしっかり対処できるよう、篠原勇輝はがっつり昼食をとっておく。




　病室でベッドに寝かされ、浅い呼吸をしている桐生瑛二は、顔色が悪く、ぐったりしている。

（何か処置されたようには見えないな）

　朝、発見したときと変わらない桐生瑛二の姿に、野島教諭の気は重い。




　しばらく待っていると、検査結果のファイルを持って看護師を連れた医師と一緒に、帝都大学付属病院に到とう着ちやくした小此木神官長が桐生瑛二の病室に来た。

　鈴宮神官と野島教諭は、医師と小此木神官長に会え釈しやくして、桐生瑛二のベッドの向こう側に回る。




　桐生瑛二の検査を担たん当とうした脳のう神しん経けい外げ科かの日ひ吉よし医師は、検査結果を記しるしたファイルを開き、苦にが々にがしい顔になる。

「────色々な方面から、細こまかく検査をしました。その結果なのですが……」

　野島教諭と小此木神官長、鈴宮神官は、息を吞のんで日吉医師の言葉を待つ。

　日吉医師はファイルを睨んで言った。

「桐生瑛二くんの身体は、どこにも異状はありません。意識が戻らず、眠り続けているだけです」

　体温が低下しているのは、身体を維い持じする熱量を、極きよく力りよく抑おさえているため。低体温の状態で、仮死に近い。

「脳に血の塊かたまりがあるとか、どこかに怪け我がをしているわけでもありません。まったく原因不明です……！」

　どこにも原因はないはずなのに、桐生瑛二は目覚めない。




「（鈴宮くん）」

　小此木神官長に小さな声で呼びかけられ、鈴宮神官は答える。

「（ずっと探さぐっていますが、やはり、何者の術も感じません）」

　誰かが桐生瑛二に呪じゆ詛その術をかけたとか、そういうものではない。




　野島教諭は困こん惑わくしながら日吉医師を見つめる。

「では、桐生瑛二くんは……」

「この症しよう状じようにあえて名前をつけるなら、『眠り病』ということになります」




「こんにちハ」

　場にそぐわない、緊きん張ちよう感かんを欠かく声が聞こえて、小此木神官長たちは扉が開かれたままの病室の入り口を振り向く。

　帝都学園高等部の制服を着た、背の高い外国人の少年が、宝石店の店員を連れて病院を訪おとずれていた。

「……望ぼう威いくん。どうしてここに」

　小此木神官長は、砂の国から来た留学生の少年を見つめる。

　帝都学園高等部は、まだ終業時間になっていない。




　驚いている小此木神官長たちに、にこっと望威は笑う。

「お昼休みヲ利用シテ、お客サマのお見み舞まいに来マシタ」

　これも宝石商としての営業のひとつ。外出届を出して、昼休みに学校を抜けだし、入院中の上得意の見舞いに訪れたのだ。




　にこにこと微笑んでいる望威の横に立ち、入いり谷やはお辞儀する。

「小此木神官長がこちらの病室に入られるのを見かけまして、もしや蒼司朗様に何かあったのではと思ったのですが」

「センパイではナイですネ」

「申し訳ありません」

　望威はほっとし、入谷は恐きよう縮しゆくする。

「少し多めに持ってきましたので、こちら、どうぞ」

　入院ではなく、外来で病院を訪れている顧こ客きやくを、もしも見かけることがあったならと考えて、手渡せる見舞いの品を余分に支し度たくしていた。

　手て提さげから可か愛わいらしい見舞いの包みを出そうとする入谷に、野島教諭は戸と惑まどう。

「いえ、その……」

　見舞いの品をいただいても、今の桐生瑛二にはわからない。

　面会謝絶の札を入り口にかけていなかったのは失敗だったと、日吉医師と看護師は顔を見合わせる。




「この者、『魂コンが抜けて』おるゾ」




　間近で聞こえた幼い声に、桐生瑛二のベッドを囲かこんでいた小此木神官長たちは、ぎょっとした。

　小さくて視界から外はずれてしまい、見えなかったのだが、那な智ちが桐生瑛二のベッドに近づいていた。




　日吉医師は、幼い声で発せられた言葉を頭の中で反はん芻すうする。

（魂が抜けている……？）

　言われた意味がわからずに、日吉医師は目を瞬しばたたく。




　那智の言葉を聞き、望威と入谷は、はっと緊張する。

　じっと桐生瑛二を見つめている那智や望威たちには、何か思い当たるところがあるのか。

　小此木神官長は視線で望威たちの入室を促うながして訊ねる。

「……どういうことですか？」
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「黄色い『石』を使われたのでアル」

　手を伸ばし、遠えん慮りよなく桐生きりゆう瑛えい二じの目を開いて瞳どう孔こうの具合を見、腕に触れて弾だん力りよくと体温を確認してから、那な智ちは迷いなく断言した。

　砂に吞のまれたことで、身体からだを成長させた十年の時間はなくしてしまったが、天才少年として王子の教育係に任ぜられた那智の頭ず脳のうは、幼よう児じ化かした今も変わらず冴さえている。

「黄色い『石』ヲ使うト、身体カラ魂コンヲ抜きだせるヨ」

「私たちは、身体の中に魂がきちんと収まっていることで、健全な生活をおくることができます」

　望ぼう威いは黄色い石の効力を、入いり谷やは砂の国で考えられている身体と魂の関係を、小お此この木ぎ神官長たちに教えた。

『不ふ思し議ぎの色石』を用いて行われたことは、呪じゆ詛そと違って使用者の痕こん跡せきを残さない。石が使われたという事実がわかるだけだ。

　小此木神官長は眉まゆを顰ひそめる。

「桐生くんは誰かに『不思議の色石』を使われて、魂を抜かれたのですか……？」

「左さ様ようナリ」

　那智は頷うなずき、入谷が補ほ足そくする。

「那智くんは、私どもの都で『不思議の色石』の研究に参加していました。『不思議の色石』を使った実験によって確認された状態と、この少年の状態が同じなのでしょう」

　那智は砂の国で『不思議の色石』の研究に参加していて、研究書の執しつ筆ぴつも担たん当とうしていた。都が砂に消え、研究書が失われた今、那智の知識はとても貴き重ちようだ。

『不思議の色石』が引き起こす、不可解な事象について、那智は誰だれより詳くわしい。

「魂を抜かれた身体は、動けヌ。抜かれた魂は、別の形になって、どこかに現れル」

「どこかで別の形とは？」

　訊たずねた小此木神官長に、那智は答える。

「身体のある場所より離れていることは、確実ナリ。獣けものかもしれヌ。鳥やトカゲかもしれヌ。転移と変化の法則は、まだ研究中でアル」

　理り屈くつはわからないが、とにかくそういうことなのだ。『不思議の色石』には、不可解な謎なぞの部分が多い。
















　どんな突とつ飛ぴな話でも、医学的な面から懸けん命めいに検査を行い、何も見つけられなかった日ひ吉よし医師は那智の言葉を信じるしかなく、緩ゆるく首を振る。

「いったい誰が、何のために……！」

　相手はたかが中学生の少年だ。子供相手に、ここまでする必要があるとは到とう底てい思えない。

　他人に危害を及ぼそうとする者の考えは、そうでない者には大たい抵ていの場合、理解不能だ。独自の価か値ち観かんや行動原理を、ここでどうこう言っても仕方がない。

　野の島じま教きよう諭ゆは那智に訊ねる。

「その『誰か』がわかると、桐生くんは元に戻りますか？」

「否いな」

　逡しゆん巡じゆんせず、那智は即そく答とうした。

「誰か、に意味ナシ。抜けた魂を戻すより他に、手はあらズ」

「どうすれば魂は身体に戻りますか？」

「近寄せるナリ」

「抜かれた魂は、不安定な状態にあります。魂の収まりが一番いいのは、元の身体ですから、物理的な距離が近くなれば、引き寄せられて正しい形に戻ります」

　そう言って、入谷は野島教諭に微笑ほほえむが。

「問題ハ、魂がドコに『イル』かデス」

　望威は難しい顔になる。

「ドンナ形で、ドコに行ってしまったカ、それは魂ヲ抜いた者にもわかりマセン。抜かれタ魂ハ、知性ヤ記き憶おくヲそのママに残していマス。姿形ガ変わっテしまったコトに驚くでしょうガ、何らかノ行動を起こしマス。身体ガ弱ってしまう前に、戻ってこられればいいのデスガ」

「桐生くんの魂が今どこにいるのか、探ることはできますか？」

　小此木神官長に訊ねられ、望威たち三人は顔を見合わせる。

「────色石を使えば、可でアル」

　逡巡する間を置いて、那智は答えた。

　望威たちが所持している『不思議の色石』は、とても貴重なものだ。協力してもらうならば、それに見合った対価を支払わなければならないだろう。だがそれよりも────。

「今、色石を使って探ったなら、この少年の魂を抜いた者に、我々が色石を持っていることを知られるかもしれません」

　入谷は視線を落とす。




　それは望威たちにとって、都つ合ごうの悪い事じ態たいを引き起こす可能性がある。

『不思議の色石』を使って事件を起こした者は、それに対たい処しよできるか、どこかで見ているかもしれない。

　対たい抗こうする者が帝都にいることを知られるのは、得策ではない。




（探りを入れられているかもしれないのか）

　むう、と小此木神官長は考える。

　弱い者を狙ねらうような卑ひ劣れつ漢かんが相手では、下へ手たに動くわけにはいかないだろう。




　少年を心配する小此木神官長たちの気持ちもわかる望威は、遠慮がちに言う。

「モウ少し、待ってみまセンカ？　魂ガ戻ってクルかもしれマセン」

　誰も来ない密室に一人で倒れている状態なら、長く放置されれば危険だ。しかし今の桐生瑛二のように、病院で点滴などの処置を受け、容よう態だいを観察されている状態ならば、緊急を要するようなことには、おそらくならないだろう。

　魂が戻ってくるのを待つだけの猶ゆう予よはありそうだ。




　鈴すず宮みや神官は、静かにベッドに横たわっている桐生瑛二を見つめる。

「……抜かれた魂って、どうなってしまうんですか？」

　残された身体は、自発的に飲食できない。点滴を行い、容態に気をつけていても、弱ってくることは予想できるので、このままでの生存に時間制限があるのは理解できる。

　注目された那智は、小さく溜ため息いきを吐ついた。

「不明ナリ」

　魂を抜かれた身体が弱って駄だ目めになってしまうことはわかっているが、身体に戻れなかった魂がどこでどうしてしまったのかは、わかっていない。




　自分がもしも、誰かに『不思議の色石』を使われて、魂を抜かれてしまったならと、小此木神官長は推すい察さつする。

「……魂を抜かれて姿が変わってしまった状態の桐生くんが助けを求めるなら、おそらく帝都神社。神官か、公こう儀ぎ隠おん密みつですね」

「寮りように戻ってくるのではありませんか？　警けい察さつには頼らないんですか？」

　寮にすぐ連絡を入れ、桐生瑛二を保ほ護ごしなければという様子の野島教諭に、小此木神官長は首を横に振る。

「桐生くんは、身体から魂が抜かれたことをわかっていないでしょうし、寮に戻ることはないでしょう。警官より、公儀隠密のほうが、大勢帝都城下にいますよ」

　意識を残したまま別の姿になっているとすれば、身体を寮に残してきてしまったなどとは、きっと想像もできない。不可思議な状態に柔じゆう軟なんに対処することができるのは帝都神社だろうし、保護を求めるなら、まず帝都城下にいる公儀隠密だ。

　帝都城下で公儀隠密が営いとなんでいる商店には、共通のステッカーが貼はられていることを桐生瑛二は知っているので、帝都城下を徘はい徊かいしていれば公儀隠密を見つけることができる。妙みようちくりんな獣けものでも、公儀隠密ならひとまず保護して、帝都神社の小此木神官長に報告し、判断を仰あおぐだろう。

「鈴宮くん、桐生くん保護の要よう請せいをしてください」

「はい……！」

　小此木神官長に命めいじられ、連絡の式を飛ばすため、鈴宮神官は一礼して病室を出た。




　鈴宮神官によって各所に保護の連絡がなされたころ、小さなウサギの姿になった桐生瑛二の魂は、帝都城下にいた。

「カァー!!」

（急きゆう々きゆう如によ律りつ令りよう……縛ばく！）

　路ろ地じの壁かべに追い詰められ、印いんを結んだウサギの眼前で、翼つばさを広げたカラスが、空中でぴたりと動きを止めた。

（き、効いた……！）

　桐生瑛二は、危あやういところでカラスに突つかれるのを免まぬがれ、尻しり餅もちをつく。

「ギ……！」

「！」

　重力を無視した、奇き妙みような角度で空間に固定されたカラスの目が、凶きよう暴ぼうにギラリと光ったのを見た桐生瑛二は、こんな場所でへたばっている場合ではないと、ふらふらしながらも慌あわててそこから逃にげだした。カラスが入りこめない、狭せまい隙すき間まめがけて飛びこむ。




（帝都がこんなに怖こわい場所だったなんて……！）

　ペットの登とう録ろくが義務づけられている帝都には、野の良ら犬いぬや野の良ら猫ねこはいない。小さなウサギの姿の桐生瑛二は、幸さいわいにも野良犬に襲おそわれることはなかったが、鎖くさりで繫つながれることのない飼かい猫に襲われ、縄なわ張ばりへの侵しん入にゆう者しやを威い嚇かくするネズミに追われ、カラスに襲しゆう撃げきされ、散々な目に遭った。

（ウサギって、最悪だっ……！）

　結けつ界かい術じゆつや印が何とか使えたので命は無事だが、鋭するどい爪つめに襲われ、嚙かみつかれて、ウサギの桐生瑛二はあちこち傷だらけだ。

（疲つかれた、喉のど渇かわいた、お腹なか空すいた、傷が痛い……）

　泣きだしたいのを堪こらえて、桐生瑛二は走る。贅ぜい沢たくは言わないが、とにかくどこかで休みたい────。

　猫が入ってこない、歩道脇わきの細い溝みぞに逃げこんだ桐生瑛二は、ネズミがいないのを確かめてから、その底で小さく身体を丸める。

（少しだけ、休んだら……）

　疲れ果はてていた桐生瑛二は、目を閉じる。




　帝都小学校二年生の大おお崎さき晴はる香かは、八や百お屋やで買い物をした帰り、歩道脇の溝の奥に小さな白っぽいものを見つけた。

「何かしら？」

　ゴミが捨ててあるのだとしたら、このままにしておくと溝はきっと詰まってしまうだろう。屈かがんで溝を覗のぞきこんだ大崎晴香は、その白っぽいものが紙や布ではないことに気づいた。

「え？　こんなところに？」

　驚かせないよう、大崎晴香はそっと手を伸ばして、溝の奥にうずくまっていた小さな白ウサギを拾いあげた。────白と言うには、かなり薄うす汚よごれていたが。

（怪け我がしてるみたい。猫に襲われたのかしら。可か哀わいそうに……）

　ウサギを大事に抱だっこして、大崎晴香は帝都小学校に向かう。




　安全な場所でほっと一ひと息いきついて気が緩んだ桐生瑛二は、不覚にも眠りこんでしまった。

（あったかい……）

　布ふ団とんの中ではないようだが、柔やわらかくて、気持ちのいいところにいる。ちょっと揺ゆれるけれど、不快ではない。




「あれ？　晴香ちゃん、さっき帰ったんじゃなかったの？」

「帰ったんじゃなくて、お買い物してきたの」

「そうだったの。教室にランドセルがあったから、変ねって思ってたわ」




　聞き覚えのある女の子の声がふたつ、知らない女の子の声がひとつ。でも、知らない女の子の声は、桐生瑛二の身体に響ひびいて聞こえる。




「あれ？　ウサギ？　どうしたんだ、そいつ」

「……汚れてるね、晴香ちゃん」

「うん、帰りに見つけたの。小屋から逃げたのよ。外は危あぶないのにね」

「まだチビのくせに、こいつ生意気ー！」

「冒ぼう険けんしたいころなんじゃないかなぁ」

「そうかも。とにかく、見つかってよかったわ」




　キィ……。

　蝶ちよう番つがいがきしむような音がして、湿しめった獣くさい匂においに包まれ、ぴくっと桐生瑛二は反応する。

（どこだ!?）

　はっと目を開けた桐生瑛二は、目の前に広がる布地の色に驚く。

（な、な、な……!?）

　知っている色なのだが、何だったのか、すぐに思い出せない。




　帝都城下で拾ったウサギを大事に抱っこしたまま、大崎晴香はウサギ小屋の中にいるウサギの数を数える。

「────あら？　みんないるみたい」

「よその子だったのかしら」

「もう、どこから来たんだよ、お前……！」




　ぐいと耳を摑つかんで持ちあげられ、桐生瑛二は仰ぎよう天てんする。

（痛い痛い痛いっ……！）




「知ち恵え里りちゃん、駄目、そんなふうに持っちゃ……！」

「え？　そうなの？」

「うん、耳はウサギの急所なのよ。芽め衣いちゃん、よく知ってるのね」

　ぶら下がっていた身体を下から支えられ、桐生瑛二はほっとする。そして、目を開けて声の主ぬしを見た。

（げ！　この前の小学生……！）

　構内にいたので、三人の小学生は名札を付けていた。

　ウサギの桐生瑛二の耳を摑んでいるのは石いし川かわ知恵理、手のひらを出して下から支えてくれているのは、平ひら野の芽衣だ。もう一人の少女は、初めて見る顔だが。

（大崎さん、か。ウサギ小屋の飼し育いく係がかりなのかな）

　小屋のウサギは、この少女だけ、警けい戒かいしていない。




「とりあえず、ここに放してあげましょう。どこかのお家うちや、他の学校のウサギ小屋から逃げた子がいないか、先生に訊いてもらうわ」

　大崎晴香は石川知恵理と平野芽衣に言い、二人は頷いた。

「おい、覚えとけ。外は怖いトコなんだぞ？」

　石川知恵理はウサギの桐生瑛二の耳から手を放し、言い聞かせる。

（何だよ、偉えらそうに！）

　ウサギの持ち方も満足に知らない小学生女子に、説教されたくはない。




　平野芽衣は柔らかい手で、そっとウサギの桐生瑛二を抱かかえる。

（うん、そうそう。丁てい寧ねいに扱あつかってほしいね）

「晴香ちゃん、この子の怪我、手当てしたほうがいいんじゃない？」

「それにこいつ、すごく汚いよ」

「うん、怪我はそんなに酷ひどくないみたいだから、このままでいいと思うの。手当てして、拭ふいてあげたいけど、苛いじめられた後みたいだし、怖がらせるほうがよくないでしょう」

　小さなウサギの場合、ストレスを与えるのはよくない。

「ちょっとその子を預かっててね、みんなのご飯の支し度たくをしたら、その子のベッドを作ってあげるから」

　用務員のおじさんに頼まれて買い物をしてきた大崎晴香は、キャベツとニンジンを食べやすいようにして餌えさ箱ばこに入れ、新入りウサギの桐生瑛二のために、小箱と干ほし草で居場所を作ってやる。

　ゆっくりしゃがんだ平野芽衣は、出来上がったベッドに、静かに桐生瑛二を下ろした。

「早くお家がわかるといいね」

「もう逃げるんじゃないぞー」

「じゃあ、いい子にしててね」

　懐なついてくるウサギを撫なでて、大崎晴香は平野芽衣と石川知恵理に続いてウサギ小屋を出て行った。




　カシャン。




　小屋の戸に鍵かぎをかけられてから、桐生瑛二ははっとする。

（閉じこめられた!?）

　起きあがって耳を立てた桐生瑛二に、小屋の中にいたウサギたちが敏びん感かんに反応した。振り向いたウサギに見つめられ、数に圧倒されて桐生瑛二は思わずたじろぐ。

（い、苛められる……っ）

　帝都城下で散々な目に遭っていた桐生瑛二は、きゅっと身構えた。

　怯おびえる桐生瑛二を、ウサギたちは円つぶらな瞳ひとみで見つめ、そしてふいっと視線を逸そらして、キャベツを食べたり、水を飲んだりしはじめた。のどかなウサギ暮ぐらしである。

（……何だ……）

　怖い思いをしてきた桐生瑛二の、被害妄もう想そうだったようだ。桐生瑛二はくったりと脱だつ力りよくする。




　いい環かん境きようで暮らしているウサギの性格は、穏おだやかだ。

　大人おとなでオスのウサギなら、縄張り争いの対象になるのだが、桐生瑛二の場合、傷ついた小さな子ウサギだったので、見み逃のがされた。




（ここには書くものもないから、メモを作ることもできないし）

　メモを銜くわえていれば、帝都神社の小此木神官長のところに連れて行ってもらうこともできるだろう。

（明日、戸が開けられたら、逃げられるかな……）

　あの女の子に拾われて、少し休めたが、ここでゆっくりしているわけにはいかない。

（きっと皆みな心配してる）

　突然いなくなった桐生瑛二のことで、何か騒そう動どうになっているかもしれない。

（どうしよう……）

　桐生瑛二は途と方ほうに暮れる。

　きょろきょろしている桐生瑛二に、大人の黒ウサギが近づいてきた。

（うっ……）

　反射的に身構える桐生瑛二を静かに見つめ、少し離れたところで黒ウサギは足を止める。黒ウサギの後ろから、子供の白ウサギが出てきて、ぴょこぴょこと桐生瑛二に近づく。

（な、なに……？）

　体格が同じくらいの子供のウサギ一羽が相手なら、今の桐生瑛二でも勝てるかもしれない。何かしたら同じようにし返してやる、負けないぞと警戒する桐生瑛二に、近づいてきた子ウサギは、ふんふんふんふんふんと鼻を動かして匂いを嗅かいだ。怪我をしているところからは、血の匂いがしたのか、子ウサギは桐生瑛二をぺろりと舐なめた。

（ひゃあ！）

　びくっと桐生瑛二は身体を震ふるわせる。ぺろぺろぺろと、子ウサギにあちこち舐められ、くすぐったい。

（うわうわうわ）

　くすぐったくて、うきゅっと小さくなっていた桐生瑛二の首の後ろを、いつの間にか近づいてきていた黒ウサギが、そっと銜えた。持ちあげられて、桐生瑛二は驚く。

（え……？）

　痛くはないが、この格かつ好こうで持ちあげられると抵てい抗こうできない。

　子供をお持ち帰りするように、黒ウサギは桐生瑛二を銜えて運ぶ。桐生瑛二を舐めていた子ウサギは、黒ウサギに運ばれる桐生瑛二をぽてぽてと追う。

（ど、どこに行くんだろう）

　心しん臓ぞうばくばくだが、ウサギ歴の浅い桐生瑛二には、コミュニケーションの取り方がよくわからない。固まったまま、ちょこんと荷物のように運ばれて行くだけだ。

　小屋の端はしに向かった黒ウサギは、そこに置いてあった木箱の中に入る。桐生瑛二は木箱の奥にあった巣の上に、そっと下ろされた。ふわふわの柔らかい毛が敷しかれた、ほんのりとお乳の匂いがする巣は、お母さんウサギの支度した、子育ての場所に違いない。

　黒ウサギは、桐生瑛二を巣に残して外に出て行った。

（わー……）

　ふわふわの巣は、すごく気持ちいい。

　ほっと安あん堵どする桐生瑛二に、黒ウサギと入れ替わるようにして、ちょっと遅れて入ってきた子ウサギが、銜えてきたキャベツの葉を差しだした。

（僕にくれるの？）

　瑞みず々みずしいキャベツは、さっき大崎晴香が支度していたものだ。八百屋で分けてもらってきたばかりなので、とても新しん鮮せんだ。

　子供らしいあどけない目で見つめられ、いらないとつっぱねるのも気が引けて、桐生瑛二は恐おそる恐おそるキャベツを齧かじる。

（……おいしい）

　喉が渇き、お腹も空いていた桐生瑛二は、一口食べたことで何かが吹っきれたようだ。

　子ウサギがくれたキャベツを夢む中ちゆうで食べる桐生瑛二の側へ、別の子ウサギたちが集まってきた。子ウサギに囲かこまれる桐生瑛二に、戻ってきた黒ウサギが、銜えてきた大きなキャベツを差しだした。




　職員室で先生に事情を話し、戻ってきた大崎晴香は、ウサギ小屋に入って、新しいベッドにいなかった子ウサギを探した。迷子の子ウサギは、すぐに見つかったのだが。

「あら、嫌いやだわ。どの子だかわからなくなっちゃった」

　迷子を見分けられるように支度した青いリボンを持って、大崎晴香は困こん惑わくする。




　黒ウサギママに寄り添って眠っている子ウサギは、白が一羽多いものの、どの子も同じように真っ白だった。
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　ハマダはハイムエンデが買いつけてきた品をすべて買いあげ、その代金を支払いながら少し話をして、カフェを出て行った。席に残ったハイムエンデはプリンアラモードを追加注文し、ゆっくりとそれを食べてから帝都学園高等部の寮りように戻った。

　公こう儀ぎ隠おん密みつたちは外出するハイムエンデを寮に戻るまで尾び行こうし、その行動に怪あやしいところがないか注意して観かん察さつしていたが、疑わしいところは何もなかった。

　先に約束をして、ハイムエンデと待ち合わせていた濱はま田だ理おさむに関しても、カフェを出てどこに行くのかと尾行して探さぐりを入れたが、宿に戻って買いつけた商品を置き、食事をしに出かけただけだ。仕事が忙いそがしいのか、誰とも相席せず食事をしながら一人で手帳に何か書きつけているばかりで、ハイムエンデの他に誰だれかと親しく話をする様子もなかった。

　ハイムエンデと接せつ触しよくした濱田理は、要注意人物として公儀隠密や警けい察さつの尾行と監かん視しがつくことになったが、怪しい行動はない。────ように見せていた。




（帝都は、どこで誰に見られているかわからない）

　これまで何度も帝都を訪おとずれているハマダは、外から来る者に対して、帝都民が警けい戒かいを怠おこたらないことを熟じゆく知ちしている。熟知しているので、その監視の目を逃のがれる方法もわかっている。

「────ごちそうさん、お代ここに置きますよ」

「はーい」

　ハマダは卓たくに料理と飲みものの代金を置いて、席を立つ。店員は別の客の卓に料理を運はこんでから、ハマダの卓に向かう。

「お客さん、お釣つり……」

「あぁ、よろしいです。ほな」

　店員が小こ銭ぜにを渡そうとするのを断って、ハマダは店を出る。監視と尾行をしている者たちは、ハマダを追う。




　店員が持ってきた紙し幣へいを、店長はレジにしまう。ハマダがよく行く店は、裏の意味でのお得意様でもある。

（腕うで利ききを五人ほどね。了りよう解かい）

　紙幣の間に挟はさまっていた小さなメモを見た店長は、出前の注文品の請せい求きゆう伝票を書くついでに、手て際ぎわよくメモを書き、食事を終えて代金を支払う男性客の釣り銭せんに紛まぎれこませて、それを渡した。釣り銭と一緒にメモを受け取った男性客は、何食わぬ顔をして店を出る。

　歩きながらポケットの中の小銭を確かめるふりをして、男性客はメモを確認した。

（殺してもいいって？　穏おだやかじゃないなぁ）

　小銭を払ってバスに乗った男性客は、仲介人のところに依い頼らいを伝えに向かう。




　行きつけの店に何なん軒けんか寄ったハマダは、それぞれの場所で、違うことを書いたメモを渡してきていた。一見するとただの買い物メモでしかないそれは、関係者にしかわからない隠いん語ごで書かれたものだ。

　メモは何人かの男を通じて、見合った報ほう酬しゆうさえ払えば何でも請うけ負おうという集団へと届けられた。帝都は治安のいい場所だが、裏うら稼か業ぎように従じる者たちも確かに存在する。




　尾行対象が目立った行動に出ず、尾行対象が接せつ触しよくした者も直接動かない場合は、警察や公儀隠密の目を免まぬがれてしまう。ハマダの企たくらみは怪しい男たちへと伝わり、計画は進行を始めていた。




（帝都の守しゆ護ご神しんや言ゆぅても、お庭番の小こ僧ぞうがおらんかったら、恐おそれるに足らんやろ。神殺しの宴に、こだわることはあらへん。まっとうなやり方やのぅても、帝都は簡単に手に入るやん。今を逃す手はないわ）




　極ごく秘ひ事じ項こうとして厳げん重じゆうに管理しないかぎり、情報は漏もれる。

　望もち月づき蒼そう司し朗ろうという名の見習い庭師の高校生が帝都城奥庭のお庭番に就しゆう任にんしたことは、おおっぴらに報道されてはいないが、帝都民なら知っていておかしくない。

　蒼司朗は帝都の行事のいくつかに、お庭番として参加しているし、帝都神社で修行したり、治安維い持じのために帝都城公園で巡じゆん回かいの仕事をしたりしている。赤ちゃん返りして小さくなってしまった奥庭の四し神じん様を連れて歩いている姿は、帝都城公園内うち堀ぼりの中にいるときなら普通に見かけられる。

　帝都が神様に守護されていることを疑う者は、誰もいない。それは神の力を駆く使しできる四神の戦士がいるからだ。

　不定期に、数十日に一度ある外出禁止の夜（関係者だけが『蟲むし呼よびの夜』と呼んでいる）の後は、霊れい力りよくのない者にも、帝都が確かに清められたことがわかる。誰にもわかるほど明確な、帝都全ぜん域いきにわたるお清めなんて、神様でもなければ到とう底ていできることではない。

　神の力を駆使する瞬しゆん間かんを目もく撃げきしたことがなくても、存在感や格が他の神官とは圧倒的に違うので、帝都民は四神の戦士に一目置き、敬うやまっている。

　四神の戦士になれるのは、幼おさないころから厳しい修行をしてきた神職の者だ。

　しかし帝都城奥庭のお庭番に就任し、奥庭の四神様の力を駆使する戦士になったとしても、蒼司朗はそもそも実力のある神官ではない。

（奥庭の神さんがひっついてまわっとるんは、お庭番の小僧に力がないからや）

　事実からハマダは推すい測そくする。神は必要のないことをしない。

（小僧一人なら、見た目相応。神様を呼びつけて、神しん罰ばつを下すことなんて、できへん）




　四神の戦士は帝都のどこにいても、四神を呼びだし、変化して四神の戦士になることができるが、未み熟じゆくな蒼司朗にそれは不可能────。




　奥庭のお庭番である望月蒼司朗の行動は、ちょっと探りを入れれば、誰にでも調べられる。予定がしっかりと決まっているので、蒼司朗がいつどこにいるのか、移動経路を推測して待ち伏せるのは簡単だ。

　そして正義感の強い蒼司朗を誘いだすことは、きっと難しくない。




　ハマダの悪わる巧だくみが密やかに進行しているころ、帝都城下を警けい備びしていた公儀隠密たちは、路ろ地じ裏うらで異様なものを見つけていた。




「金かな縛しばりにあっているカラスに猫ねこ、ですか」

　現場を想像し、報告を受けた小お此この木ぎ神官長は、ぷくくと笑いを嚙かみ殺す。

「なかなか大変なことになっているようですねぇ」

　術式には、術者の気が残る。隠かくすつもりがなければ、術者を探るのはたやすい。優秀な帝都神社の神官は、あれがすべて桐生きりゆう瑛えい二じの仕し業わざだとわかった。

　地図に発見箇か所しよの印しるしをつけ、動物の種類を書いて、芝しば浦うら神官は書きこみを完成させる。

「帝都タワーの近くで、移動距離は五キロメートルほど……」

　ウサギの姿の桐生瑛二は一いつ生しよう懸けん命めいに移動したのだが、襲おそってくるものから逃にげ回りながらでは、たいした距離を進めない。

「カラスや猫に襲われるなんて、災さい難なんですね桐生くん」

「桐生くんが術式で対たい抗こうしたということは、他に戦う方法がなかったと考えたほうがいいでしょう」

「白いウサギの子供？」

　楽しそうな目の小此木神官長に、芝浦神官は溜ため息いきを吐つきながら頷うなずく。

　小さなウサギには、戦うための牙きばも爪つめもないので、別の力で対抗するしかない。

「信じがたいことですが、その子ウサギが桐生くんに間違いないだろうと思います」

　現場で目撃された、普段見かけない動物は、その子ウサギだけだ。野の良らウサギは帝都にいないし、どこかで飼し育いくしていたウサギの子供が逃げだしたという届けは、警察に出されていなかった。




　確かに白の子ウサギが一羽多いのだが、大おお崎さき晴はる香かにはどの子ウサギが増えたものか見分けがつかない。

「……飼かってた人が来れば、わかるかしら」

　飼育小屋のウサギは皆みな、大崎晴香によく懐なついていたので、一羽一羽抱かかえてみれば、他と違う反応をするウサギが一羽だけいるはずだ。もしかしたら、見分けがつくかもしれない。

　仲よく寄り添って眠っている子ウサギを起こして引き離すのは可か哀わいそうだったが、これは仕方のないことなのだからと割りきって、大崎晴香はまず黒ウサギママを巣から連れだし、子ウサギを一羽ずつ抱だっこして巣から出す。




　柔らかい巣で子ウサギに囲かこまれて、ふかふかぬくぬくと微睡まどろんでいた桐生瑛二は、すぐ隣となりにあった温ぬくもりが消失し、ふっと目を覚ます。

（あれ、僕……）

　ゆっくり瞬まばたきしてから、桐生瑛二は思い出す。

（そうか、寝ちゃったんだ……）

　キャベツを食べて、飲み方を教えてもらって水を飲んで、ちょっと落ち着いたら、子ウサギがどんどん周りにやってきて。黒ウサギママのところで、子ウサギに囲まれて身動きができなくなって眠ってしまった。

　カラスや猫に襲われ、慣れない身体で走り回って、へとへとに疲れていたのだから、これはもう仕方がない。

（ウサギになったのが夢だったらよかったのに）

　目が覚めたら寮の部屋でしたというオチには、ならなかったようだ。




「……ごめんねー」

　巣のある箱の前にしゃがんだ大崎晴香は、白い子ウサギを一羽ずつ巣から出しては、抱っこして撫なで、思案しながら巣に戻す。

　触さわってみれば違いがわかるかと思ったが、かえって混乱してしまった。




（うわ！）

　桐生瑛二は後ろ襟えり辺りをそっと摑つかまれ、巣から出された。

（戻ってきたのか）

　子ウサギを大事に抱っこする少女を見て、ちょっと桐生瑛二はほっとする。この少女がここにいる間は、飼育小屋の戸の鍵かぎは開いている。




「……うーん」

　難しい顔をして、大崎晴香は桐生瑛二を巣に戻す。

（わかんないかも）

　どの子ウサギからも、似たような反応しか返ってこない。

「黒ウサママ、新しい子もうちの子にしちゃったのね」

　拗すねたように、大崎晴香は口を尖とがらせる。優しくて面倒見のいい親ウサギがいるのも、今は考えものだ。




　大崎晴香に抱っこされた桐生瑛二は、撫でられた後、巣に戻された。

　隙すきを見て逃げだそうと大崎晴香の様子を慎しん重ちように窺うかがいながら、桐生瑛二ははっとする。

（あ……、ここなら……！）

　この飼育小屋の中は、帝都城下の道のように舗ほ装そうされてはいない。

（字が書ける！）

　大崎晴香に気味が悪いと逃げられて、徒労に終わる可能性は大だが、やってみる価値はある。




　じっと巣から見つめている黒ウサギの視線を感じた桐生瑛二は、振り向いて黒ウサギを見返す。

（え、と、ありがとうございました）

　どうなることかと思ったが、構ってもらえて、ゆっくりと休むことができた。挨あい拶さつの仕方がわからないので、桐生瑛二はちょっと右耳を動かしてみせる。

　言葉が通じないので、思ったことがちゃんと伝わったかはわからないが、ふわりと右耳を振って黒ウサギは巣から出て行く桐生瑛二を、そっと見送ってくれた。




　外に出して白い子ウサギを確かめている大崎晴香の近くに行った桐生瑛二は、彼女の注意が抱っこしているウサギに向いている隙に、爪で地面を引っ搔かいて字を書く。不ぶ格かつ好こうな字だが、読めるはずだ。




『ていとじんじゃ』




　白い子ウサギの最後の一羽を巣に戻した大崎晴香は、すぐ近くでお座りして自分を見上げている子ウサギに気がついた。子ウサギのいる地面に、いつの間にか字が書かれている。

（知ち恵え里りちゃんが書いたのかしら？）

　だとすれば、飼育小屋を出る前だと思うのだが、そのときや今さっき入ったときには、そんな文字はなかったような気がする。

　しかし、どう思っても、そこにあるものはあるのだ。

「……帝都神社？」

　ゆっくりと読みあげた声を聞き、大崎晴香を見上げていた白い子ウサギが、ぴょこりと耳を動かした。

「あなたが、今日拾った子なの？」

　もう少し年長だと、賢さかしくなって、ウサギが字を書くはずはないと否ひ定ていされるのだろうが、大崎晴香はおおらかだった。

（あの乱らん暴ぼうで喧やかましい子や、おとなしくて慎重な子が一緒でなくてよかった）

　桐生瑛二は、石いし川かわ知恵里と平ひら野の芽め衣いがここにいないことに感謝する。

　それはそれとして。

　問われたことにどう反応しようかと、桐生瑛二は考える。

（頷くのって、変だよね）

　ウサギが人間の動きをすると、きっと不気味だ。

（えーと……）

　どうすればいいだろうかと、大崎晴香を見上げたまま、思案して動けない桐生瑛二に、大崎晴香はさらに訊たずねる。

「……帝都神社に行きたいの？」

　とにかく、何か反応をしなければならない。ぴょこりと跳とんだ桐生瑛二は、大崎晴香に近づく。

（偉えらい人のウサギさんなら、ひらがなぐらい書けるかもしれない、かな？）

　大崎晴香は首を傾かしげた。

「何だかよくわからないけど……、いいわ、連れて行ってあげる。おいで」

　手を出してくれたので、桐生瑛二は大崎晴香に近寄った。

　大崎晴香は白い子ウサギを抱っこして立ち上がる。

（あの字、知恵里ちゃんか芽衣ちゃんが書いたのかもしれないけど）

　たまたまそこにいた子ウサギが、物言いたげに見えただけかもしれないが、澄すんだ赤の瞳ひとみに見つめられた大崎晴香は、願いを叶かなえてやりたいと思った。




「迷い子ウサギを保ほ護ごしたと、帝都小学校から届け出があったようですが……」

　公儀隠密候こう補ほ生せい・柳生やぎゆう蘭らん丸まるは、言いにくそうに小此木神官長に報告する。




　教員と公儀隠密が飼育小屋に足を運んだとき、その子ウサギはいなかった。




　小学校低学年の女の子がヌイグルミを大事に抱いて歩いている姿は、愛らしくて微笑ほほえましいもので、まったく不自然ではない。

　白いウサギの保護を命めいじられた公儀隠密は、桐生瑛二を連れて帝都神社のある帝都城公園行きのバスに乗る大崎晴香と擦すれ違っていたのだが、件くだんのウサギがまさか小学生の女の子の手の中にいるとは思わなかったので、それに気づかなかった。




　職人が仕事で出かけている間の望もち月づき造ぞう園えんは、作業に必要なものを忘れたときに取りに戻れるよう、門を閉じていても、施せ錠じようしてはいない。敷しき地ちは広くても、造園業を営いとなんでいる望月家は資産家ではなく、一般的な金目のものを置いていない。盗ぬすまれるものがないから、警備や施錠に気を遣つかわない。

　買い物から戻った望月造園の女将おかみ・梢こずえは、家族の洗せん濯たく物ものを取りこみながら、首を傾かしげる。

「あらぁ？　清きよくんのハンカチが一枚足りないわ」

　望月造園は帝都城お抱かかえ庭師であり、『蟲呼びの夜』の事後処理にも参加していて、色々な場所で作業し、他の業種の職人と一緒になることも多い。

　どこかでなくしたり、落としたりすることもあるし、職人全員のものをまとめて洗濯する望月造園では、誰のものかわかるように、持ち物のひとつひとつに望月造園の紋もんと名前の刺し繡しゆうを入れている。

　見当たらないのが誰のものかは、間違いなくわかる。

「風で飛んじゃったのかしら」

　どこかに落ちていないかと梢は物もの干ほしの周りを見回したが、清きよ志し朗ろうのハンカチは見つからなかった。
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　学校から出る際に名札を外はずした大おお崎さき晴はる香かは、帝都小学校の児じ童どう証しようを提てい示じして、帝都城公園へ向かうバスに乗った。




　観光客も多く利用するバスの車内には、販はん売ばい宣伝用の広告ではなく、帝都のマナーなどを記しるした案内広告が貼はってある。

　ペットを連れてバスに乗っては行けませんという広告も、そのうちのひとつだ。通常、ペットを連れてバスに乗ることはできない。それが許可されるのは、小型のペットをキャリーに入れて、他の乗客の迷めい惑わくにならないようにしたときだけだ。

（うわー！）

　キャリーを使わず、大崎晴香に抱かかえられてバスに乗った桐生きりゆう瑛えい二じは、すぐ近くにあった広告を見てドキリとし、小さく身体からだを丸めて大崎晴香の腕うでの中に隠かくれた。

（見、見つかったら、降ろされちゃうのかな!?）




　ウサギは大きな声で鳴いたり、嚙かんだり引っ搔かいたり、暴あばれたりしないので、見つからなければ注意されないはずだ。

（いい子だから、おとなしくしててね）

　運転手や他の乗客に見つからないよう、大崎晴香は進行方向に向けて設置された二人掛けの座席の奥、前の座席の陰かげに隠れるようにして座り、大事に子ウサギを抱だっこする。

　キャリーに入れないウサギは困るから降りてくれと言われるかもしれないと、大崎晴香はドキドキしたが、桐生瑛二が緊張して固まっていたので、バスの運転手は子ウサギをヌイグルミだと思って気に留めなかった。




　お正月などにこれまで何度も家族と一緒に参さん詣けいしているが、大崎晴香は一人で帝都神社に行くのは初めてだ。勢いで行動してしまった大崎晴香は、バスに乗って落ち着いてから少し不安になり、頭の中でこの後どうすればいいのかを確認する。

（帝都神社は、帝都城公園の西側……）

　帝都神社へ向かうには、帝都城外そと堀ぼりの西門から入るのが一番近いのだが、帝都神社の入り口は南側にあり、社しや務む所しよはその入り口の近くだ。

　帝都神社に行きたがっていたといっても、ウサギを勝手に帝都神社に放すわけにはいかない。まずは社務所の人に会って、ウサギのことを相談して、預けるなりしたほうがいいだろう。

（南門から帝都城公園に入ろうかしら）

　西門から入ると、帝都神社の西側の入り口から入れるが、ここは鳥居のある入り口ではないし、ぐるっと回らなければ社務所には行けない。

　西門に近い施し設せつは、帝都神社と裁さい判ばん所しよ、帝都大学だ。帝都城公園は南北で施設の性質が違い、北側には教育施設や裁判所のように、関係者だけが立ち入りを許可される施設のある場所で、帝都神社はどちらかというと北側寄りだ。

　催もよおしもののある施設が多い南側には、遊歩道やマラソンコースがあり、売店の他に色々な屋台がたくさん出ていて、閉園時間まで多くの人で賑にぎわう。だが北側は用事のある人間だけが目的の場所に向かって通行する場所なので、雑ざつ談だんの声も聞こえず静かだ。一人で歩くにはちょっと怖こわい。

　少し余計に歩くことになるが、南門から入って帝都神社に向かえば、参詣客と一緒に歩ける。帝都城公園の南側を歩くのなら、大崎晴香は一人でも怖くない。

　抱えたウサギを乗客にも見つかることなく、大崎晴香は帝都城公園帝都大通り前のバス停で、バスを降りた。

「もうすぐよ」

　バスを降りて気が楽になった大崎晴香は、ウサギを抱っこしながら元気に帝都神社へ向かって歩いていく。

　売店の前を通りかかったとき。

「────ウォン！」

　売店で飼かわれている番ばん犬けんが、突然大声で吠ほえた。びっくりした大崎晴香は、思わず足を止めて固まる。

「ウォンウォン！　ウォン！」

「こら！　シロ、やめなさい！」

　大きな吠え声を聞き、慌あわてて売店の奥から出てきた店員が、犬の首輪を摑つかんで止めてくれたので、大崎晴香は飛びかかられずにすんだ。

　声もなく立ち尽つくしている大崎晴香に、店員は犬を押さえて恐きよう縮しゆくする。

「大丈夫ですか？　すみません、驚かせて」

「だ、だいじょうぶです……」

　大崎晴香は驚いたが、犬は大きく尻尾しつぽを振っていて、ご機き嫌げんだ。

（怒らせた、とかじゃないのね……）

　まだ飛びつく気満々の犬の首輪を摑みながら、店員は苦笑する。

「今度、時間のあるときに、寄ってください。あなたと遊びたがっているようですから」

「……はい」

　機嫌のいい犬を見つめ、大崎晴香は頷うなずいた。

　あの売店の犬はこれまで何度も見かけているが、これは初めての体験だ。襲おそわれるかと思って驚いたが、好いてくれるのなら、動物好きの大崎晴香は嬉うれしい。

（また今度、行かなくちゃ）




　大崎晴香に抱えられていた桐生瑛二は、売店から遠くなって、がちがちに緊きん張ちようしていた身体から力を抜ぬく。

（びっくりした……）

　犬に襲いかかられそうになるのは、何度経験しても慣れない。




　帝都城公園の望もち月づき造ぞう園えんの今日の作業場所に行って、奥庭用の肥ひ料りようを分けてもらった蒼そう司し朗ろうは、犬の吠え声に驚いて振り向いた。つい最近も、同じような吠え声に驚いて振り返ったことがある。

「……桐生くんみたいな子って、よくいるんだな」

　売店の犬の好き好き攻こう撃げきを受ける人。

　これまでは、たまたま見かけなかっただけかもしれない。

「ミギャ」

「あぁ、うん、急いで戻ろう」

「キュウ」

　奥庭の作業途中だった蒼司朗は、走って奥庭に戻る。

（今日は、桐生くん、元気になってるかな）




　映画や小説のような創作物では、悪わる巧だくみをしている者たちはいつでも、闇やみに紛まぎれるような黒っぽい服ふく装そうで、怪あやしい路ろ地じ奥おくの薄暗い店の片かた隅すみで密みつ談だんしているが、現実は必ずしもそうではない。

　ハマダの依い頼らいを受けた男たちは、一般来園者に紛れて帝都城公園を訪おとずれていた。

　野外音楽堂と帝都城ホールで催しものがある金曜の夜ともなれば、平日よりも屋台は多く、開演時間前には屋おく外がいのベンチの周りは大おお勢ぜいの人が行き来する。待ち合わせの者たちに加えて、ダフ屋も出てかなり賑やかだ。

　適度に人の入れ替わりがあり、騒そう音おんの多い場所で小声で交かわす会話なら、近くで聞き耳を立てられないかぎり誰だれかに聞かれることはない。

　野外音楽堂で行われるコンサートの客のふりをして、何食わぬ様子で帝都城公園に足を運んだ男は、屋台でホットドッグをふたつ買い、待ち合わせをしていた男のいるベンチに向かった。

「『よぉ、今日は早かったんだな、木き村むら』」

　先に来て飲み物をふたつ買い、そのカップふたつと鞄かばんを置いて、煙草たばこを吸いながらベンチを占せん領りようしていた男は、声をかけられて顔を上げる。

　自分は木村という名前ではないし、初めて会う相手だが、これは合い言葉だ。あらかじめ決められていた言葉を返す。

「『たまにはいいだろう？　田た中なか』」

　答えた男に、後から来た男はホットドッグを見せる。

「『マスタードたっぷりでよかったか？』」

「『いつもどおりにな』」

　お互いのアイテムと合い言葉を確認し、偽にせ者ものではないと判断すると、先に座っていた男は鞄を足の間に下ろして、やってきた男のために場所をあけた。ホットドッグをひとつ渡して、後から来た男はベンチに座り、飲み物のカップをひとつもらう。

　待ち合わせてコンサートに来て、開演時間前に屋台の商品で小腹を満たす者なんて、この場にはたくさんいる。こちらを気にしている者がいないか気配を探さぐり、近くで賑やかに会話をしながら行き来する者たちをちらちらと眺ながめ、二人は『田中』と『木村』として、ぽつぽつと会話する。

「今日はあまり楽しめそうもないな」

　銜くわえていた煙草を足元に捨てて火を消した田中は、ホットドッグの包み紙を開く。つまらなそうな田中に、木村は笑う。

「後味が悪そうだって？」

「まぁな。ガキ相手は趣味じゃない」

「楽して稼かせがせてもらうと割りきればいいだけだ」

「それはそうだけどな」

　肩を竦すくめ、田中はホットドッグを齧かじる。




　野外音楽堂の近く、集合場所として使われる広場を通りかかった大崎晴香は、自分の目の高さで、ひらりと紙が飛んでいるのを見た。

（あ、コンサートのチケットだわ）

　紙が飛んできた方向から、大勢の人の間を縫ぬうようにして、慌あわてた様子で若い男が走ってくる。ふとしたことで、チケットが風に飛ばされてしまったらしい。

（大変！）

　親切な少女である大崎晴香は、チケットを見つめながら、急いで追いかける。ひらひらと飛んだチケットは、ベンチの近くの植え込みの横に落ちた。大崎晴香は駆かけ寄ってしゃがみ、チケットを拾う。




「ごめんね、きみ、そのチケット……！」

　息を切らして走ってきた若い男に声をかけられ、立ち上がって振り向いた大崎晴香は微笑ほほえむ。

「よかったですね、見つかって」

　にっこり微笑んでチケットを差しだした大崎晴香に、若い男はほっとした顔で笑った。




「お庭番も四し神じんがいなきゃ、ただの子供だ」

「手足の骨でも砕くだきゃ、おしまいだろ」




　大崎晴香に抱っこされていた桐生瑛二は、ぴくっと耳を震ふるわせる。

（お庭番!?）

　子供というのだから、間違いなく望月蒼司朗のことだ。男たちは蒼司朗の手足の骨を砕くなんて、物ぶつ騒そうなことを言っている────！

（後ろの、ベンチにいる奴やつか!?）

　抱っこされているウサギの身では、大崎晴香の向こう側にいる男たちの姿は見えない。




「ありがとう、拾ってくれて」

　若い男は大崎晴香からチケットを受け取る。地方訛なまりのある若い男は、きっとこのコンサートのために帝都へ来たのだろう。男の後ろから、同行者らしい男性の三人組が、やや遅れて走ってくる。

　ゆっくり向かいあっていたら、大崎晴香はあの三人にも礼を言われるのに違いない。それはちょっと恥はずかしい。

「コンサート、楽しんでくださいね」

　チケットが手に戻ってほっとしている若い男と、その連れに向かってお辞じ儀ぎして、大崎晴香は軽やかにその場から走り去った。




　走りだす大崎晴香に、桐生瑛二は慌てる。

（ちょ、ちょっと待って！　今の場所に、嫌いやな会話をしていた男が……！）

　聞き間違いならそれでいい。だが、もしも本当に、お庭番である望月蒼司朗を狙ねらって、怪しい動きがあるのなら、それを黙だまって見過ごすわけにはいかない。ちゃんと確認する必要がある。

　大崎晴香は、帝都神社に桐生瑛二を連れて行ってくれようとしている。それはウサギの姿になってしまった桐生瑛二にとって、とてもありがたいことだ。

　柔じゆう軟なんに対たい処しよしてくれたことには、とても感謝している。感謝しているが、帝都神社に行って、神官の誰かに事情を説明しているうちに、あの男たちはどこかに行ってしまうかもしれない。

（これからすぐにでも行動に移すつもりか？　それとも……!?）

　もう少し話を聞かなければ、はっきりしたことはわからない。大崎晴香には、引き返してもらいたい。

（いや、駄だ目めだ！）

　あの場所まで引き返してもらって、男たちの話を盗ぬすみ聞くことで、大崎晴香にもしものことがあってはいけない。

（戻るなら、僕一人だ……！）

　桐生瑛二は意を決する。ぐずぐずしてはいられない。




　突然子ウサギが暴れだしたので、走っていた大崎晴香はびっくりする。

「ど、どうしたの!?」

　知らないうちに、ぎゅっときつく抱いてしまって、窮きゆう屈くつな思いをさせてしまったのだろうか。大崎晴香は思わず、子ウサギを抱えていた腕の力を緩ゆるめた。




（今だ！）

　ぴょん！

　桐生瑛二は大崎晴香の腕から飛びだす。




「きゃ……！」

　勢いきおいよく飛びだした子ウサギに、大崎晴香は驚く。子ウサギは横に逸それるように、遊歩道を外れ、ぴょんぴょんと植え込みのほうに跳ねる。

「ま、待って！　帝都神社までは、もうすぐだから……！」

　すばしこい子ウサギを追って、大崎晴香も遊歩道から外れ、植え込みの向こうに走る。

（見失っちゃう！）

　走っていくらか移動すると、大崎晴香は野外音楽堂の客たちが大勢たむろしているところを離れてしまった。




　遊歩道を離れ、植え込みを越えて、大きな木の根元の地面まで跳んだ子ウサギは、後ろ足で立って、追いかけてきている大崎晴香を振り返る。

（ごめんね、ここまで連れてきてくれてありがとう）

　自分を見ている大崎晴香の視線をしっかり感じながら、身体の前で前足の先を揃そろえた桐生瑛二は、ぺこりと頭を下げた。




「────え？」

　やけに人間くさい子ウサギの仕し種ぐさに、大崎晴香は目を丸くする。深々とお辞儀をする姿はあまりにもウサギらしくなくて、まるで人間がウサギになったようだ。
















　足を止めてしまった大崎晴香にくるりと背を向け、あっという間に子ウサギはどこかに行ってしまった。

　大崎晴香は呆ぼう然ぜんとその場に立ち尽くす。

（今の……、まるでお礼を言ってるみたいだったわ）

　普通なら、そんなことはあるはずがない。だが、あの子ウサギに関しては、あってもおかしくないような気がする。

　子ウサギはどこかに行ってしまったが、大崎晴香は追いかけることができなかった。追いかけても、上手に隠れながら移動する子ウサギは、とても見つけにくいだろう。

（でも、このまま帰るのは、駄目よね）

　帝都城公園に連れてきたペットは、ちゃんと連れて帰らなければならない。

（あの子は本当に帝都神社に何か関係があるのかしら。それとも、わたしの勘かん違ちがいだったのかしら）

　大崎晴香にはよくわからないが、何も心当たりがないのなら、帝都神社は帝都城公園の警けい備びの人に連絡して、子ウサギが逃げて迷子になっていると話をし、捜してくれるはずだ。

　大崎晴香は子ウサギを追うのを諦あきらめ、足早に帝都神社へ向かった。




（よし、大丈夫だな）

　桐生瑛二は大崎晴香が追ってきていないことを確認し、方ほう向こう転てん換かんしてさっきの広場まで急いで戻る。

（どこだ!?　まださっきのところにいるのか!?）

　移動されたなら、この小さなウサギの身体で追いかけるのは難しい。そして、人に見つかると厄やつ介かいなことになるかもしれない。

（あぁ、もう！　面めん倒どうだな！）

　帝都の有名人である蒼司朗の行動予定は、少し調べれば誰にでもわかる。奥庭の四神様を同行していない、襲いやすそうな時間帯の見当は、桐生瑛二でもつけられる。

（とにかく、もう少し詳くわしい話を聞かないと）

　人ひと目めを避さけながら、桐生瑛二は走る。

（あいつら、手足の骨を砕くって言ってた────）

　そんなことになったなら、帝都城奥庭のお庭番はもちろん続けられない。帝都はまた、お庭番を欠くことになる。いや、それよりも……。

（あの人は庭師にも、なれないじゃないか……）

　どこに行くときも、蒼司朗は愛用の枝えだ打うち斧おのを手放さない。蒼司朗が奥庭のお庭番になることを承しよう諾だくしたのは、名めい誉よ云うん々ぬんよりも、庭ひとつ任まかされることのほうが魅み力りよく的てきだったからなのではないかという気がする。

　粉ふん砕さいされた骨が元通りに治らず、後こう遺い症しようが残ってしまったなら、蒼司朗は目標に掲かかげている『立りつ派ぱな庭師』にもなれないかもしれない。

（僕はあの人のことを全然好きじゃないけど……）

　悲しませるのは、もっと好きじゃない────。




　執しつ務む室しつで仕事をしていた津つ本もと神官は、社務所の受け付け業ぎよう務むに当たっていた小こ日向ひなた神官からの報告に驚く。

「────女の子が、連れてきた子ウサギを帝都城公園で見失った？」

「はい。帝都小学校の大崎晴香という児じ童どうです」

　帝都城下での目撃証言から、白い子ウサギは桐生瑛二ではないかと思われているし、帝都小学校から、迷いウサギを保ほ護ごしているという届けが出されていた。

　大崎晴香の名前は、帝都小学校からの届けにあった。子ウサギを拾って保護した児童が、その子ウサギを帝都城公園に連れてきたようだ。

　大崎晴香が連れだしたので、帝都小学校まで桐生瑛二を迎えに行った公こう儀ぎ隠おん密みつと行き違ってしまった。ウサギ小屋に桐生瑛二だろう子ウサギがいなかった理由が、これではっきりした。

「帝都城公園で見失ったのですよね？　どうして帝都神社に？」

　帝都神社の神官に相談するより、近くの売店の店員か、帝都城公園の巡じゆん回かい警備を行っている警備員に相談したほうが早いはずだ。

　津本神官の問いかけは、もっともだ。小日向神官は、視線を泳がせながら答える。

「ウサギが飼し育いく小屋の地面に、字を書いたそうで……」

「字……」

　ひくりと津本神官は顔を引きつらせた。

（桐生くん、捨て身ですね……）

　カラスや猫ねこに追われ、恐おそろしい思いをした後、女の子に拾われて助かったものの、ウサギ小屋に閉じこめられた桐生瑛二がどれほど焦あせったのか、想像に難かたくない。

　桐生瑛二は教育を受けている人間なのだから、読み書きはできて当然だが、ウサギは普通、字を書かない。そんなことをすれば、絶対に気味悪がられる。

　不ふ可か思し議ぎに思っても、子ウサギをちゃんと帝都神社に連れてこようとしてくれたらしいのだから、小学生の柔軟な対応は素晴らしい。

　そのまま大崎晴香に連れてきてもらえば、桐生瑛二は帝都神社に来られたはずだ。そうわかっていて、なぜそうしなかったのか。帝都神社に向かう途中、帝都城公園で逃げだして、どこかに行くのは不自然だ。

「児童には、後のことはこちらに任せて、心配しないように言って、土産みやげ菓が子しを持たせて帰しました」

「ええ。それでいいです」

　もうすぐ日が暮れるし、大崎晴香のすることはもうないので、小日向神官の判はん断だんは正しい。

「小日向神官、公園警備と公儀隠密に、帝都城公園にいる子ウサギを見つけて保護するよう、伝えてください」

「はい！」

　津本神官に命めいじられ、小日向神官は速すみやかに執務室を退出した。津本神官は小お此この木ぎ神官長に、子ウサギの桐生瑛二が帝都城公園にいることを伝えに行く。




　屋台の軽食の持ち帰りに使う袋を途中で拾った桐生瑛二は、それを被かぶって身を隠しながら、野外音楽堂近くの広場に向かった。野外音楽堂の入場時間になって、広場はさっきより人が少なくなっていた。

（あの声の男たち……）

　会話が聞こえたのは二人だが、二人組だとは限らない。声がたまたま聞こえなかっただけで、もっと大勢の可能性もある。

　大崎晴香に抱かれていたときに見た景色からは、おおよその場所しかわからない。風で転がるゴミに化けた桐生瑛二は、こそこそと辺りのベンチを回って、そこに座っている男の声を聞く。

（いない……！）

　ベンチだけでなく、人のいる場所で聞き耳を立てて確認し、桐生瑛二は焦じれる。桐生瑛二が戻ってくるまでに、あの男たちは移動してしまったようだ。桐生瑛二は声を聞いただけで、男たちの顔や姿を見ていない。人ごみに紛れて男たちが蒼司朗に近づいても、わからない。

　命を奪えば、極きよつ刑けいになる。だが、怪け我がをさせただけでは、傷しよう害がい事じ件けんだ。ものの弾はずみで巻きこんでしまって、故こ意いではないということになれば、もっと罪つみは軽くなる。

　怪我をさせようという意図があっても、男たちが口を噤つぐめばわからない。不幸な事故という形で、蒼司朗の一生が狂くるってしまうなんてあんまりだ。

（とにかく、一人で行動しないよう、望月さんには注意してもらわないと！）

　今の時間ならどこにいるだろうかと、考えた桐生瑛二の身体が、隠れていた袋ごと突然持ちあがった。




「？　何だ？　重いぞ」

　落ちているゴミを拾ったつもりの男性は、空からだと思った袋に重みを感じて、首を傾かしげる。男性が袋の中を覗のぞこうとした途端、白いものが飛びだした。

「うわ！　何だ!?」

「ウサギ？」

　捕つかまえようと伸ばされるいくつもの手から、白いウサギは跳び逃げる。小さいくせに恐ろしくすばしこいウサギは、ジグザグに飛び跳ねながら広場にいた者の足元を擦すり抜け、逃げだした。




（ここで捕まるわけにはいかない！）

　捕まれば、親切な帝都民はあの大崎晴香がやったように、どこからか逃げだしたらしいウサギを助けるため、桐生瑛二をウサギ小屋に入れるだろう。

　桐生瑛二は、ウサギになっている自分に保護の命令が出ていることを知らない。またウサギ小屋に閉じこめられてはいけないと、桐生瑛二は必死で逃げた。
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　放課後の帝都神社での修行に、桐生きりゆう瑛えい二じの姿はなかった。

　この修行に参加しているのは、授業の一いつ環かんとして参加が義ぎ務むである蒼そう司し朗ろうたち神しん務む実習生と、そのときに社しや務む所しよの受け付けなどの当番ではない神官だが、今日は神官の人数が少ない。

（どうしたんだろう……。何かあったのかな）

　朝、社務所で会ったきり、鈴すず宮みや神官もいない。仕事をサボってしょっちゅうふらふら出歩いて、社務所でお茶休きゆう憩けいしている小お此この木ぎ神官長も、見かけない。

　何かあったのだろうかと気になったものの、今日の修行に参加しているのは年上の神官ばかりで、蒼司朗が気楽に声をかけられるような年ねん齢れいの近い神官がいない。




「（蒼司朗様）」

　隣となりにいた錦にしき野の神官に、集中しろと小声で厳おごそかに注意され、蒼司朗は慌あわてて姿し勢せいを正す。




（余計なことを考えてる場合じゃない）

　参加人数が少ない祝詞のりとは、きちんと声が出ていないことがすぐにわかる。

　蒼司朗はまだ神官ではないが、帝都城奥庭のお庭番であり、他の神務実習生とは別べつ格かくだ。色々な意味で、ただでさえ注目されているのだから、別のことに気を取られていてはいけない。

　気になることはあるが、それはひとまず棚たな上あげして、蒼司朗は修行に集中する。




「配はい膳ぜんは、本日の修行に参加した者の分だけでいいです」

　厨ちゆう房ぼうに入ってきた佐さ久く間ま神官は、夕飯の調理当番として作業していた蒼司朗たちに言った。いつもと違う指示に、神官と一緒に調理していた神務実習生は首を傾かしげる。

（ここにいない神官に、食事を運ばなくていいのだろうか？）

　社務所の受け付けなど、仕事をしていて食事に来られない神官たちには、食事の膳を運ぶことになっている。どうにも不ふ可か解かいな指示だが、調理している料理の献こん立だてを見て、蒼司朗は思う。

（今日の献立……、冷めても味の落ちないものばかりだ）

　今夜は最初から、そのように配はい慮りよされていたようだ。何か理由があるはずだが、神官ではない蒼司朗たちには知らされない。気になったが、佐久間神官は言うだけ言ってさっさと厨房を出ていき、調理担当の神官が手て際ぎわよく作業していくので、神務実習生も遅れないように急いで作業する。

　帝都神社は神官にとって文字どおり神しん聖せいな職場だが、参さん詣けい客きやくが入ってこれない場所での食事の時間まで、私語を禁きんじられているわけではない。

　しかし今日の神官たちは、誰も私語を交かわすことなく、黙もく々もくと食事をとり、食べ終わった者から席を立って退たい出しゆつしていく。

　ここまでくると、さすがに蒼司朗の他の神務実習生も落ち着かない。

「（何があったんだろう？）」

「（我々も急いだほうがいいのかな……）」

　神務実習生に対して指示がないので、いつもと同じように実習を続けるしかないのだが、周りの神官の様子から、それではいけないような気がする。

「（実習生の誰も知らないのか？）」

　もし、知っている者がいるとすれば────。

　こそこそと会話をしていた神務実習生が、蒼司朗に注目した。

（え？　オレ？）

　発言を促うながすような視線を浴あびて、蒼司朗は困こん惑わくする。確かに、奥庭のお庭番として帝都の色々な行事に参加している蒼司朗は、他の神務実習生よりも帝都神社の内情に通じているかもしれないが。

「（オレも何も聞いてないです……！）」

「（そうなの？）」

　本当は知っているのだろうと疑いの目で見られたが、知らないものは知らないのだ。どうにも居い心地ごこちが悪くて、仕方がない。

（これって、今、急いで出たら、オレまで変に思われるよな）

　さっさと食事を終えて部屋から出たかったが、そうすると他の神務実習生には、蒼司朗が何か知っていて隠かくしているように見える。

　位くらいのある神官には話しかけるのを躊ちゆう躇ちよしても、同じ神務実習生で、小こ柄がらなために見るからに弱じやく者しやである年下の蒼司朗に対しては、彼らも遠えん慮りよしないだろう。逃げるために退出するようだと思われたなら、立ち上がり際ぎわに引き止められて、問い詰められるに違いない。

（いつもどおりいつもどおり……）

　蒼司朗は努つとめて平常どおりに食事をして、自然に席を立つ。食事を終えた蒼司朗は、奥庭の四し神じん様のお世話があるので、他の神務実習生とは翌よく朝あさの修行まで別行動だ。

　建物の外に出て少し離れてから、蒼司朗は肩に入っていた力を抜く。

「何なのかな？」

　どうも今日は変だ。




　修行に差し支つかえない人数を残し、手の空あいている神官を総そう動どう員いんしたのだが、帝都城公園にいるはずの白い子ウサギ（桐生瑛二）の捜そう索さくは、難なん行こうしていた。食事をすませた神官が、交代して捜索を続けている。

「すぐに見つかるかと思ったんですが……」

　小此木神官長の執しつ務む室しつに食事の膳を運んだ津つ本もと神官は、夜よ目めにも白い子ウサギならば見つけやすいはずなのにと、渋しぶい顔になる。

　お茶で喉のどを潤うるおした小此木神官長は、疲ひ労ろうの見える津本神官に頷うなずく。

「子ウサギ一羽には、帝都城公園は広いですからねぇ」

　人間が入りこめないような狭せまい隙すき間までも、今の桐生瑛二なら、こっそりと身を隠すことができるだろう。

「何があったのか、まったく追つい跡せきできなくなってしまって……。忍にん犬けんも動員したのに……」

　売店で飼かっている忍犬は、とても優ゆう秀しゆうだ。大おお崎さき晴はる香かがウサギと別れた場所に落ちていた白い毛は、確かにウサギのものだった。忍犬はそこから追跡を開始したのだが、それほど進まないうちに、ぷっつりと匂においの探たん査さができなくなった。たかがウサギ一羽。忍犬の鼻で、まさか追跡できなくなるとは、誰もが思ってもいなかった。

　頭を抱かかえて苦く悩のうする津本神官を見て、小此木神官長は苦笑した。

「それって、逆効果ですよ、津本神官」

「は？」

「忍犬を使ったから、かえって見つけられなくなってしまったんですよ」

「は？」

　帝都城下では猫ねこやカラスに襲おそわれていたかもしれないが、帝都城公園の忍犬は賢かしこくて優しいので、子ウサギの桐生瑛二を苛いじめたりしない。味方になり、守ってくれるはずだ。

　わけがわからないという様子の津本神官に、小此木神官長は教える。

「桐生くんは犬がとっっっても苦手なんです。犬がいるからこそ、隠おん形ぎようの術を使って移動しているんでしょう」

「はぁ!?」

　犬はご機き嫌げんで懐なついているつもりだが、どこに行っても犬に飛びかかられる桐生瑛二は、毎回とても恐おそろしい思いをしている。

　公こう儀ぎ隠おん密みつの目が届く範はん囲いで、来園者に迷めい惑わくをかけないよう配慮しての捜索でも、繫つながれていない犬がうろついているのは桐生瑛二にとって恐きよう怖ふでしかない。絶対に見つからないよう、全力で隠形の術を使っているのに違いない。

「す、すぐに忍犬による捜索をやめさせます！」

「はい。そうしてあげてください」

　執務室から走りでていく津本神官を、小此木神官長は手を振って見送った。

「後は、頼たよれる誰だれかに、桐生くんが会えればいいんでしょうけど」

　修行途中の中学生が、全力で隠形の術を使い続けるのには、時間制せい限げんがある。体力と気力が尽つきて、術を使えなくなったところで忍犬と遭そう遇ぐうするのは、桐生瑛二にとって、きっと悲ひ惨さんな体験になるだろう。忍犬に発見される前に、神官か公儀隠密の誰かが子ウサギを見つけたならば、桐生瑛二は怖こわい思いをしなくてすむ。

　津本神官の気配が遠くなり、小此木神官長は表情を引き締める。

（この騒動を利用しようと企たくらむ輩やからがいないことを願います）

　断りにくい相手だったため、やむなく桐生瑛二の受け入れを承しよう諾だくしたが、あの少年が帝都神社にとって弱点のひとつになることは否定できない事実だ。

　何のために、誰が『不思議の色石』を使って桐生瑛二の魂コンを抜いたのか、わかっていない。不ふ測そくの事じ態たいに備そなえるよう命じてあるが、いつまでこの緊きん張ちよう状態が続くのかしれないので、正直厳きびしい。




　帝都城公園に犬が放されていることに気づき、それからずっと隠形の術を使って移動していた桐生瑛二は、へとへとになっていた。

（結局、あいつらは見つからなかった……）

　こそこそと移動しながら、人の声がするたびに聞き耳を立てたが、あの男たちと同じ声を聞くことはできなかった。あのまま戻らず、大崎晴香に帝都神社へ連れて行ってもらっていたら、ここでこんなことにはなっていなかったのだろうが、どうしても引き返さずにはいられなかった。桐生瑛二は後こう悔かいをしていない。

（望もち月づきさんは、この時間だとまだ帝都神社、だ）

　金曜日の今日は、他の神務実習生と一緒に祝詞の修行をした後、神官たちと食事をしてから蒼司朗は奥庭に向かい、奥庭の四神様を連れてきて帝都神社の社務所に泊まる。

　男たちが言っていたように、蒼司朗が奥庭の四神様を連れていないのは、帝都神社を出て奥庭に向かうときだ。

（帝都神社を出る前に、狙ってる怪あやしい人がいるからって言わないと……）

　疲ひ労ろう困こん憊ぱいしていた桐生瑛二は、帝都神社へと続く遊歩道横の植え込みの陰かげをふらふらと移動する。

（あ……）

　足をもつれさせ、桐生瑛二はぽてっと転んだ。

（起きなくちゃ）

　起きて、前に進まなければと思うのだが、身体からだが動かない。




　帝都神社を出て、奥庭に向かおうとした蒼司朗は、植え込みの陰に落ちている、白っぽいものに気づいた。落とし物なら、もう少し遊歩道に近いところにあるだろう。

「？　ゴミかな？」

　ポイ捨てするつもりはなくても、風に飛ばされてしまうことはある。外がい灯とうの陰でよく見えないが、蒼司朗はそちらに近寄ってしゃがみこむ。

「……ウサギ？」

　薄うす汚よごれていたが、ヌイグルミではなく、生きた小さなウサギだ。ぐったりと倒たおれ伏ふしているが、生きているらしく身体が小さく上下している。

（どこかから逃げてきたのかな？）

　どんなところで飼われていたのかはわからないが、このままにしてはおけない。篠しの原はら勇ゆう輝きには、またこんなものを拾ってと、呆あきれられそうだ。

（怖がらないでね）

　そっと蒼司朗は子ウサギを撫なで、怪け我がをしていないか注意しながら、静かに抱きあげる。




　温かい手で撫でられ、身体が宙ちゆうに浮いた。

（……あ……）

　意識を飛ばしていた桐生瑛二は、ゆっくりと目を開ける。




　目を開けた子ウサギを撫でて、蒼司朗は微笑ほほえみかける。

「大丈夫？　桐生くん」




　呼びかけられ、桐生瑛二はぴくりと耳を動かした。

（今、僕のこと……）

　呼んだ────。



















　西の森庭園のほうから早足でやってきた女の子の二人組が、遊歩道の端はしでしゃがみこんでいる蒼司朗を見つけた。

「あ、あの子だよ、きっと」

「蒼司朗くん？」

　初対面の女の子に呼びかけられ、蒼司朗は振り向いて立ち上がる。

「はい？　何でしょう？」

　蒼司朗が返事をしたので、ほっとした様子で、女の子たちは近寄った。

「よかったー、ここにいてくれて。待たなきゃいけないかと思ったよ」

「あのね、従い兄と弟この清きよ志し朗ろうって人が、蒼司朗くんに来てほしいって」

「え？」

　驚おどろく蒼司朗に、女の子の一人がハンカチを差しだして渡した。

（清ちゃんのだ！）

　望月家の紋もんと名前が入っているハンカチは、清志朗の持ち物に間違いない。

「男の人たちと喧けん嘩かになりかけてたみたいだけど」

「けっこう、ヤバい感じだったよね」

「どこ!?」

　顔色を変えた蒼司朗に問いかけられ、女の子たちは答える。

「えっと、西の森庭園の西側って」

「早く行ってあげたほうがいいよ」

　言うだけ言うと、女の子たちは蒼司朗から離れてもと来た方向に走って行った。

（清ちゃん……！）

　賢い清志朗は軽けい率そつなことはしない。蒼司朗に来てほしいと頼んだのなら、おそらく蒼司朗がいることで問題が解決するからだ。何が起こっているのかはわからないが、とにかく急いで行かなくてはならない。




　食事休憩のため、佐久間神官と交代して帝都大学付ふ属ぞく病院から戻ってきた鈴宮神官は、帝都神社のすぐ近くで女の子二人と何か話している蒼司朗を見つけた。

（こんな時間に、珍めずらしいですね）

　初めて見る光景だが、忙しくしている蒼司朗と話したいと思ったなら、帝都神社の前で出待ちするしかないだろう。

（お友だち、なのかな）

　帝都学園高等部は男子校なので、女の子の同級生はいない。どこかで知りあったか、奥庭のお庭番としての蒼司朗のファンか。

　見つめていた鈴宮神官の視線に気づき、女の子たちは蒼司朗に何か言うと、さぁっと逃げるように走り去ってしまった。

（うわ……）

　不ぶ躾しつけな真ま似ねをしてしまったかもしれない。失敗したと思った鈴宮神官に向かって、くるっと蒼司朗が振り向いた。

「鈴宮神官！」

「は、はいっ！」

　返事と同時に思わず姿勢を正してしまった鈴宮神官へと、蒼司朗が駆かけ寄った。

「桐生くんをお願いします！」

「は!?」

　抱いていた白い子ウサギを蒼司朗から渡されて、鈴宮神官は目を丸くする。

（桐生くんって!?）

『不思議の色石』の力で魂コンを抜かれた桐生瑛二が、白い子ウサギの姿になってしまったことは、帝都神社の神官と公儀隠密だけに、口こう外がい無む用ようとして知らされた。帝都神社の関係者であっても、捜索に係わっていない蒼司朗には伝えられていないはずだ。

　鈴宮神官に子ウサギを預けた蒼司朗は、くるりと踵きびすを返す。

「すみません、それじゃ！」

　女の子たちが去って行ったのとは別方向の遊歩道に向かって、蒼司朗は勢いきおいよく走って行った。

「ちょ、ちょっと、蒼司朗様っ……！」

　止める暇ひまもない。あっという間に蒼司朗の姿は見えなくなった。

　ぐったりしている白い子ウサギを抱え、鈴宮神官は困惑する。

「……え、っと、桐生くん……？」

　名前を呼ぶと、白い子ウサギは、ぴくっと耳を震ふるわせた。

　蒼司朗から渡されたこのウサギが、本当に桐生瑛二の身体から抜きだされた魂が変化したものなのかはわからないが、捜索していた条件にぴったりなウサギが、こんな場所でたまたま迷まい子ごになっているとは考えにくい。

（間違いでも……！）

　たとえ勘かん違ちがいでも、連れて行って叱しかられることはないだろう。食事休憩をとっている場合ではない。

　大事に子ウサギを抱え、帝都大学付属病院に戻ろうとした鈴宮神官は。




　ドーン……！




　帝都城公園の南か東の方向から聞こえた爆ばく発はつ音おんに、びくりと身を竦すくませた。

（今のは……！）

　爆ばく弾だんか何かが、帝都城公園に仕し掛かけられていたのだろうか。

　気にはなるが、それよりも鈴宮神官は、このウサギを一いつ刻こくも早く帝都大学付属病院に連れて行かなくてはならない。




　白い子ウサギの桐生瑛二を捜索していた神官と公儀隠密は、どこからか聞こえた爆発音に、緊張する。

「新しん庄じよう神官……！」

「反そり町まち神官はウサギの捜索続行の指示を！　宇う梶かじ神官と檜ひ垣がき神官はついてこい！」

　新庄神官は爆発音の原因を探さぐりに急行し、反町神官は他の神官を率ひきいて、子ウサギの捜索を続行する。公儀隠密の一部と帝都城公園警けい備び員いんも、爆発音の聞こえた場所に向かっていた。




　現場に駆けつけた者たちが見つけたのは、帝都城公園東部、修しゆう道どう館かんの裏うら手てにある人通りのない遊歩道で、ばらばらに砕くだけ散ったベンチだ。何か爆発物が仕掛けられていたらしい。

「利用者がいない場所でよかった」

　真っ先に駆けつけた警備員は、安あん堵どする。次々と現場に到着した者たちも、負ふ傷しよう者しやの見えない状況に、ほっと胸を撫で下ろした。

　この遊歩道を通るのは、修道館へ行き来する者が主おもだが、今日のこの時間、修道館は利用されていないし、近くの植物園は閉へい園えん時間だ。帝都民の散歩コースとなる遊歩道ではなかったので、幸いにも被ひ害がい者しやは出なかった。

「……殺さつ傷しよう目的の爆弾ではないようですね」

　飛ひ散さんした爆発物の残ざん骸がいを探って、公儀隠密と警備員、帝都神社の神官は眉まゆを顰ひそめる。

　これはまるで、大きな音でこの場所に注意を集めるためのもののようだ────。




　半はん信しん半はん疑ぎで白い子ウサギを連れて帝都大学付属病院に向かった鈴宮神官は、もうすぐ桐生瑛二の病室に到着するというところで、質しつ量りようが突然曖あい昧まいになった子ウサギに、ぎょっとする。

（消える……！）

　温かくてふわふわと柔やわらかいが、確かに重さがあり、生きて呼吸をしていたウサギが、消えてなくなる────！




　微かすかに睫まつ毛げを震わせた桐生瑛二に気づき、病室でずっと付き添っていた野の島じま教きよう諭ゆは、はっとする。

「桐生くん!?」

　野島教諭の声に驚いて、ベッドの近くにいた佐久間神官は桐生瑛二に注目する。

　すうっと大きく一度息を吸すいこみ、桐生瑛二はゆっくりと目を開けた。

「桐生くん！」

「よかった！　目が覚めたぞ！」

　間近で聞こえる大声に、桐生瑛二は眉を顰め、身を起こしながら口を開く。

「……望月、さんが、狙、わ……」

　完全に脱だつ力りよく状態にあった桐生瑛二の身体は、まともに動かなかった。ぐらりと姿勢を崩くずした桐生瑛二を、慌てて野島教諭が支える。

「まだ動いちゃ駄だ目めだ！　桐生くん」

　腕に針はりが刺ささったままの点てん滴てきのスタンドが、桐生瑛二の動きにあわせて大きく揺ゆれた。

「先生に知らせてきます！」

　病室を走りでた佐久間神官は、廊下にいた鈴宮神官にぶつかりそうになり、慌てる。

（鈴宮神官が桐生くんの魂のウサギを連れてきたのか）

　それなら、意識を回復するわけだ。




　野島教諭に支えられ、ベッドに戻された桐生瑛二は、ぱちぱちと目を瞬しばたたく。

（あれ？）

「……こ、こ、どこ、ですか……？」

　帝都学園中等部の寮りようの部屋ではない。

「病院だよ。桐生くんは朝から具合が悪くて、救急車でここに運ばれたんだ。帝都に来て、がんばりたいのはよくわかるが、あまり無理しちゃいけないよ」

「……すみ、ま、せん……」

　野島教諭の説明を聞き、桐生瑛二はそうだったのかと納なつ得とくする。

（……夢を、見てたのかな）

　ひどく生なま々なましかったが、人間の桐生瑛二がウサギになって、カラスや猫に追い回され、帝都城下を逃げ回るなんて、悪あく夢む以外の何ものでもない。




　鈴宮神官は医師に知らせに行く佐久間神官へお辞じ儀ぎをして、病室の前から離れる。

（小此木神官長に、お知らせしなければ）

　間違いなく桐生瑛二の魂が変化していた白い子ウサギを見つけて連れてくることで、抜きだされた魂は桐生瑛二の身体に戻った。




　佐久間神官に桐生瑛二の意識が戻ったことを伝えられた日ひ吉よし医師は、すぐに看かん護ご師しと共に病室に向かい、診しん察さつを行った。

「よかった、もう大丈夫ですよ。何も異い状じようはありません」




　小此木神官長の元に、鈴宮神官の飛ばした知らせの式が、ふたつ届いた。
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（どうしたのだろう……）

　覚えのある胸むな騒さわぎに、勉強をしていた若様は鉛えん筆ぴつを置いた。呼ばれている、そうはっきりわかるから、勉強をしている場合ではない。




　帝都城内うち堀ぼりの中は、一いつ切さいの穢けがれが入りこまないように結けつ界かいで守られているが、蟲むしは闇やみを好む。万が一の用心から、若様は日にち没ぼつ後に城から出ることを禁じられている。

　どうしてもという場合には、どんな理由でどのくらいの時間外出するのかを告げて、警けい備び部ぶの許可を得たうえで護ご衛えいをつけなければならない。しかし今は、許可を取っている時間がない。

　若様は城内を警備している公こう儀ぎ隠おん密みつの巡じゆん回かいの合間を見み計はからい、こっそりと部屋を出た。物音を立てないように素早く移動して、警備の者が立っている出入り口ではなく、一階の窓から城を抜けだす。

　運動神経がよく、身が軽い若様のこのような行動は、訓練を受けた公儀隠密にも引けを取らない。足音を殺して風のように駆かけだした若様に、小こ柄がらな人影が追いすがった。

「────若様……！」

　公儀隠密として常に若様の側そばで警護を行っている柳生やぎゆう真ま純すみは、巡回警備にあたらない。こっそりと城を抜けだした若様に気づいたのは、柳生真純だけだ。

「このような時間に、どちらへ!?」

　幼おさないころから周りの者に気を配っている若様は、身み勝がつ手てな行動を取ることは絶対にない。日も暮れたこんな時間に、誰にも黙だまってどこに出かけるというのだろう。

　若様は巡回警備や見張りに見つからないように、そっと城を出てきても、城の外で控ひかえている公儀隠密の誰かが必ず、警護についてくれるだろうと信頼していた。柳生真純から声をかけられることも予想していたので、若様は驚おどろかない。

「奥庭だ！」

　横に並んで走りながら訊たずねた柳生真純に、若様は答えた。

（奥庭って……）

　柳生真純は目を丸くする。若様のこの様子から推測するに、奥庭の四し神じん様が若様を呼んでいるのに違いない。

（確か、蒼そう司し朗ろう様はまだ帝都神社におられる時間よね）

　帝都神社は今日、桐生きりゆう瑛えい二じの件で朝から落ち着かない様子だったが、神務実習生を加えての修行に、何か支し障しようが出ているとの報告は受けていない。

　もうそろそろ蒼司朗は修行を終えて奥庭に四神様を迎えに行く時分かと思うが、わざわざ若様を呼ぶということは、蒼司朗が来るのを待てないような状態なのだろうか。

　赤ちゃん返りしている奥庭の四神様が、寂さびしがって遊んでほしくて若様を呼んだのなら、大騒ぎするようなことはないだろう。とにかく、若様は奥庭に行って奥庭の四神様に会い、呼ばれた用件を確かめなければならない。

「ご無理なさいませんよう」

「わかってる」

　頷うなずいた若様から離れ、柳生真純は距離を取って警護を続ける。




　帝都城公園では、複数の警備員と公儀隠密が巡回警備を行っている。大声をあげる者がいたなら、一分と経たたないうちに必ず誰かが現場に駆けつける。

　だが治安を預かる大人が介かい入にゆうすれば、高校生同士のいざこざも大事になってしまうだろう。賢かしこい清きよ志し朗ろうなら、穏おん便びんに解決するほうを好む。

（清ちゃん、待ってて！　すぐ行くから！）

　自分がどんな役に立てるのかはわからないが、清志朗のハンカチを握にぎりしめ、とにかく蒼司朗は西の森庭園の西側へ向かって走る。途と中ちゆう、遠くで爆発音がしたのだが、全力疾しつ走そうしていた蒼司朗は、それにまったく気づかなかった。




（いた！　あそこだ！）

　西の森庭園に入ってしばらく走ったところで、蒼司朗は暗い庭園内に複数の人影を見つけた。

　暗くてよくわからないが、四人の男性に取り囲まれているらしい細身の男性が、法はつ被ぴらしきものを着ていた。




「清ちゃん！」




　叫さけぶように呼んだ蒼司朗の大声に、暗がりで清志朗を囲んでいた四人が、はっと振り向いた。

「何だ!?」

「邪じや魔ますんじゃねぇ！　ひっこんでろ！」




（大人!?）

　同年代の高校生同士のいざこざで呼ばれたのかと蒼司朗は思っていたが、違うらしい。しかしだからといって、引き下がるわけにはいかない。大事な従い兄と弟こである清志朗が、蒼司朗に協力を求めてきたのだ。

　恫どう喝かつする男たち────、『田た中なか』と『木き村むら』と呼びあっていた男に向かって、臆おくせず蒼司朗は駆け寄る。




「来るんじゃねぇよ、ガキが！」

　一直線にやってくる蒼司朗に向かって、男の一人が大きく腕を振った。一ひと摑つかみの砂が、蒼司朗の顔面に浴びせかけられる。

「う、わっ……！」

　目め潰つぶしをまともに食らった蒼司朗は、砂の入った目を閉じ、たまらず足を止める。




　遠くで爆ばく発はつ音おんがしたということは────、多少の騒ぎが起こっても、いつもなら近くにいるだろう警備員や公儀隠密は、すぐに駆けつけられない。




　西の森庭園の暗がりに立っている五人の男たちは、目と目で合図をする。

（よし、これで）

（喧けん嘩かの巻き添えで、不幸な怪け我が人にんの出来上がりだ）




　暗いのは、設置されている外灯をこの男たちが壊こわしたからだ。

　庭園の樹木で月明かりが遮さえぎられる場所を選び、外灯を壊して作った暗がりで、清志朗のハンカチを使い、帝都城公園内にいた少女に小こ遣づかいを渡して言こと伝づてを頼んだ男たちは、蒼司朗を待ち伏せていた。

　取り囲まれるように立っていた男は、背せ格かつ好こうや髪かみの長さこそ清志朗に似ていたが、清志朗ではなく、着ている法被も望もち月づき造ぞう園えんのものではない。




（こんなガキ、殺すまでのこともないぜ）

　爆弾騒ぎで別の場所に追いやった警備員たちが、通常の巡回警備に戻るころには、もうすべてが終わっている。喧嘩をしている大人の中に入ってくる子供が、身みの程ほど知らずなのだ。

　実際は蒼司朗を狙ねらい、噓うそをついて呼び寄せ、待ち伏せていたわけだが、そんなことは男たちが口を噤つぐんでしまえばわからない。




（清ちゃん……）

　よろめきながら近づく蒼司朗に向かって、男の一人が大きく振り上げた棒ぼうが────。




「クエーッ！」




　耳をつんざくダチョウの雄お叫たけびに、びくっと思わず誰もが身を震わせた。




　ドッドッドッ！　ドゲシッ！　バキバキバキッ！




　蒼司朗に向かって棒を振り下ろそうとしていた男は、砂すな埃ぼこりを巻き上げ重量感満点で突とつ進しんしてきた鳥類最大の鳥の、最強を誇ほこる脚による凄すさまじい回し蹴げりを横っ面つらに食らい、近くにいた男もろとも、豪ごう快かいに吹っ飛んだ。




　危あやういところで蒼司朗を攫さらい、暴ぼう漢かんを吹っ飛ばしたのは、ダチョウに乗った異国の王子様だ。




「蒼司朗センパイを傷つけヨウとスル人ハ、許さないヨ！」

　重く迫はく力りよくのある足音を響かせるものが近づいてきたと思った次の瞬間には、蒼司朗は襟えり首くびを摑まれ、一息で吊つり上げられていた。

　ダチョウの背に引き上げられ、お姫様抱だっこされた蒼司朗は、腰に回された腕に覚えがあった。奇き妙みような発音の、この声の主ぬしを蒼司朗はよく知っている。

「……望ぼう威い？」

　蒼司朗は砂が入った目を開けようとして苦戦しながら、自分を支えてくれている少年に顔を向ける。

「お前、何でここに……!?」

「週に一度のメシウマ時間デース。蒼司朗センパイ、擦こすっちゃダメですヨ」

　頰ほおにご飯はん粒つぶをひとつくっつけた望威は、ダチョウの首にかけたバッグから水すい筒とうを出し、蒼司朗が握っているハンカチに手早く水を含ふくませた。蒼司朗を手伝って、砂で汚よごれた顔を、湿しめらせたハンカチでそっと拭ぬぐう。



















　背に乗せた者たちが行っている、何だか甘あまったるいことに一切構わず、まだ収まらない砂埃を纏まとったダチョウは羽を大きく膨ふくらませ、度ど肝ぎもを抜かれていた男たちを睨にらんだ。

「クエ──ッ！」

　恐ろしい雄叫びをあげて威い嚇かくするダチョウから、残った三人の男、田中と木村、清志朗に似せた格好をした男は、砂埃に咳せきこみながら急いで距離を取る。

　先ほどダチョウに蹴り飛ばされて吹っ飛んでいった男たちは、庭園の生いけ垣がきに頭から突っこみ、粉ふん砕さいした生け垣に身体半分めりこませたまま、ぴくりとも動かない。




（何だ!?　コイツ）

（冗じよう談だんじゃねぇ！）

（こんなのが出てくるなんて、聞いてないぞ！）

　子供っぽい小柄な蒼司朗一人なら、殴なぐって昏こん倒とうさせ、腕の一、二本骨こつ折せつさせればおしまいだと思ったのだが、大きくて凶きよう暴ぼうな鳥に乗った男が加わるとなると、話は別だ。




　望威が来てくれて、蒼司朗は窮きゆう地ちを脱したが、それで安心してはいられない。

「望威！　清ちゃんを……！」

　必死な様子の蒼司朗に、望威はきょとんと目を瞬しばたたく。

「清志朗センパイ？　いないヨ。よく似た格好ノ人はイルけどネ」

「え？」

　望威の腕に支えられたまま、蒼司朗はダチョウの上から男たちを見下ろす。

（清ちゃんじゃない……）

　本当に望威の言うとおり、よく似た背格好の男がいるだけで、清志朗ではなかった。

（でも、あの子たちは清ちゃんがオレを呼んでるって言ってた。それに、このハンカチは清ちゃんのだ）

　女の子たちから言伝を聞き、慌てて駆けつけた蒼司朗は、清志朗のハンカチをぎゅっと握りしめる。ここにいるはずの清志朗がおらず、いないはずの望威に助けられるなんて、わけがわからない。

「いったい、何がどうなってるんだ？」

（メシウマ時間って何だ？）

　怪け訝げんな顔をした蒼司朗は、望威のほっぺたにくっついていたご飯粒を取って、望威の口に突っこんだ。蒼司朗の行動にびっくりしてから、望威は照れ笑いする。

「話は、コノ人たちからユックリ聞けバいいヨ。警備の人タチが、もうすぐ来るカラ」

　望威のダチョウは凶暴だが、とても賢く、誰だれ彼かれ構かまわず襲おそいかかるわけではないし、無む駄だに雄叫びをあげることもない。

　爆ばく弾だん騒動で、警備についていた者はより多くの来園客がいる場所の警備を強化しつつ、現場に急行したが、ダチョウの雄叫びを耳にすれば、何があったのか確認しに、間もなくこの西の森庭園にも駆けつけるだろう。




「くそ……！」

　田中はダチョウの上の蒼司朗と望威を睨み、ぎりっと歯は嚙がみする。

　他に証人がいては、蒼司朗の勘かん違ちがいだという誤ご魔ま化かしはきかない。そしてここだけ外灯が故障している状態も、不自然極きわまりない。

　男たちは帝都城公園の反対側に爆弾を仕し掛かけ、そちらに警備員たちの目を向けさせておいて、手て薄うすになった場所で蒼司朗を襲撃し、さっさと逃げる予定だった。襲撃に邪魔が入り、まさかダチョウに雄叫びをあげられるなんて、夢にも思わなかった。

　田中と木村は、野外音楽堂の近くの広場で一緒にいたところを、大勢の者に目撃されているだろう。法被を着て清志朗に似せた若い男は、あからさまに怪あやしい。

（俺たちだけでも逃げるぞ）

　田中と木村は、素す早ばやく目で合図を送りあった。逃げるなら、二人一緒でないとまずい。

「面めん倒どうだが、さっさと殺やって逃げるしかねぇな！」

「ちっ！　楽な仕事だと思ったのによ！」

　ダチョウに乗る望威と蒼司朗を睨みながら、隠し持っていた刃物を取りだす田中と木村に続き、清志朗のふりをしていた男も遅れじと刃物を取りだす。




　わけがわからないが、とにかく、不ふ届とどきな暴漢だということだけは蒼司朗にもわかった。

「離せ、望威！　降りる！」

　賊ぞくと対たい峙じしようという気き迫はくに溢あふれた言葉に驚き、望威は腰に回していた手でがっちりと蒼司朗を拘こう束そくする。

「危ないヨ！　どうやって戦ウつもりデスか!?」

　ダチョウから降り、いつものように『お庭番、参る！』とばかりに飛びだしていこうとした蒼司朗は、顔色を変えた望威に強く引き止められて、はっとする。

（しまった、オレ、丸腰だ……！）

　清志朗の非常事態だと頭に血が上り、取るものもとりあえずという状態で来てしまった蒼司朗は、己おのれの今の状態をわかっていなかった。




　愛用の枝えだ打うち斧おのという得え物ものがあって、体格的に不利な蒼司朗はようやく一人前に戦える。そして蒼司朗の身に及およんでいる加護は、ピヨ四神を連れているからこそのものだ。奥庭の四神様が加護しているのは、帝と若様と帝都城なので、蒼司朗個人に加護は及ばない。

　望威が現れなければ、どうなっていたか。考えた蒼司朗はぞくりと戦せん慄りつする。

　当たり所が悪ければ、人は簡かん単たんに死ぬ。そのことを蒼司朗は辛つらい経験と共に思い知っている。いつ我が身の話になってもおかしくはない。




「クエーッ！」

「耳ヲ塞ふさいで、ボクにシッカリ摑つかまっててクダサイ！」

「う、わっ！」

　ターバンをずり下ろして耳を保護した望威は、刃物を振りかざし襲いかかる男たちに立ち向かうため、ダチョウの手た綱づなを握る。大きく動いたオラオラに振り落とされそうになり、蒼司朗は望威にしがみついた。

　大きくて凶暴だろうと、所しよ詮せんは鳥類。木村たちは刃物を使って三人がかりで襲えば、仕し留とめられると考えたのだが、それはまったく甘かった。

　オラオラは、砂の国で王子が単独で夜の砂さ漠ばくに向かい、宝石を集めて持ち帰るための、乗じよう用よう運うん搬ぱん戦せん闘とうダチョウのエリートだ。背中に王子と宝石を乗せた状態で、宝石を狙って襲ってくる複数の盗とう賊ぞくと戦う訓練を受けている。

「クエーッ！」

　耳を塞ぎたくなる大声で鳴いたオラオラは、襲いかかる賊の刃を華か麗れいにかわして強きよう烈れつな蹴りを放つ。




　ドゲシッ！　ズガガガガガッ！




　オラオラに蹴られ、田中は顔面から地面を抉えぐる勢いで遊歩道を吹っ飛んでいった。

「兼かね重しげさん！」

　吹っ飛んでいった田中に向かって、清志朗のふりをしていた男が叫んだ。遊歩道に転がる田中に目もくれず、木村は清志朗のふりをしていた男を睨みつけ、ちっと舌した打うちする。

「この馬ば鹿か野や郎ろうっ……！」

　恐ろしい目で木村に睨まれ、清志朗のふりをしていた男は、『田中』を別の名前で呼んでしまったことに気づいた。あの男の本名が『兼重』だとは限らないが、わざわざ自分たちから胡う散さん臭くささの増える発言をしなくてもいい。

　しまったと顔色を変えた瞬間、隙すきのできた男に向かって、オラオラの蹴りが炸さく裂れつした。




　ドゲシッ！　ズドン！




　清志朗のふりをしていた男はオラオラの蹴りを食らって吹っ飛び、背中から大きな木の幹みきに激突すると、カエルが潰れるような声を出して、振り落ちる木の葉を浴びながらその根元に落ちた。




　最後の一人となった木村は、急いでオラオラから逃げて距離を取る。

（くそ……！）

　この有あり様さまでは、ここから一人だけ逃げられたとしても、駆けつけた警備員に通報され、外堀にかかる橋を渡る前に捕まってしまうだろう。

（こうなったら、最後の手段だ！）

　もしも、まずい状態になったならと、ハマダから預かっていたものがある。木村は最初にオラオラの回し蹴りを食らって吹っ飛んだ男へ駆け寄ると、その上着のポケットに手を突っこみ、小振りな鶏にわとりの卵のような形をしたものを摑みだした。




　昏倒した仲間に駆け寄った木村を目で追っていた蒼司朗と望威は、木村が摑みだしたものに、ぎょっとする。

（石の卵！）

　作りものにも似たそれは、幻げん獣じゆうの卵だ────！

　驚く蒼司朗と望威に、にやりと笑った木村は、躊ちゆう躇ちよなくそれを足元の遊歩道に叩たたきつけた。




　パキン……！




　石の卵は割れ、中に封じられていた幻獣が強制的に解き放たれる。

　石の卵が割られた瞬間、賢いオラオラは主人たちの身を守るため、強きよう靱じんな脚力を使ってそこから大きく離れた。




「ジャアァァァッ！」




　ぞっとする声と共に炎を吐はいて解き放たれたのは、大型犬ほどの大きさの竜りゆうだった。

　吐きだした明るい炎に照らされ、はっきりと竜の姿が見えた木村は目を剝むく。

「な、何でこんなモノが!?　俺が預かったのは、パック・ヘアリとかいうヤツだったはずなのに……！」




「ジャアァッ！」

　強制的に解き放たれ、最悪の機き嫌げんで目覚めた火か竜りゆうは、一番近くにいた木村に向かって、炎を吐いた。木村は一瞬にして、全身を炎に包まれる。

「ぐあぁぁっ！」

　炎に包まれてもがき苦しんだ木村から燃え移った炎が、近くの生け垣を燃やし、さらには生け垣に身体を突っこんでいた男たちをも燃やす。

「────ぎゃあぁぁ！」

　生身を焼かれる灼しやく熱ねつの痛みで意識を取り戻した男たちは、断だん末まつ魔まの声をあげた。




「っ……！」

　身の毛もよだつ光景に、オラオラは火竜を睨みながらさらに後退する。望威は見るなとばかりに、大きな手で蒼司朗の目を塞いだ。

「望威っ！」

「駄目デス！　アノ人は助からナイ……！」

「でも、このままじゃ！」




「ジャアァァァッ！」

　怒りに任せて火竜が炎を吐き、その周りは燃え盛る炎に包まれた。オラオラに蹴られ、昏倒していた男たちも、次々と炎に吞のまれる。




「何の騒ぎだ!?」

　オラオラの鳴き声を聞きつけ、慌てて西の森庭園に駆けつけた警備員と公儀隠密、そしてウサギの桐生瑛二の捜そう索さくを行っていた神官は、大きく燃えあがった庭園の一角、真昼のような明るさに、言葉を失った。だが、驚いている場合ではない。

　西の森庭園を焼く炎は、どんどん燃え広がっている。

「消防車だ！」

「早く……！」

「結界を！」

　すかさず結界を作り、燃え広がる炎を食い止めようとした神官だが、しかし炎は結界を越えて燃え広がっていく。

「何だ!?」

「あれ……！」




「ジャアァァァッ！」




　炎の中心にいる火竜の姿を目撃し、神官たちは震しん撼かんする。

　神官たちの霊れい力りよくで、幻獣に立ち向かうことはできない────！




「玄げん武ぶ猛もう攻こう、雪せつ[image: 〓]げつ渦か！」




　燃え盛る炎を前にして、消火の手配をと慌てふためいた警備員たちの横を、一いち陣じんの猛もう吹雪ふぶきが通りすぎた。

　意志を持つものであるかのように蠢うごめいた猛吹雪は、燃え盛る炎を囲んでぐるりと吹きこみ、凍いてついた強固な氷の壁かべとなって聳そびえ立って、延えん焼しようを食い止める。




　望威の手を押し退のけ、猛吹雪がやってきたほうに振り向いた蒼司朗は、玄武の鎧よろいを身にまとい、悠ゆう然ぜんと立つ青年の姿に目を輝かせる。

「蔵くら田た先輩！」

　呼ばれた蔵田実さね親ちかは、異国の王子様に姫抱きにされ、仲よくダチョウの背に乗っている蒼司朗の姿を見て、くすっと笑う。

「やぁ、お姫様。ここは何だか、とんでもないことになってるね」




「ジャアァッ！」




　氷の壁を猛火で溶かす火竜に、警備員たちは驚きよう愕がくする。玄武の戦士の氷が、こんなにたやすく溶かされるなんて、これまでに見たことがない。

「蔵田様！」




　蟲と戦ってきた今までの力では、幻獣を倒すことはできない。




　望威から譲ゆずり受けた石の力を解放するため、今夜も帝都城内堀の物もの見み櫓やぐらで石の調査をしていた蔵田実親は、苦笑する。

（やっぱり駄目だったか）

　炎を吐いていたのは蟲ではなく、見たこともない獣けものだったので、もしや幻獣ではと思ったのだが、大正解だったらしい。しかしそれでも、抜けだそうとしている火竜を黙って眺ながめているわけにはいかない。




「玄武凄せい流りゆう、酷こく屍し霧む葬そう！」




　玄武の戦士、蔵田実親が放った霧きりが火竜に襲いかかる。呼吸器へ強引に侵しん入にゆうする霧は、吐きだそうとする火竜の炎の邪魔をする。

「ギ……！」

　火竜は苦しげに身を捩よじって暴あばれる。いくらか効果はあるように見えるが。

（時間の問題だな）

　蔵田実親は霧を操あやつり、一方で氷の壁に開けられた穴を吹雪で塞ぎながら、火竜を睨む。




「蒼司朗センパイ」

　望威はポケットから宝石箱を取りだし、白い針のような内包物のある『不思議の色石』を、ひとつ摘つまむ。

「これを使ってくだサイ。センパイなら火竜ヲ倒せマス」

「でもオレは────」




「望月蒼司朗！」




　大きな声で蒼司朗の名を呼んだ少年へと振り向いた者たちは、大きく目を見開く。

　公儀隠密・柳生真純を警護につけた若様が、蒼司朗の枝打ち斧を持ち、奥庭の四神様を連れて駆けつけたのだ。

　この絶ぜつ妙みようなタイミングは、まさしく奥庭の四神様のご加護があればこそ。

　愛用の枝打ち斧があり、奥庭の四神様がいてくれたなら、蒼司朗は四神変化し、天の戦士となって戦える！




　白の学生服に身を包む、金色の髪の見み目め麗うるわしい少年の出現は、夜の闇を払う地上の太陽が現れたようだった。




「あれを退たい治じせよ！」




「はい！」

　毅き然ぜんと命じる若様の声に、望威の手から『不思議の色石』を受け取った蒼司朗は、ダチョウから飛び降りる。

　同年代の誰より小柄だが、蒼司朗は守られるだけの姫ではなく、帝都城奥庭のお庭番だ。




　柄えの先を向けて若様が真まっ直すぐに差しだした枝打ち斧を、蒼司朗が摑む。

「ミギャギャ！」

「キュイキュイ！」

「チュチュピチュン！」

「「（しゃー！）」」

　差しだされた枝打ち斧を伝い、ピヨ四神が蒼司朗に飛び移った。



















　愛用の枝打ち斧を持った蒼司朗は、望威から受け取った『不思議の色石』を強く握りしめ、奥庭の四神様と共に、火竜を見み据すえる。

「お庭番、望月蒼司朗────、参る！」
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『不思議の色石』によって身体からだから引き離された魂コンが無事に戻り、後こう遺い症しようがどこにもないことを確認された桐生きりゆう瑛えい二じは、念のためにそのまま一晩だけ入院することになった。

　翌土曜日、桐生瑛二は早朝からの帝都神社での神しん務む実習に、退院したその足で参加した。

　前日の騒そう動どうを知らない者の目には、まったくいつもどおりの桐生瑛二だ。




　本殿の床の清せい掃そう修行に参加する桐生瑛二を見て、蒼そう司し朗ろうは感心する。

（さすが、上手だなぁ）

　慣れた様子で行っている桐生瑛二の雑ぞう巾きん掛がけは、帝都神社の神官のように上手だった。

　桐生瑛二は実家の神社で、掃そう除じの修行からきっちりと下積みをしてきたのだろう。帝都の有名神社の子供である安あん藤どう奏かなでたちと同じように、立りつ派ぱな神官になれるよう、幼おさないころから努力し続けてきたのに違いない。

（桐生くんはきっと、お父さんが務めた奥庭のお庭番を目指してる）

　はっきりそう聞いたわけではないが、蒼司朗にはわかる。

（帝都神社が桐生くんを受け入れたのも、桐生くんの努力を認めたからだ）

　蒼司朗が帝都に来て半年余りだが、中学生や高校生が帝都神社で修行をしている姿を見かけたことはない。

　一般の神官に対しても広く受け入れを行っていないのに、桐生瑛二にだけ修行が許されたのは、彼が小お此この木ぎ神官長のお眼鏡めがねに適かなうほど実力のある子供だったからだろう。

　神社同士の勢力関係や大人のしがらみから、桐生瑛二の修行を断りきれなかっただけだとは、蒼司朗は夢にも思わない。

（桐生くんにがっかりされないように、オレはもっとがんばらなくちゃ）

　ピヨ四し神じんと四神変化して天の戦士となることにもどうにか慣れ、蟲むしの浄化が滞とどこおりなくできるようになったことで慢まん心しんしていた己おのれに気づき、蒼司朗は猛もう省せいした。

　枝えだ打うち斧おのを持たず、ピヨ四神のいない本来の蒼司朗は、非力なただの子供にすぎない。あのとき望ぼう威いが来てくれなかったら、大変なことになっていたのに違いない。

（桐生くんは結界を作れたし、呪じゆ符ふも上手に使いこなしてた）

　小学生の女の子たちが隠かくしていた蟲を、帝都東地区にある公園で退治したとき、蒼司朗一人だったなら、周囲にもっと被害が及およんでいただろう。祝詞のりとや体術訓練にはどうにかついていけるようになったが、結界術、呪符や式などの高等技術に関しては、蒼司朗はまだまだ勉強して修行することがたくさんある。中学生の桐生瑛二の足元にも及ばない。




　清掃修行が終了し、掃除道具を片づけながら、桐生瑛二は考える。

（何だか、変な夢見ちゃったなぁ……）

　小さなウサギになって帝都城下を逃げ回り、小学生の女の子に助けられて、帝都神社に向かって────。

（あの人、全然元気そうだし。夢だよね）

　ウサギになっていた桐生瑛二は、蒼司朗を襲おそおうとしている男たちの話を聞いてしまい、とても慌あわてた。あの襲しゆう撃げきがあったのなら、蒼司朗は無事ではすまなかっただろう。四神変化して蟲を浄化できるかもしれないが、一人の人間として蒼司朗が弱っちいせいで、悪い夢を見たようだ。




　身体に魂が戻った直後、桐生瑛二が発した言葉は鈴すず宮みや神官がしっかり記憶し、元に戻ったという報告と共に小此木神官長に送っていたが、神官が動いたのは、望威が蒼司朗を助けた後だった。

　蒼司朗に危機が迫せまっていると警告しようとしたことから、どうしてウサギの桐生瑛二が、帝都神社に向かう大おお崎さき晴はる香かと別行動を取ろうとしたのか、ようやく謎なぞが解けた。




（自覚はなかったけど、やっぱり緊張して疲れてたんだよな）

　緊張と疲れが出て昏こん睡すい状態に陥おちいってしまうとは、桐生瑛二は思ってもいなかった。

　奥庭のお庭番に就任した蒼司朗が、外国と通じているという疑惑は、桐生瑛二の中でまだ晴れていない。

　学校での勉強と帝都神社での修行に加え、蒼司朗を尾び行こうして素そ行こう調査を行っていたのだから、疲れていても当然かもしれないと桐生瑛二は納なつ得とくする。目を覚ましたら病院にいて、点てん滴てきを受けていたのだから、きっとそうなのだ。




「あれ？　桐生くん、頭に埃ほこりがついてるよ」

　雑巾を洗い終わり、横を通りかかった蒼司朗は、声をかけて桐生瑛二の頭に手を伸ばした。

　え？　と動きを止めた桐生瑛二の髪かみに乗っていた綿わた埃ぼこりを、蒼司朗はそっと摘つまんで取り除のける。桐生瑛二の髪が乱れていたので、撫なでて直しておく。

　蒼司朗に撫でられた桐生瑛二は、夢の中と同じ感覚に、ドキリとする。




　────大丈夫？　桐生くん




　蒼司朗は優しい声でそう言って、微笑ほほえんだ。

　桐生瑛二はウサギで、喋しやべることもできなくて、自分の名前を誰にも教えられなくて。




「……どうして」

　小さな声で呟つぶやいた桐生瑛二に、蒼司朗は慌てる。

「あ、と、ゴメン！　ここんとこの髪が、ちょっと変になってたから！」

　髪を直す動作が、小さい動物や子供を撫でるそれと同じだった。

　桐生瑛二は年下だが、神官になるための修行をしてきた者としては、蒼司朗よりはるかに先輩で優秀だ。身長差もない蒼司朗に急に頭を撫でられたら、子供扱あつかいされたようで面おも白しろくないだろう。




　蒼司朗の返事は桐生瑛二の求めていたものではなかったが、夢の中のことを訊たずねても、蒼司朗にわかるはずがなかった。夢と現実を、桐生瑛二は混同してしまったようだ。

　髪を撫でた蒼司朗の手は、夢で見たのと同じに、温かくて優しかった。撫でられて気持ちよかった桐生瑛二は、拗すねた顔でぷいと横を向く。気持ちいいと思ってしまったことが、何だか無む性しように腹立たしい。




「そうですか」

　刺とげのある声を出した桐生瑛二に、蒼司朗は失礼なことをしたなと思う。

「次は、ちゃんと言ってからにするね」

　親切のつもりでも、相手が思ってもいないことをするのはよくない。




　清掃修行の後、当番や仕事のある神官はそちらに行くが、残った神官は体術訓練を行う。

　神務実習生はこの体術訓練には参加できないので、自習の時間だ。桐生瑛二も他の神務実習生と同様に自習だが、奥庭の管理人であり『蟲むし呼よびの夜』に参加している蒼司朗だけは、体術訓練に参加する。

（必要があるから、あの人は体術訓練に参加するんだ）

　桐生瑛二とほとんど変わらない小さな身体で、蒼司朗は大人を凌しのぐ戦いをしている。

　神務実習生でありながら、一人だけ別行動をする蒼司朗を、自習室に向かう桐生瑛二は、こっそり気にして見送った。

（心配してるとかじゃないんだからな……！）




　いつもなら体術訓練に参加するのだが、蒼司朗は今日、話があると小此木神官長から社務所の応接室に呼ばれていた。

　社務所に入り、応接室に向かう廊ろう下かで、蒼司朗はお茶の支し度たくをした鈴宮神官と会った。

「蒼司朗様、昨日きのうのウサギのことなんですが……」

「あ、すみません！　押しつけちゃって！」

　昨夜の騒動で、ウサギを拾ったことをすっかり忘れていた蒼司朗は、とんでもない行動を取ったことを思い出し、大きく身体を折って鈴宮神官に詫わびる。

　清きよ志し朗ろうのことで頭がいっぱいになり、たまたま会った鈴宮神官にウサギを押しつけて、そこから走り去ってしまった。

「いえ、それはいいんです。捜してほしいって、依い頼らいを聞いてましたから。蒼司朗様が見つけてくださったおかげで、あの後すぐに、ちゃんと元の場所に戻すことができましたよ」

　実際、蒼司朗があの子ウサギを見つけていなければ、抜きだされた魂を桐生瑛二の身体へ戻すのに、もっと時間がかかっていただろう。

（飼かい主のところに戻れたんだ）

「そうですか。よかった」

　ほっとして微笑む蒼司朗に、鈴宮神官は訊ききたかったことをおずおずと切りだす。

「……あの、どうして蒼司朗様は、あのウサギを桐生くんって呼んだんですか？」




　ウサギの桐生瑛二を捜そう索さくしていた神官や公こう儀ぎ隠おん密みつに確認したが、誰も蒼司朗に桐生瑛二が白い子ウサギになっていることを教えていなかった。わかるはずはないのに、ウサギを拾った蒼司朗は、それを『桐生くん』と呼んだ。




　鈴宮神官に訊ねられ、蒼司朗は目を泳がせる。

「えー、と、何となく？　あのウサギの子、桐生くんに雰ふん囲い気きがすごく似てませんでしたか？」

（うわ、本人が聞いたら、絶対怒りそうだ）

　鈴宮神官相手に言い放ってから、しまったと蒼司朗は昨日の発言を悔くいた。ぱったり倒れていた子ウサギを見た瞬間、『あ、桐生くんだ』と思ったのだが、そんなことを思われたと知ったなら、桐生瑛二は気分を害するに違いない。

「すみません！　このことは桐生くんには内ない緒しよで！」

「は、はい、それは、いいですけど」

　懇こん願がんされて、本当に蒼司朗は子ウサギのことを何も知らなかったのだと、鈴宮神官は理解した。

　どうやら結果オーライだったようだ。

「蒼司朗様は、誰かに似ているという理由で、生き物に名前をつけて呼ばれるんですか？」

　ああいうのはよくあることなのかとさらに訊ねられ、蒼司朗は困こん惑わくする。

「うーん、普段はしないんですけど……。あの子は『桐生くん』って感じだったんですよ。何でかな？」

　蒼司朗は首を傾かしげる。よくわからないが、『桐生くん』と呼びたかったのだから、仕方ない。『桐生くん』以外の呼びかけなんて、まったく思い浮かばなかった。




　応接室には、蒼司朗の他に望威たちと蔵くら田た実さね親ちか、芝しば浦うら神官、柳生やぎゆう蘭らん丸まるが呼ばれていた。柳生蘭丸はソファーを使わず、壁際に立ったまま、入室した蒼司朗に会え釈しやくした。

「蒼司朗センパーイ、ココ空あいてますヨー！」

　先にソファーに座っていた望威は、嬉き々きとして自分の膝ひざの上を指さす。くすっと蔵田実親に笑われて、昨日、ダチョウに乗った王子様に助けてもらった蒼司朗は真まっ赤かになる。

「昨日のあれは、忘れろ！」

　膝の上でお姫様抱だっこされ、ダチョウから振り落とされないよう、望威にしがみついたなんて、恥はずかしすぎる。へらへら笑っている望威の頭に拳げん骨こつをひとつお見舞いし、蒼司朗はソファーの空いていた場所────、望威の隣となりに座った。

　鈴宮神官が皆にお茶を配り終わったころ、新しん庄じよう神官と共に小此木神官長が応接室に入ってきた。新庄神官は柳生蘭丸と同じように壁際に控ひかえ、小此木神官長は一人掛けソファーに腰掛ける。

「では、昨夜の報告を聞きましょうか。芝浦神官」

「はい」

　促うながされ、芝浦神官はファイルを開く。

「昨夜、望もち月づき清志朗くんの名を騙かたって、蒼司朗様を西の森庭園に誘さそいだした五人の賊ぞくですが、火か竜りゆうの炎を浴びた彼らは、救急車で帝都大学付属病院に運ばれるも、今日未明までに全員死亡が確認されました。拾ったことにして望もち月づき造ぞう園えんに持って行って確認したところ、蒼司朗様を信用させるために渡された清志朗くんのハンカチは、昨日なくなった洗せん濯たく物ものであり、本物に間違いありません」

「駄だ目めですよ、蒼司朗くん。あんなちゃちい罠わなに簡単に引っかかっちゃ」

「はい、すみません……！」

　小此木神官長に注意されて、蒼司朗は小さくなる。清志朗が呼んでいると考えただけで、頭に血が上ってしまい、軽けい率そつにも丸腰で飛びだしていってしまった。行動を見み透すかされていることが、恥ずかしい。

　大いに反省している蒼司朗を横目に、芝浦神官は続ける。

「蒼司朗様にハンカチを渡し、西の森庭園へ行くように伝えた少女は、帝都城ホールの催もよおしのために帝都の外から来た来園者だろうと思われます。同じような年頃で服装の似に通かよった少女が多く、今回は残念ながら特定できませんでした」

　ふむと小此木神官長は頷うなずく。

「適当に見かけた少女に声をかけて頼んだと考えたほうがいいでしょうね」

　少女の線から、事件を解明するのには無理があるように思える。

「たまたま来合わせてくれた実親くん、ご苦労さまでしたね」

「いえ、僕はあまりお役に立てませんでした」

　望威から受け取った石について調査をしていた蔵田実親は、物もの見み櫓やぐらから帰る途中で、事件に気づいて急行しただけだ。頭を下げる蔵田実親に、小此木神官長は微笑む。

「いえいえ。実親くんが延えん焼しようを食い止めてくれたから、西の森庭園の被害は小さくすみました。蒼司朗くんを襲った連中も、人間の形をしているうちに病院へ運べましたしね。これは立派なお手て柄がらですよ」

　蔵田実親の放つ氷は、とても役に立った。火竜と戦うことばかりが重要なのではない。

「蒼司朗くんを襲ったあの五人は、暴力を用いて仕事を行う専門家で、依頼人のことが知られないように、始し末まつされたように思いますが、どうでしょう？　望威くん」

　まさしく死人に口なし状態だが、推測は可能だ。小此木神官長に意見を求められ、望威は頷く。

「卵を使っタ人は、火竜を見テ、トテモ驚いてたヨ。パック・ヘアリじゃナイって」

「パック・ヘアリ？」

　首を傾げた小此木神官長へと、那な智ちが教える。

「パック・ヘアリは、妖精の種ナリ。姿ヲ色々に変化サセ、人を道に迷わス」

　芝浦神官は考える。

「視覚などの情報を狂くるわせる力を持つもの、でしょうか？」

「はい。そう思っていただいて、問題ないです」

　入いり谷やは芝浦神官に頷いた。

　火竜は凶きよう暴ぼうな幻げん獣じゆうであり、卵を孵ふ化かさせた者をも焼き殺そうとしたが、卵から出てきたのがパック・ヘアリだったなら、男たちは駆けつけた警備員や公儀隠密たちを惑まどわせて、逃げおおせていたのかもしれない。

（あの男たちを、最初から使い捨てにするつもりだったのか）

　姿の見えない依頼者の悪意が透けて見え、集まった者たちは嫌いやな気分になる。

　確かに、賊が生きていれば、どんな形で情報が漏もれるか、知れたものではない。丸腰であり、ピヨ四神を連れていない蒼司朗を五人がかりで襲うという、何とも汚きたない仕事を請うけ負おった者たちなど、さっさと口を封じておいたほうが、依頼人にとって都合がいい。

「若様が奥庭から四神様を連れだして、枝えだ打うち斧おのを持ってきてくださって、助かりましたね、蒼司朗くん」

「はい……！」

　にっこりと小此木神官長に微笑まれ、若様を使い走らせてしまった蒼司朗は恐きよう縮しゆくする。

「それにしても、何ともタイミングよく蒼司朗くんの窮きゆう地ちに駆けつけるなんて。格かつ好こういいじゃないですか、望威くん」

「毎週、あの時間は帝都城公園に来園しているとか？」

　小此木神官長と芝浦神官の言葉で、蒼司朗たちは望威に注目する。注目された望威は、へらりと笑った。

「アノ時間なら、神官の服デ帝都神社を往復する蒼司朗センパイを見られるネ！」

「王子の夕食休きゆう憩けいの時間ナリ」

「小さいもの好きの変へん態たいストーカーで、覗のぞき見趣味のある坊ぼつちゃまは、蒼司朗様のお姿で、白いご飯が進むそうです。その後の仕事もはかどるので、覗き見バンザイですね」

　自じ慢まんするように自分の主人に対して失礼なことを言って、にこにこと入谷は笑った。




　────メシウマ時間




　頰ほおにご飯はん粒つぶをくっつけて、そう言っていた望威を、蒼司朗は思い出す。

（マジでコイツ、あの辺で飯食ってやがったのか……！）

　蒼司朗が忙いそがしくしているので、望威は声をかけたくても遠えん慮りよして、夕食をとりながらこっそりと見ているだけで満足していたらしい。

　帝都南地区にある店までの往復の時間短縮のため、ダチョウに乗って望威が移動していたことが、今回は幸いした。オラオラは本当に頼りになる強いダチョウだ。────若じやつ干かん、過か剰じよう防ぼう衛えいなところも否いなめないが。




　芝浦神官は、こほんと咳せき払ばらいする。

「石の卵と火竜が出てきましたので、今回も幻げん獣じゆうを使う者が関かん与よしていると考えていいでしょう。そして爆発物を使って、警備員や公儀隠密を遠くにやり、清志朗くんの偽にせ者ものを仕立ててハンカチで蒼司朗様を信用させ、外灯を壊こわして場所を暗くしておくなんて、とても計画的です」

　蒼司朗が狙ねらわれたのは、賊にとって都合のいい、丸腰でピヨ四神を連れていない、もっとも戦せん闘とう力りよくと防御力が低下している時間だった。

　奥庭のお庭番である蒼司朗は、帝都の防衛の要かなめであると同時に、とても弱い存在だ。

「奥庭の四神様を連れていない蒼司朗様には、護衛をつけることを提案します」

　芝浦神官の提案に蒼司朗は驚いたが、小此木神官長たちは頷いた。

「奥庭から帝都神社への出入りの際は、我々が護衛します」

　新庄神官が申し出、柳生蘭丸が続ける。

「帝都神社以外の場合は、公儀隠密と候補生が護衛いたします」

　帝都神社での修行の時間、奥庭で遊ばせているピヨ四神を送り迎えするのにかかる時間は五分ほどだが、たいした時間ではないからと笑い飛ばして遠慮することは蒼司朗にはできなかった。

　昨日蒼司朗を襲った男たちに、人ひと目めを避さけようという考えがなければ、蒼司朗は帝都神社を出るところを待ち伏せされ、大おお怪け我がをしていただろう。

　ずっとピヨ四神を連れて行動すると、蒼司朗を指導する神官が気を遣つかうだろうし、他の神官たちもピヨ四神を気にしてしまう。

　奥庭以外の場所で遊ばせておくと、歓かん待たいする者が甘あまやかしすぎてしまう傾けい向こうがあるので、ピヨ四神の教育的によくないと蒼司朗は思う。

「────お願いします」

　蒼司朗は深々と頭を下げ、その姿に小此木神官長は微笑む。

「当然のことですよ、蒼司朗くん」

　親切めかして言うが、小此木神官長たちは蒼司朗が大事なのではなく、『帝都城奥庭のお庭番』に帝都の脅きよう威いと戦えるよう、無事でいてほしいだけだ。この場に篠しの原はら勇ゆう輝きがいたならば、黙って余よ所そを向いていたことだろう。

「望威くん『特別に！』許可しますから、これからも蒼司朗くんを見に来てくださいね」

「小此木神官長！」

「喜んデ！」

　目を輝かせ、トンデモ許可に仰ぎよう天てんする蒼司朗の肩を抱いた望威の顎あごに、すかさず蒼司朗のアッパーカットがめりこんだ。

「とりあえず、蒼司朗くん。心配させちゃいますから、昨夜のことは、望月造園の方たちには一部内緒で、ね？」

　小此木神官長はお茶ちや目めにウインクをしたが、蒼司朗を誘きだすのに清志朗が使われたことは、内緒にしたほうがいいと蒼司朗も思う。

「はい」




　清志朗もそうだが、本当に蒼司朗が危あやういところだったのだと、望月造園の親方で蒼司朗の伯お父じである望月左さ近こんに知られたなら、蒼司朗を帝都城奥庭のお庭番でいさせることを、これまでのように快こころよくは思わないだろう。蒼司朗を守ろうと、保護者が出てくるのは、小此木神官長にとって都合が悪い。

　望威が蒼司朗を守りたいのは、蒼司朗のことを気に入っているからだ。帝都のためではない。火竜を退治するようにと、蒼司朗に『不思議の色石』を渡したのには、蒼司朗が天の戦士として戦う姿が格好よくて見たいから、というマニアックな理由も含ふくまれている。

　貴き重ちような『不思議の色石』を使わせてしまったが、どんな謝礼をすれば対価となるのかわからない。こちらから頼んだのではないので、そのことについて小此木神官長は触れなかった。




「あぁ、それから、望威くんたちに気にしてもらった『ウサギ』は昨夜お家うちに帰りました。とても元気にしてますよ」

　今日の呼びだしの連絡のときに小耳に入れておいたが、小此木神官長は心配してくれた望威たちに、桐生瑛二の魂が身体に戻ったことを知らせた。




『不思議の色石』を誰かに使われ、桐生瑛二の魂が抜かれたのは大変なことだが、桐生瑛二は帝都学園中等部の寮りようで就寝中にこのようなことになった。これでは、どうにも防ぎようがない。

　どう注意していいのかわからないし、被害者である桐生瑛二が夢だと思っているようなので、この件については箝かん口こう令れいが敷しかれることになった。
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　帝都城奥庭のお庭番襲しゆう撃げき計画が失敗したことを知り、ハマダはその夜、遅くまでやけ酒を飲んだ。

（火竜の卵を無む駄だ遣づかいしてもうたやないか、くそっ……！）

　殺さつ傷しよう効こう果かの高い能力を持つ希き少しよう種しゆほど、取引される幻げん獣じゆうの値段は高くなる。ハマダが使ったのは、自分で購こう入にゆうしたものではなく、過去に帝都を訪おとずれたビョートル老人が、帝都に隠かくし置いていた火竜の卵だ。

　酔よい潰つぶれて、飲み屋のカウンター席の端はしで眠ってしまったハマダは、夢を見た。




『勝手なことをしてくれたな』

　冷れい酷こくな目をしたハイムエンデは、夢の中のハマダと対たい峙じする。

（何や？　コイツ……）

　夢の中で、ハマダは思う。

（昼間会おぅたときと、感じがちゃうやん）

　そう、のらりくらりとして頼りないあのハイムエンデより、こっちのほうがずっと頼りになりそうだ。

『神殺しの宴うたげに、下品な横よこ槍やりを入れるな。お前はもう「いらない」』

　すうっと空を滑すべるようにやってきた細長い幻獣が、ハマダの身体からだの周りをくるくると飛んだ。

（あ？　あ……、あぁあ……）

　ハマダの頭の中から、記憶が、消えていく────。




　閉店時間が近くなり、飲み屋の主人はカウンター席で酔い潰れている客を起こす。

「お客さん、閉店時間だよ。起きて帰りな」

　肩かたに手をかけ、主人がそっと揺ゆすると、その客はぐらりと姿勢を崩くずして椅い子すから滑り落ちていった。

「お客さん!?　おい、大丈夫かい!?」

　驚いた主人は、客を介かい抱ほうしようとして、その男がもう息をしていないことに気づいた。

「救急車だ！　救急車を呼んでくれ！　誰か心しん臓ぞうマッサージのできる奴やつはいねぇか!?」

　主人の大声に、店員や店内にいた客が驚く。主人が客と数名がかりで心臓マッサージをしているところに、救急車が到着し、倒れた客を病院に運んだ。

　何か店で事件が起こったのか、それとも店で出したものに原因があったのか。客を病院に送った飲み屋では、はらはらしながら連絡を待っていた。




　報告された男性客の死因は、心しん不ふ全ぜん。まるで心臓を動かすことを忘れたような、突然死だった。




　望もち月づき家けに泊まる週末だったが、宿題の調べものがあったので、一度望もち月づき造ぞう園えんに戻って皆みなと夕飯を食べた蒼そう司し朗ろうは、清きよ志し朗ろうと一緒に帝都学園高等部の寮りように戻った。

「ごめんね、清ちゃんまでつきあわせちゃって」

「いいよ。この宿題は、僕もやってなかったし」

「ミギャキャ」

「キュイキュイ」

「ピチュン」

「「（しゅー）」」

　帝都や帝都から近いところに自宅のある生徒は、そちらへ戻っているため、週末の夜は寮にいる生徒が少ない。他に自習室を利用する生徒がいなかったので、ピヨ四し神じんは大おお騒さわぎしながら机の上を走り回った。プリントやノートの上を走られては、宿題ができない。

「こらこら、遊ぶのなら、こっちだよ」

　遊んでいい場所を示され、ピヨ四神ははしゃぎながらころころとそちらに移動した。言うことを聞くいい子のピヨ四神を、蒼司朗は優しく撫なでて可か愛わいがり、宿題を続ける。

　他に生徒がいなかったこともあって、蒼司朗の味方であり、気を許していい相手だと認識されている清志朗にも、ピヨ四神の姿が見えた。

（蒼くんは偉えらいなぁ）

　気を配くばってちゃんとピヨ四神のお世話をしながら宿題をする蒼司朗を、清志朗は誇ほこらしく思う。

　提出にはまだ日にちがあるが、突発的に用事の入る可能性がある蒼司朗は、余裕をもって物事を片づけることにしている。蒼司朗が他の生徒より忙いそがしいのは事実だが、計画性をもってきちんと行動すれば、どうにかなることがほとんどだ。

　一いつ生しよう懸けん命めい考えて行動をしているから、蒼司朗はいつでも真まっ直すぐに顔を上げられる。




　蒼司朗と清志朗は、二人で考えて、一緒に宿題を終わらせた。

「けっこうかかったね」

「うん、清ちゃんと今日終わらせておいてよかったよ」

　自習室を出て部屋に戻りながら、隣となりにいる清志朗を見つめ、ふと蒼司朗の頭に不吉な思いがよぎった。

（清ちゃんがもしもいなくなってしまったら……）

　ちょっと想像しただけで、蒼司朗は怖くてたまらなくなる。

「……ミギュ」

　他の生徒もいる廊ろう下かに出たので、逃にげこむように蒼司朗にくっついて隠れたチビ白びやつ虎こが、ぷにっと蒼司朗の下した顎あごに肉球を押しつけた。心配するなと励はげますような柔やわらかい接せつ触しよくに、ほっと蒼司朗は息を吐く。

「？　蒼くん、どうかした？」

「ううん、何にもないよ」

　笑ってそう返事をしたものの、蒼司朗の中の不安は、完全に消え去ったわけではない。




　部屋に戻って勉強道具を自分の机に片づけ、着替えた蒼司朗は、目を泳がせながら清志朗に声をかける。

「あのさ、清ちゃん……」

「何？　蒼くん」

「……今日、一緒に寝てもいいかなぁ？」

　遠えん慮りよがちに蒼司朗に言われ、清志朗は驚いた。

　幼おさない子供のころには、帝都に里帰りした蒼司朗と清志朗は、ひとつの布団で一緒に寝ていた。大きくなってからは、布団を並べて寝るようになっていた。二段ベッドのこの寮の部屋で、二人で並んで、顔を見ながら寝ようとするなら、同じ寝台を使うことになる。

（蒼くんがこんなことを言うのには、きっと理由がある）

　何か怖いことや嫌いやなことがあって、蒼司朗は一人で眠りたくないのに違いない。思い出すのも、話すのも嫌だと思うことは、誰にでもある。

　賢い清志朗は、どうしてとは聞かない。話せるときが来たなら、きっと話してくれるだろうと、信頼している。

「うん、いいよ」

　にこっと清志朗に笑われて、やや緊張していた蒼司朗の表情が、ほっと緩ゆるんだ。

　蒼司朗は自分のベッドから枕まくらを下ろし、清志朗の枕の横に置く。一人用の寝台に枕を二つ並べると、ほぼ横幅いっぱいだ。

「うわー、やっぱ狭せまいかなぁ」

「大丈夫だよ」

　先に寝台に入った清志朗は、くすくすと笑って、蒼司朗が入れるように場所を空ける。

「ミギャギャ」

「キュウ」

「ピピチュピピ」

「「（しゅー）」」

　二段ベッドの上段の、蒼司朗の寝台で遊んでいたピヨ四神が、蒼司朗に飛びついた。

「お前らも、こっちに来るのかよ」

　仕方ないなと、蒼司朗はピヨ四神を順番に撫でる。

　上の寝台に残ったほうが広くてのびのびできるのに、ピヨ四神はやはり蒼司朗と一緒に寝る気のようだ。

「清ちゃんが眠れないから、静かにするんだぞ」

　ピヨ四神を連れて、部屋の灯あかりを消した蒼司朗は、清志朗の横に身体を滑りこませた。

　二つ並べた枕は寝台の横幅いっぱいだったが、身長はあっても清志朗は細身だったし、蒼司朗は小こ柄がらなので、無理なく二人で横になることができた。

「何だか、懐なつかしいね、蒼くん」

「うん。ちっちゃいころは、いつもこうしてたよね」

　くすぐったい気分で、顔を見合わせた清志朗と蒼司朗は笑う。

（清ちゃんの側そばは、いつでもあったかい）

　あったかさを倍増させるように、蒼司朗にくっついたピヨ四神が、居い心地ごこちのいい場所を見つけて、ほにゃりとした表情で目を閉じた。

　日曜日も朝早くから、蒼司朗は奥庭の作業や帝都神社での修行があるが、このまま眠ってしまうのは何だかもったいない。暗くすると同時に眠ってしまったピヨ四神たちを起こさないよう、蒼司朗は囁ささやくように小さな声で清志朗に話しかける。

「清ちゃん、オレ、明日植物園に行くの、すっごい楽しみだよ」

「蒼くんは食虫植物を見るの、初めてなんだよね」

「うん。昨日ポスターを見つけたときに、これは絶っ対に清ちゃんと一緒に行きたいって思ったんだ」

「蒼くんの四神様は、売店の期間限定品がお目当てなんじゃないのかな？」

「キラキラ目でチェック入れてたよー」

　一緒にいるという安あん堵ど感かんに包まれ、蒼司朗と清志朗はゆっくりと、ふわふわした幸せな眠りに落ちていった。




　夜中に尿によう意いを覚えて、蒼司朗は目を覚ました。

（うーん……）

　眠いので我が慢まんしようかと思ったが、ちらりと時計を見ると、夜明けまではまだかなり時間がある。

（行かなくちゃ駄だ目めだな、これは）

　そーっと動いたはずなのに、清志朗が目を覚ました。

「……そうくん……？」

「んーと、トイレ」

「……ん、いっしょにいくよ」




『────きよちゃん、おしっこ』

『……うん、いっしょにいくよ』




　小さいころ、手を繫つないで清志朗に連れて行ってもらったことを思い出し、蒼司朗は頰ほおを緩める。

　一緒に眠ったことで、清志朗はあのころの夢を見ていたのかもしれない。

　大きくなった今はもう、蒼司朗は清志朗に連れて行ってもらわなくてもいい。

「大丈夫。一人で行けるから。清ちゃんはここで寝てて？」

「……こわくなったら、おおきなこえでよぶんだよ？」

　小さいころと同じ言葉を聞いて、くすっと蒼司朗は笑った。

「うん、ちゃんと呼ぶからね」

　蒼司朗の返事に、清志朗は満足そうな顔で微笑ほほえんだ。




「……ミギュギュ」

「キュウゥ」

「ピー」

「「（しゅー）」」

　目を閉じて眠っているはずなのに、ピヨ四神は寝台を出ようとする蒼司朗にくっつく。

「（トイレに行くだけだよ）」

　蒼司朗は苦笑しながらも、離れないピヨ四神を連れ、枝えだ打うち斧おのを持って、清志朗を起こさないよう静かに部屋を出た。

（あー、トイレに行くだけなのに、持ってきちゃったよ）

　いつもの癖くせで、ごく自然に枝打ち斧を持ってきてしまった蒼司朗は、歩きながら頭を搔かいた。

　枝打ち斧があり、ピヨ四神が一緒にいることに、蒼司朗は帝都に来てすっかり慣れてしまって違い和わ感かんがない。

（コイツらにも、心配かけちゃったんだよな）

　蒼司朗の危き機きを察したピヨ四神が若様を呼んで、奥庭から枝打ち斧を持ってきてくれなかったら、蒼司朗は火竜を退治できなかった。

（ごめんね、本当にありがとう）




　用を足し終わり、喉のどの渇かわきを覚えた蒼司朗は、一階の食堂に寄って水を飲む。

「お前たちも飲むか？」

　蒼司朗たちの部屋がある階にも洗面や手を洗うための水道はあるが、歯は磨みがき用のコップで水道の生水を直じかに飲ませるのは、神様には不敬にあたるだろう。食堂に置いてある、飲用に支し度たくされた水差しの水は、穢けがれに弱い若様にも大丈夫な、『清めてある水』なので、ピヨ四神向けだと言える。

「……ミギュ～」

「プスー」

「……ピー」

「「（しゅー……）」」

　蒼司朗にくっついてきたものの、寝息で返事をしたピヨ四神は、夢の中のようだ。

　くすっと笑って、蒼司朗はコップを返へん却きやく台だいに持って行った。




　部屋に戻ろうと食堂を出た蒼司朗は、常じよう夜や灯とうだけの薄うす暗ぐらい廊下に、人影を見た。

　ピヨ四神が警けい戒かいしないので、怪あやしい人ではないのだろう。

　蒼司朗がいることに気づいて、廊下の向こうにいた者が振り返る。




　背の高い大人おとなで、黒くろ髪かみ。振り向いた目は、左右の色が違う────。




（……あれ？）

　蒼司朗は眉まゆを顰ひそめる。

　何か、違う。これは、この人は。

　枝打ち斧の刃やいばを向けて、蒼司朗は静かに問う。

「────ハイムさんじゃないですよね。誰だれですか？」



















　声をかけた蒼司朗に、『ハイムエンデ』は冷れい酷こくな光を宿した瞳を瞬しばたたいて一いつ瞬しゆん驚いてから、突きつけられた刃を気にすることなく、楽しそうに唇くちびるで笑った。











了
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　帝都神社での修行を終えた桐きり生ゆう瑛えい二じは、帝都城下へ買い物に出かけることにした。

（我わがままを聞いてもらって帝都に来たんだから、お祖じ父い様さまやみんなにお土産みやげを買わないと）

　元気に帰ることができれば、家族や知人はそれだけで喜んでくれるだろう。しかし、学校での勉強や帝都神社での修行体験の話をするときに、お茶ちや請うけとして出せる帝都の菓か子しがあったり、帝都で買った、ちょっと気の利いた物を渡せたりすれば、きっと楽しい。




「……あれ？」

　何だか見覚えがある通りに出た桐生瑛二は、きょとんと目を瞬しばたたく。

（ここ……、知ってる……）

　勘かん違ちがいかとも思ったが、やはり通ったことがある。微び妙みように印いん象しようが違うけれど……。

「夢だよ、きっと！」

　わざとらしく元気を出した桐生瑛二は、確認のために地図を見ながら帝都小学校に行く。

（噓うそ……）

　見覚えのあるウサギ小屋の前で立ち尽つくす桐生瑛二へ、小学生の女の子が声をかけた。

「こんにちは」

　にこっと笑った女の子と、桐生瑛二は夢で会っていた。

（大おお崎さき晴はる香かって子だ……）

「こん、にちは……」

「卒業生の方ですよね。お兄さんも飼し育いく係がかりだったんですか？」

「……う、うん、まぁ、ね」

　動物が苦手な桐生瑛二に、飼育係は絶対無理だ。だが、おおからな大崎晴香は噓の返事を疑うことなく、扉とびらの鍵かぎを開け、キャベツを持ってウサギ小屋に入っていった。

「お兄さんが小学生だったころからの子は、いるかしら」

　振り向いた大崎晴香に中へどうぞと笑顔で促うながされ、恐おそる恐おそる桐生瑛二はウサギ小屋に入る。視点の高さは違うが、ウサギの餌えさを支し度たくする大崎晴香の動作には、見覚えがあった。




「あー！　お前！」

　ウサギ小屋の外から、女の子の大きな声が聞こえ、びくっと桐生瑛二は肩かたを震ふるわせる。

「知ち恵え里りちゃん、指さしちゃ駄だ目めよ。────桐生さん、こんにちは」

　一足遅れてウサギ小屋にやってきた二人の女の子は、石いし川かわ知恵里と平ひら野の芽め衣いだった。桐生瑛二の夢の中でも、二人はウサギの世話をしている大崎晴香と仲よくしていた。

「芽衣ちゃん、知恵里ちゃん、このお兄さんと知り合いなの？」

「えぇ。家うちの近くの公園で困ってたときに、助けてもらったの」

　蟲むしを退治してもらったときのことは、内ない緒しよにすると蒼そう司し朗ろうと約束したので、桐生瑛二のことも詳くわしくは話せない。平野芽衣は微笑ほほえんで、大おお雑ざつ把ぱに答えた。

「お前、何しに来たんだよ!?」

　喧けん嘩か腰ごしになる石川知恵里が相手だと、どうしても桐生瑛二も怒ったような口調になる。

「お前って言うな！　ウサギを見に来ただけだよ……！」




「あれ？　石川さんと平野さん、桐生くんも？」

　蒼司朗の声が近くで聞こえ、驚いて三人はそちらを振り向く。

　神官装しよう束ぞくの蒼司朗が、枝えだ打うち斧おのを持って校庭を歩いていた。

「わぁ、蒼司朗さん！」

「どうしたんですか？」

　蒼司朗に駆かけ寄るご機き嫌げんな二人を見て、ウサギ小屋の中の桐生瑛二はムッとする。

（僕のときと、全然態度違うじゃないか）




　蒼司朗は駆け寄ってきた石川知恵里と平野芽衣に、にこっと笑った。

「うん、木にボールが引っかかっちゃったって聞いたから、それを取りにきたんだよ」

　帝都神社の使いで帝都城下にいた蒼司朗は、児じ童どうに相談されて帝都小学校に来たのだ。

（何だ。雑用しに来たのか）

　桐生瑛二は神官装束の蒼司朗を見て思わず身構えたが、何ということもなかった。




「────あれか」

　木の幹みきに引っかかっている野球のボールは、すぐに見つかった。蒼司朗の枝打ち斧は柄えが長いが、ボールのある位置は、枝打ち斧を持った蒼司朗のリーチより少し高いようだ。




　蒼司朗たちの視線を追い、木の上のボールを見た桐生瑛二は、ふんと鼻を鳴らす。

（木の下で跳とんで、あの枝打ち斧で叩たたき落とす気かな。無ぶ様ざまなのは嫌いやだな）

　桐生瑛二は蒼司朗のことを認めたくないが、名めい誉よあるお役目についた身で、柳やなぎの葉に向かって跳ぶカエルのように、滑こつ稽けいな真ま似ねをしてほしくなくて、不機嫌になる。




「脚きや立たつがいるよね？」

「用務員さんに出してもらわなくちゃいけないわ」

「あぁ、大丈夫。木が揺ゆれると色々落ちてくるから、二人ともちょっと離れててね」

　もう少し下がっていてと、蒼司朗に手で示されて、二人は木から距離を取る。




（振り落とされないように、しっかり摑つかまってろよ）

　ピヨ四し神じんに合図をし、蒼司朗は助走をつけて、一気に木の幹を駆け上がった。

「きゃあ！」

「蒼司朗さん、すごい！」

　石川知恵里と平野芽衣は歓声をあげ、とんでもない光景に桐生瑛二は啞あ然ぜんとする。

（な、何だ!?　今の……）

　垂直に木を駆け上がることができるなんて────！




「ミギャギャ！」

「キュイキュイ」

「チュピピピピッ」

「「（しゅーしゅー）」」

「はい、いい子いい子」

　大興奮のピヨ四神を宥なだめた蒼司朗は、身軽く上に移動し、木の枝と幹の間に挟はさまっていたボールを摑つかみだして懐ふところにしまった。これで問題解決だ。




　ウサギの餌と飲み水を支度して立ち上がった大崎晴香が、蒼司朗に注目したまま啞然としている桐生瑛二へ、ウサギを一匹抱だっこしながら振り向いた。

「このウサギなら、お兄さんも知ってるかしら？」

「え？　あぁ、そうかも」

　適当に相あい槌づちを打った桐生瑛二は、差しだされたウサギを勢いで受け取ってしまった。

（黒ウサギママ……!?）

　上手じようずに抱っこしたウサギと見つめあう桐生瑛二を見て、大崎晴香は楽しそうに笑った。

「ウサギ好きの人ってわかるのかしら。お兄さん、すごい人気なのね」

　いつの間にか桐生瑛二を取り囲かこむように、たくさんの子ウサギが近寄ってきていた。

　ぴょん、ぴょぴょんと、桐生瑛二に向かって、子ウサギたちは包ほう囲いを縮める。

（ひー……！）

　動物が苦手な桐生瑛二にとって、自分に近づいてくるものは、温和な草食動物の愛あい玩がん系けいウサギであっても、もれなく恐怖の対象でしかない。




「何で!?　蒼司朗さんみたいに優しくないくせに、そんな可か愛わいいのに懐なつかれるなんて！」

　大崎晴香の笑い声で振り向いた石川知恵里は納得できないと憤いきどおるが、平野芽衣は冷静に桐生瑛二とウサギを観察する。

（あれは懐かれるっていうより……、仲間かお友だち？）




　逃にげ腰の桐生瑛二の顎あごに、つん、と何かが当たった。

　黒ウサギママが銜くわえて差しだしたキャベツへ、反射的に食くいついてしまった桐生瑛二は、自分の行動が信じられずに固まった。




「ウサギに餌えづけされてる変へん態たい中学生がいるーっ！　晴香ちゃん、逃げてーっ！」




　木から下りると同時に、石川知恵里のあげた容よう赦しやない叫び声を聞いた蒼司朗は、ウサギ小屋の中で黒ウサギを抱っこしてキャベツを銜えたまま、思考停止している桐生瑛二を見た。





二○一四年八月六日　流　星香　キャベツを食べて元気をお出し？










著者

流 星香

Seika Nagare




９月28日生まれＢ型。梅花女子大学教授。大阪生まれ大阪育ちの大阪在住大阪人。お祭騒ぎ大好きな明るく正しい子供の味方である♡

戦国時代ファンタジーでデビュー。ファンタジー作家として、これまでに多数の著作を発表、西洋風現代モノ等、守備範囲はファミレスのように品揃えが豊富。お茶の時間をこよなく愛し、綺麗で美味しいお菓子から元気をたくさんもらっている♡










イラスト

[image: 〓] 空也

Kuya Sakaki




愛知人

今回は通常、特装共に葉っぱに一番時間がかかってしまいました。ほぼ見えないので少しのむなしさを覚えつつも、地味な作業は意外と達成感があったりします。とりあえず今はウサギ布団で寝たいです。
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お庭にわ番ばん望もち月づき蒼そう司し朗ろう参まいる！




迷まい子ごのウサギと大人おとなの裏うら事じ情じよう
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